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第1章 総則 
《 危機管理室》  

 計画の目的及び位置付け 
 

こ の計画は、 水防法（ 昭和 24 年法律第 193 号） 第４ 条の規定によ る 指定水防管理団体と

し て の本市が、 市域に おけ る 水害を 警戒し 、 防ぎ ょ し 、 軽減する た め、 水防上必要な 事項

に つい て 、 同法第 33 条の規定に基づき 、 広島県水防計画に応じ て 定め、 広島市防災会議に

諮っ て 策定し た計画で ある と と も に、 災害対策基本法（ 昭和 36 年法律第 223 号） 第 42 条

の規定に基づき 、 広島市防災会議が作成する 広島市地域防災計画の部門計画で あ る 。  

 

 計画の内容 
 

第１  基本事項 

こ の計画に定める 水防上必要な 基本事項は、 次のと おり と し 、 こ の計画に 定めのな

い事項に つい て は、 広島市地域防災計画の「 基本・ 風水害対策編」（ 以下「 地域防災計

画」 と い う 。） に よ る も のと する 。  

１  気象情報・ 水防情報等の収集及び連絡に 関する 事項 

２  警戒・ 広報活動、 被害状況等の調査、 応急工作の実施、 水防資機材の整備・ 運用等

水防応急活動に関する 事項 

３  避難情報及び避難場所の開設等避難対策に 関する 事項 

４  水防訓練及び教育に関する 事項 

５  そ の他水防活動に 必要な 事務に 関する 事項 

 

第２  細部事項 

こ の計画を 円滑に 運用する た め、 こ の計画に基づく 水防上の諸活動の展開に 必要な

細部事項は、 水防組織を 構成する 関係部局に おい て 定めな ければな ら な い 。  

 

 用語の定義 
 

こ の計画に おい て 、 次の各号に 掲げる 用語の定義は、 そ れぞれ当該各号に 定める と こ ろ

に よ る 。  

１  水      害   洪水、高潮、豪雨及び津波に よ り 生じ る 堤防の決壊、浸水、

がけ崩れ等の被害を い う 。  

２  水 防 組 織   地域防災計画に 定め る 災害警戒本部及び災害対策本部を

いう 。  

３  水 防 要 員   水防組織を 構成する 部局に属する 者で 、 こ の計画に お ける

一連の活動に 従事する 者を い う 。  

４  水防上重要な 場所   事前調査に基づき 、水防活動上、特に警戒を 要する と 認め、

指定し た堤防、 護岸、 溜池、 急傾斜地、 造成宅地等を い う 。  
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第２章 情報の収集及び連絡 
 

 気象情報・水防情報等の収集 

《 危機管理室災害対策課》  

 

第１  気象情報・水防情報の収集 

危機管理担当局長は、 広島地方気象台、 国土交通省太田川河川事務所、 県から 気象

又は水防に 関する 情報を 電話、 フ ァ ク シ ミ リ 、 端末機、 イ ン タ ーネッ ト に よ り 収集す

る 。  

 

第２  水位・潮位・雨量の観測 

１  観測の指令 

危機管理担当局長は、 次の場合におい て 、 水位、 潮位及び雨量の観測員に 観測を 行

う こ と を 指令する 。  

⑴ 水位の観測   広島地方気象台から 洪水注意報が発表さ れ、 危機管理担当局長

が必要と 認めたと き 。 又は国土交通省太田川河川事務所と 広島地

方気象台が共同で 行う 指定河川洪水予報が発表さ れ、 危機管理担

当局長が必要と 認めた と き 。  

⑵ 潮位の観測   広島地方気象台から 高潮等に関する 注意報が発表さ れ、 危機管

理担当局長が必要と 認めた と き 。  

⑶ 雨量の観測   危機管理担当局長が必要と 認めたと き （ 通常は自動的に 観測す

る 。）。  

２  観測要領 

前項に 基づく 観測員の観測及び観測結果の通報は次によ る 。  

⑴ 水位の観測員は、 水位の変動を 監視し 、 水位を 堤防から の落差によ り 測定し 、 異

常水位又は越水のお そ れがあ る と き は随時通報する 。  

⑵ 潮位の観測員は、 潮位の状況を 監視し 、 潮位又は堤防から の落差、 風向及び波高

を 測定し 、 異常潮位又は越波、 越水のお それがあ る と き は随時通報する 。  

⑶ 雨量の観測員は、 特別に 指示があ っ た 場合を 除き 、 毎正時に１ 時間ご と の雨量を

測定し 、 通報する 。  

３  観測場所 

水位、 潮位及び雨量の観測は、 別表第１ に定める 観測場所に おい て 行う 。  

４  観測結果の通報 

観測結果の通報系統は、 別表第２ のと お り と する 。  

 

 

 気象情報・水防情報等の伝達 
《 各局等、 危機管理室災害対策課、 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課、 各消防署》  

 

第１  気象情報・水防情報の伝達 

危機管理担当局長は、 広島地方気象台、 国土交通省太田川河川事務所、 県から 気象

又は水防に関する 情報を 受け たと き は、 別表第３ に 定める と こ ろ に よ り 各局等及び各

区へ伝達する 。  

伝達を 受け た各局等及び各区の長は、 速やかに その内容を 水防要員に周知さ せる と

と も に 、 必要に応じ 関係機関への連絡及び住民への広報を 行う な ど 適切な 措置を 講じ

る 。  
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第２  水位周知下水道における水位到達情報の伝達 

１  種類及び発表基準 

本市は、市長に よ り 指定し た水位周知下水道に つい て 、水位が内水氾濫危険水位（ 雨

水出水特別警戒水位） に達し た と き は、 そ の旨を 当該水位周知下水道の水位を 示し て

水防管理者及び量水標管理者に 通知し 、 必要に 応じ て 報道機関の協力を 求めて 、 一般

に周知さ せる も のと する 。  

発表する 情報の種類、 発表基準は、 次のと おり で あ る 。  

種類 発表基準 

内水氾濫危険情報

（ 雨水出水特別警戒

水位到達情報）  

基準地点の水位が内水氾濫危険水位（ 雨水出水特別警戒

水位） に 到達し た と き  

２  本市が行う 水位到達情報の通知 

別表第４ のと おり 。  

 

 

 住民情報の収集等 
《 各局等、 危機管理室災害対策課、 消防局警防課、 各区区政調整課・ 地域起こ

し 推進課、 各消防署》  

 

各局等及び各区の長は、 災害の前兆現象や防災施設等の異常の通報を 受け たと き は、 危

機管理担当局長に報告する と と も に、 現地調査を 行う ほか、 避難指示な ど 適切な 措置を 講

じ る 。  

 

 

 情報の連絡方法 
《 危機管理室災害対策課》  

 

情報の連絡方法は、「 地域防災計画（ 基本・ 風水害対策編） 第３ 章 災害応急対策、 第３

節 情報の収集及び伝達」 によ る 。   
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第３章 水防応急活動 
 

 水防要員の出動 
 

第１  出動の指令 

《 危機管理室、 消防局警防課、 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課、 各消防署》  

区長、 消防署長又は消防団長は、 太田川河川事務所、 西部建設事務所又は広島港湾

振興事務所から 水防警報が発令さ れた と き 又はその他水防上必要と 認める と き は、 水

防要員に 出動の準備等を 行わせ、 又は出動の指令を 行う 。  

１  状況に応じ た 活動内容 

水防要員の出動等は、 災害種別ご と に 、 おお むね次のと おり と する 。  

⑴ 洪水等 

状況 活動内容 

１  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 待機」 が発表さ
れたと き 。  

２  河川の水位が水防団待機水位に達
し たと き 。  

１  気象情報、 水位情報等の収集 
２  水防巡視・ 活動に 備え て 待機 

１  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 準備」 が発表さ
れたと き 。  

２  河川の水位が氾濫注意水位に 達し
た と き 。  

１  気象情報や各地の雨量・ 水位の状況等
の収集・ 把握 

２  河川堤防等の巡視 
３  土のう 積み等の浸水防止対策の実施 
４  状況に応じ た 避難情報の伝達及び周知 
５  住民から 異常通報があ っ た地域（ 過去

に 災害があ っ た 場所を 含む。） や危険区域
への巡視の強化 

６  水防資機材等の準備 
１  太田川河川事務所又は西部建設事

務所から 水防警報「 出動」 が発表さ
れたと き 。  

２  河川の水位が避難判断水位に 達し
た と き 。  

１  浸水によ り 危険と な る こ と が予想さ れ
る 地域への高齢者等避難の伝達及び周知 

２  状況に応じ て 、 避難場所の開設及び避
難誘導 

１  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 指示」 が発表さ
れたと き 。  

２  河川の水位が氾濫危険水位に 達し
た と き 。  

３  雨水出水特別警戒水位（ 内水氾濫
危険水位） に達し た と き 。  

１  浸水によ り 危険と な る こ と が予想さ
れる 地域への避難指示の伝達及び周知 

２  避難場所の開設及び避難誘導 
３  応急工作の実施 

⑵ 高潮 

状況 活動内容 

１  広島港湾振興事務 所から 水防警
報「 待機・ 準備」 が発表さ れたと き 。 

２  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 待機」 が発表さ
れたと き 。  

１  台風の進路や高潮に関する 気象情報
等の収集 

２  水防巡視・ 活動に 備え て 待機 

１  広島港湾振興事務所から 水防警報
「 待機・ 準備」 が発表さ れた と き 。  

２  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 準備」 が発表さ
れたと き 。  

３  潮位の予測が T. P. ＋2. 1ｍ 以上の
と き 。  

 

１  沿岸低地部（ 過去に災害があっ た場
所を 含む。） の護岸の巡視 

２  土のう 積み等の浸水防止対策の実施 
３  広報車等に よ る 注意喚起の広報の実

施 
４  水防資機材等の準備 
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１  広島港湾振興事務所から 水防警報
「 出動」 が発表さ れた と き 。  

２  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 出動」 が発表さ
れたと き 。  

３  潮位の予測が T. P. ＋2. 5ｍ 以上の
と き 。  

１  沿岸低地部（ 過去に災害があっ た場所
を 含む。） の護岸の巡視の強化 

２  浸水に よ り 危険と な る こ と が予想さ れ
る 地域への高齢者等避難の伝達及び周知 

３  状況に 応じ て 、 避難場所の開設及び避
難誘導 

１  太田川河川事務所又は西部建設事
務所から 水防警報「 指示」 が発表さ
れたと き 。  

２  河川水位が氾濫危険水位に達し た
と き 。  

１  浸水に よ り 危険と な る こ と が予想さ
れる 地域への避難指示の発令 

２  避難場所の開設及び避難誘導 
３  応急工作の実施 

⑶ 土砂災害 

状況 活動内容 

 強い 雨が降っ て い る と き 。  １  気象情報等の収集 
２  水防巡視・ 活動に 備え て 待機 

大雨警報（ 土砂災害）（ 警戒レ ベル３
相当情報）が発表さ れ、土砂災害に関す
るメ ッ シ ュ情報（ ※） に大雨警報基準
超過が表示さ れたと き 。  

１  気象情報や各地の雨量・ 出水の状況等の
収集・ 把握 

２  土砂災害危険区域（ 過去に 災害があっ た
場所を 含む） の巡視 

３  広報車等によ る 注意喚起の広報の実施 
４  水防資機材等の準備 

大雨警報（ 警戒レ ベル３ 相当情報） が
発表さ れ、 土砂災害に関する メ ッ シ ュ
情報（ ※） に危険度( 3 時間後に基準値
を 超過) が表示さ れたと き 。  

１  住民から 異常通報があ っ た 地域や危険区
域への巡視の強化 

２  該当地域への高齢者等避難の伝達及び周
知 

３  状況に 応じ て 、 避難場所の開設及び避難
誘導 

４  必要と 認める 場合には、 応急工作の実施 
大雨警報（ 警戒レ ベル３ 相当情報） 又

は土砂災害警戒情報（ 警戒レ ベル４ 相
当情報） が発表さ れ、土砂災害に関する
メ ッ シュ 情報( ※) に危険度( 2 時間後、
1 時間後又は実況で基準値を 超過) が表
示さ れたと き 。  

１  該当地域への避難指示の伝達及び周知 
２  避難場所の開設及び避難誘導 
３  応急工作の実施 

※ 広島県土砂災害危険度情報で 表示さ れる 土砂災害の危険度に応じ た メ ッ シ ュ 情報（ 危険

度判定）（ 実況で 特別警報基準値超過、 実況で 基準値超過、 １ 時間後に 基準値超過、 ２ 時間

後に基準値超過、 ３ 時間後に 基準値超過を 区分し て 表示）  

⑷ 津波 

状況 活動内容 

 太田川河川事務所から 水防警報
「 待機」 が発表さ れた と き 。  

１  津波に関する 情報、 地震によ る 堤防決壊情
報等の収集 

２  水防巡視・ 活動に備え て 待機 
３  水防資機材等の準備 

 太田川河川事務所、 西部建設事
務所又は広島港湾振興事務所から
水防警報「 出動」 が発表さ れた と
き 。  

１  沿岸低地部の護岸の巡視 
２  状況に応じ て 、 避難所の開設及び避難誘導 
３  必要と 認める 場合には、 応急工作の実施 
４  津波浸水によ り 危険と な る こ と が予想さ れ

る 地域への避難指示の伝達及び周知 
５  避難場所の開設及び避難誘導 

※１  水防要員は、 自ら の避難に要する 時間及び 津波到達予想時刻を 考慮し 、活動限界時間を

設定し た上で 活動する 。  

※２  自身の危険性が高い と 判断し たと き は、 避難を 優先する 。  

※３  地震の揺れに よ っ て 、 堤防の決壊（ 破堤） によ る 浸水が発生し た 場合には、 浸水の状況

を 考慮し て 活動を 行う 。  
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２  出動の指令区分 

⑴ 警戒・ 広報出動 

⑵ 調査出動 

⑶ 応急工作出動 

⑷ そ の他特命出動 

 

第２  出動の事前協議 

《 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課、 各消防署》  

区長、 消防署長及び消防団長は、 水防要員の出動を 円滑に行う た め、 あら かじ め出

動指令の方法、 出動分担、 出動区域及び出動人員等必要な 事項を 協議し て おく 。  

 

 

 水防要員の安全配慮 
《 危機管理室、消防局消防団室・ 警防課、各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課、

各消防署》  
 

水防要員は、 安全管理を 徹底し 、 水防要員自身の安全確保に 留意する 。  

１  水防活動現場（ 警戒巡視箇所等を 含む。） への出動等に当た っ て は、 危険箇所（ 洪水

等の浸水想定区域や土砂災害警戒区域等） や気象情報、 水防警報な ど の情報収集に 努

め、 常に 二次災害の発生を 想定し て 経路や活動場所の選定等を 行う 。  

２  水防活動時には、 救命胴衣等の身の安全を 確保する 装備を 着用する と と も に 、 救命

ボート 等の資機材を 有効に 活用する 。  

３  土石流によ る 土砂等の堆積状況な ど 、 災害の状況や地理条件を 考慮し て 、 全体が監

視で き る 安全な 場所等への警戒員の配置及び水防要員の退避場所の選定を 最優先に

行い、 こ れを 全て の水防要員に周知する 。  

４  水防活動や避難誘導な ど に 当た っ て は、 水防要員の危険を 回避する た め、 安全性が

高い と 考え ら れる 場所ま で の避難完了に 要する 時間と 津波到達時刻等を 考慮する と

と も に 、 水防要員が自身の危険性が高い と 判断し た と き は、 自身の避難を 優先する 。 

５  警戒員等から 緊急退避の警笛（ 長声２ 回） 又はサイ レ ン が発せら れた 場合や、 山鳴

り 、 地響き 、 異様な 臭い等の異常な 現象を 感じ た場合には、 水防要員は自ら も 警笛等

で 周囲に 緊急退避を 伝達し な がら 、 あ ら かじ め選定さ れた 場所へ退避する 。  

 

 

 警戒・広報活動の実施 
 

第１  警戒・広報要員の任務 

《 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課・ 維持管理課・ 地域整備課、 各消防署》  

警戒・ 広報出動の指令を 受けた 水防要員（ 以下「 警戒・ 広報要員」 と いう 。） は、 河

川、 海岸、 急傾斜地等のう ち 、 別表第５ に 掲げる 水防上重要な 場所及び過去に 災害の

あっ た 場所を 中心に巡回し 、 必要に応じ て 地域住民の水害に対する 警戒の呼びかけ 等

の広報活動を 行う と と も に 、 次の事項を 発見し たと き は、 直ち に区長、 消防署長又は

消防団長に報告し な け ればな ら な い。  

１  護岸や堤防の越水・ 亀裂・ 欠け 崩れ等 

２  山崩れ・ がけ 崩れ等 

３  その他水防上危険と 認める 事項 

 

第２  関係者への措置要請及び報告 

《 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課・ 維持管理課・ 地域整備課、 各消防署》  

１  区長、 消防署長又は消防団長は、 警戒・ 広報要員から 水防上危険な 事項に ついて 報

告があ っ たと き は、 必要な 指示を 行う と と も に 、 直ち に河川・ 海岸堤防等の関係者に
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連絡し て 必要な 措置を 求めな ければな ら な い。 こ の場合、 区長、 消防署長及び消防団

長は必要に応じ て 求める 措置について 協議する 。  

２  前項の規定に よ り 関係者に 必要な 措置を 求めた 場合は、 その状況を 危機管理担当局

長に報告する 。  

 

 

 被害状況等の調査 
 

第１  調査要員の任務 

《 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課・ 維持管理課・ 地域整備課、 各消防署》  

調査出動の指令を 受け た水防要員（ 以下「 調査要員」 と いう 。） は、 直ち に被害場所

等の調査を 行い、 被害の種別及び程度又は応急工作の要否等必要な 事項を 、 区長、 消

防署長又は消防団長に 報告し な け ればな ら な い 。  

 

第２  被害状況等の報告 

《 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課・ 維持管理課・ 地域整備課、 各消防署》  

１  区長、 消防署長又は消防団長は、 調査要員から 被害状況等に つい て 報告があ っ た と

き は、 必要な 指示を 行う と と も に 、 危機管理担当局長に報告する 。  

２  堤防の決壊等の重要な 被害について は、 当該区域を 管轄する 警察署及び河川管理者

にそ の状況を 通報する 。  

 

第３  被害報告の取りまとめ及び県への報告 

《 危機管理室》  

１  危機管理担当局長は、 区長・ 消防署長又は消防団長から 報告を 受け たと き は、 被害

状況の取り ま と めを 行う と と も に 、 必要と 認める 各局等及び各区の長に 連絡する 。  

２  市長（ 危機管理室） は、「 地域防災計画（ 基本・ 風水害対策編） 第３ 章 災害応急対

策、 第３ 節 情報の収集及び伝達」 に 定める と こ ろ に よ り 、 県に 対し て 被害状況の報告

を 行う 。  

 

 

 応急工作の実施等 
 

第１  応急工作の実施 

《 各区維持管理課・ 農林課・ 地域整備課、 各消防署》  

１  応急工作出動の指令を 受け た水防要員（ 以下「 工作要員」 と いう 。） は、 水害が発生

し 、 又はま さ に発生し よ う と し て いる と き は、 速やかに応急工作を 実施し 、 被害の拡

大防止又は発生防止に 努めな ければな ら な い。  

２  区長は、 応急工作の実施に 当た り 特に専門的技術を 必要と する と き は、 その技術を

指導する ため、 あ ら かじ め指名し た 職員（ 以下「 技術指導員」 と いう 。） を 派遣する 。  

 

第２  応急工作の関連措置 

《 各区維持管理課・ 農林課・ 地域整備課、 各消防署》  

１  工作要員は、 応急工作の実施に 際し 、 二次災害の発生防止等安全確保を 図る ため、

必要に 応じ て 警戒区域の設定又は監視員の配置等必要な 措置を 講じ る 。  

２  水防要員（ 消防団員を 除く 。） は、 応急工作を 実施し た と き は、 工作時又は事後にお

いて 現場写真の撮影等記録保存を 図る 。   
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 水防資機材の整備・運用 
 

第１  水防倉庫の位置及び水防資機材の備蓄 

《 消防局警防課》  

１  市有の水防倉庫の位置は、 別表第６ 及び資料編「 水防計画附図」 のと お り で ある 。 

２  水防資機材の備蓄基準は、 別表第７ のと お り と する 。  

 

第２  備蓄資機材の使用・補給 

《 消防局総務課・ 警防課、 各消防署》  

１  備蓄資機材の使用は、 管理責任者た る 消防署長が決定し 、 出庫する 。  

２  消防署長は、 所轄水防倉庫の出庫資機材が備蓄基準数の過半に達し た と き は、 消防

局長に 緊急補給を 要請し な け ればな ら な い 。  

３  消防局長は、 前項の要請があっ たと き は、 資機材の配置替え 又は緊急購入等によ り

補給する 。  

 

第３  国及び県が所有する備蓄資機材の活用 

《 危機管理室、 消防局警防課》  

１  備蓄資機材が不足する よ う な 緊急事態に 際し て 、 国及び県の所有する 備蓄資機材を

使用する 場合には、 太田川河川事務所長、 西部建設事務所長又は広島港湾振興事務所

長に要請する 。  

２  国及び県の所有する 備蓄資機材は、 別表第８ のと お り で ある 。  

 

 

 緊急輸送の実施 
 

第１  緊急輸送車両 

《 道路交通局道路管理課、 消防局施設課、 各区建築課》  

１  応急工作等に 必要な 人員又は水防資機材等の緊急輸送は、 原則と し て 消防機関又は

市有車両等に よ り 行う 。  

２  消防機関の有する 車両等は、 別表第９ のと おり で あ る 。  

３  市有建設車両は、 別表第１ ０ のと お り で あ る 。  

 

第２  優先通行標識 

《 道路交通局道路管理課、 消防局施設課、 各区建築課》  

緊急輸送等に使用する 車両に取り 付ける優先通行標識は、 別表第１ １ のと おり と する。  

 

 

 応援要請 
 

第１  警察への応援要請 

《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 各消防署》  

区長又は消防署長は、 水防のた め必要がある と き は、 当該区域を 管轄する 警察署長

に対し 警察官の出動を 求める こ と がで き る 。  

 

第２  自衛隊及び他の地方公共団体等への応援要請等 

《 危機管理室》  

自衛隊又は他の地方公共団体等への応援要請等は、「 地域防災計画（ 基本・ 風水害対

策編） 第３ 章 災害応急対策、 第 25 節 応援要請及び協力要請」 に定める と こ ろ によ り

行う 。  
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 関連応急対策 
《 各局等、 各区》  

 

こ の章にお ける 水防応急活動の実施に 際し 、 救難・ 救助・ 保健衛生活動等関連する 応急

対策に つい て は、「 地域防災計画（ 基本・ 風水害対策編） 第３ 章 災害応急対策」 に定める

と こ ろ によ る 。  
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第４章 避難対策 
 

 注意喚起、高齢者等避難、避難指示、緊急安全確保 
《 危機管理室、 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 各消防署》  

 

第１  注意喚起、高齢者等避難、避難指示、緊急安全確保の伝達の判断基準等 

注意喚起、 高齢者等避難、 避難指示の伝達を 行う 判断の基準は、 本章第３ 節によ る

も のと し 、 次の点に留意し つつ、 今後の気象予測等を 勘案する と と も に 、 危険区域の

巡視活動を 行いな がら 対応する 。  

な お、 台風や津波な ど の災害に 対し て 警戒する 場合にお いて は、 気象庁が発表する

台風の中心気圧・ 進路等の情報や津波に関する 情報を 勘案する ほか、 巡視活動によ る

状況把握に努めな がら 、 注意喚起、 高齢者等避難、 避難指示、 緊急安全確保を 段階的

に発表・ 発令する 。  

《 今後の気象予測等を 勘案する 際の注意事項》  

１  土砂災害を 警戒する 場合 

大雨注意報が発表さ れた後、 土砂災害の危険性を 判断する 際に は、 土砂災害に 関す

る メ ッ シ ュ 情報（ ※） 等を 情報と し て 活用し 、 市域に 影響を 及ぼす雨域の動き 方や急

激に発生する 雨雲等に 十分注意し つつ、 気象庁が発表する 降水短時間予報、 広島地方

気象台と 広島県土木建築局砂防課が発表する 土砂災害警戒情報及び広島地方気象台等

から の気象予測等の情報を 踏ま え る 。  

ま た、局地的な 大雨や集中豪雨の頻発を 踏ま え 、降雨の実況監視強化、雨域の発達、

移動過程の観測を 行う ため、 国土交通省 川の防災情報を 活用する 。  

そ の他、 大雨警報（ 土砂災害） 発表後は、 実効雨量（ 72 時間半減期） を 、 本市が土

砂災害の危険性を 把握する 土砂災害に 関する メ ッ シ ュ 情報（ ※） の補完情報と し て 参

照する 。  

※ 広島県土砂災害危険度情報で 表示さ れる 土砂災害の危険度に 応じ た メ ッ シ ュ 情報（ 危険度判

定）（ 実況で 特別警報基準値超過、 実況で 基準値超過、 １ 時間後に 基準値超過、 ２ 時間後に 基準

値超過、 ３ 時間後に 基準値超過を 区分し て 表示）  

２  高潮を 警戒する 場合 

  予測潮位が基準値を 超え た 場合にお いて 、 高潮の危険性を 判断する 際は、 広島地方

気象台が発表する 潮位予測と と も に、 低気圧又は台風の中心気圧や進路のほか、 広島

県防災情報シ ス テ ムから の潮位予測等の情報を 踏ま え る 。  

３  洪水を 警戒する 場合 

基準水位に 達し た場合におい て 、 洪水の危険性を 判断する 際には、 今後の降雨に 関

する 情報のほか、 上流域で の既往降水量、 上流の水位観測情報及び国土交通省太田川

河川事務所、 県等から の水位情報を 踏ま え る 。  

ま た、局地的な 大雨や集中豪雨の頻発を 踏ま え 、降雨の実況監視強化、雨域の発達、

移動過程の観測を 行う ため、 国土交通省 川の防災情報を 活用する 。  

 ４  津波を 警戒する 場合 

国外で の地震・ 火山噴火等によ る 津波の影響を 「 遠地地震に 関する 情報」 と し て 発

表さ れた 場合にお いて 、 津波の危険性を 判断する 際は、 広島地方気象台等から の情報

を 踏ま え る 。  

 

第２  注意喚起 

危機管理室長又は副区長は、 水害が発生する おそ れがあ る と 認めら れる 場合は、 市

域全体又は必要な 区域に降雨、潮位、河川の水位、防災施設の異常等の情報を 知ら せ、

住民等に 注意を 喚起し 、 状況に応じ て 避難の準備を する こ と や住民等が自ら 危険性を

判断し て 避難する こ と （ 以下「 自主避難」 と い う 。） を 促す。 な お、 注意喚起は適切な

避難行動につな がる よ う 、 分かり やすく 、 かつ、 危機意識が高ま る よ う な 内容で 伝達
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する 。  

区分 実施の時期 伝達内容 伝達方法 

注
意
喚
起 

災 害 が 発 生 す

る お そ れ が あ

り 、 注意喚起す

る と き 。  

( ｱ)  気象情報 

( ｲ)  留意事項 

( ｱ)  市防災行政無線 

( ｲ)  市防災情報共有シ ス テ ム 

( ｳ)  市防災情報メ ール配信シ ス テ ム 

  （ 聴覚障害者へのＦ Ａ Ｘ 、避難行動要支

援者等への電話通知含む。）  

( ｴ)  市ホームページ  

( ｵ)  Ｓ Ｎ Ｓ （ X、 Facebook、 LI NE）  

 
第３  高齢者等避難 

区長又は危機管理担当局長は、気象状況等によ っ て 、災害が発生する お それがあ り 、

人の生命又は身体を 災害から 守り 、 そ の他災害の拡大を 防止する た め、 必要がある と

認める と き は、必要と 認める 地域の必要と 認める 居住者、滞在者その他の者（ 以下「 居

住者等」 と い う 。） に 対し 、 不要不急の外出を 控え る こ と や、 避難のための準備を 呼び

かける と と も に、 要配慮者及び避難支援等関係者に 対し 避難行動の開始を 促す。  

高齢者等避難の対象区域は、 あ ら かじ め定めた災害種別ご と に人的被害の発生する

おそれのある 区域を 基本と し 、 発令する 。  

高齢者等避難は、 適切な 避難行動に つな がる よ う 、 分かり やすく 、 かつ、 危機意識

が高ま る よ う な 内容で 伝達する 。  

区分 実施の時期 伝達内容 伝達方法 

警
戒
レ
ベ
ル
３ 

高
齢
者
等
避
難 

災 害 が 発 生 す る

お それがあ り 、 避

難 の 準 備 を 促 す

と き 。  

ま た、 要配慮者及

び 避 難 支 援 等 関

係者に 対し て 、 避

難 行 動 の 開 始 を

促すと き 。  

( ｱ)  発令日時 

( ｲ)  発令理由 

( ｳ)  対象区域 

( ｴ)  避難場所 

( ｵ)  留意事項 

 

※ ( ｴ) は 避難 場

所の開設が間

に 合わな い 場

合、 そ の旨を

伝達する 。  

( ｱ)  市防災行政無線 

( ｲ)  市防災情報共有シ ス テ ム 

( ｳ)  市防災情報メ ール配信シ ス テ ム 

 （ 聴覚障害者へのＦ Ａ Ｘ 、避難行動要支援者

等への電話通知含む。）  

( ｴ)  市ホームページ  

( ｵ)  Ｓ Ｎ Ｓ （ X、 Facebook、 LI NE）  

( ｶ)  県防災情報シ ス テ ムを 通じ た Ｌ ア ラ ート  

( ｷ)  避難誘導ア プ リ  

※ そ の他、 河川の放流警報設備な ど 、 災害状

況に 応じ て 活用する 。  
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第４  避難指示等 

 １  避難指示 

⑴ 市長又は区長は、 水害が発生し 、 又は発生する おそ れがある 場合に おい て 、 人の

生命又は身体を 災害から 保護し 、 その他災害の拡大を 防止する ため特に必要があ る

と 認める と き は、 必要と 認める 地域の必要と 認める 居住者に対し 、 避難のための立

退き を 指示する 。  

⑵ 避難指示の発令者について は、 原則区長と する 。 た だし 、 区の応急組織体制が整

う 前に、 緊急に避難指示を 発令する 必要があ る 場合や、 津波に よ る 避難指示を 発令

する 必要があ る 場合は市長が発令する 。  

２  緊急安全確保 

⑴ 災害が発生し て い る 又は災害の発生が極めて 差し 迫っ た 状況にお い て 、 事態に照

ら し 緊急を 要する と 認める と き は、 市長又は区長は、 居住者等に対し 、 高所への移

動、 近傍の堅固な 建物への待避、 屋内の屋外に面する 開口部から 離れた場所で の待

避そ の他の緊急に 安全を 確保する ための措置を 指示する 。  

⑵ 緊急安全確保の指示な ど の避難措置について は、 原則区長が発令する 。 ただ し 、

区の応急組織体制が整う 前に 、 緊急安全確保を 発令する 必要がある 場合は市長が発

令する 。  

３  市長又は区長が不在の場合の取扱い  

市長又は区長が不在の時に、 避難指示等を 発令する 状況が生じ た 場合は、 次に記載

する 代理者が基準に基づき 、 躊躇な く 避難指示等を 発令する 。  

市長が不在の場合 区長が不在の場合 

代理順位 代理者 代理順位 代理者 

１  危機管理室担任副市長 １  副区長 

２  上記以外の副市長 ２  建設部長又は農林建設部長 

３  危機管理担当局長 ３  厚生部長 

４  危機管理室長 － － 

４  急激な 気象の変化への対応 

急激な 気象の変化に 対応する た め、 災害警戒本部設置以前に おい て も 、 避難指示等

の判断基準に 達し た場合は、 次に 記載する 者が避難指示等を 発令する 。  

市長が不在の場合 区長が不在の場合 

代理順位 代理者 代理順位 代理者 

１  危機管理室担任副市長 １  副区長 

２  上記以外の副市長 ２  建設部長又は農林建設部長 

３  危機管理担当局長 ３  厚生部長 

４  危機管理室長 － － 
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第５  避難指示等の発令 

１  実施担当機関： 原則区長 

２  避難指示等の区分 

区分 実施の時期 伝達内容 伝達方法 

警
戒
レ
ベ
ル
４ 

避
難
指
示 

災害が発生する お

それが高い 状況等で

あり 、 避難を 促すと

き 。  

( ｱ)  発令日時 

( ｲ)  発令理由 

( ｳ)  対象区域 

( ｴ)  避難場所 

( ｵ)  留意事項 

※ ( ｴ) は避難場

所の開設が間

に 合わな い 場

合、 そ の旨を

伝達する 。  

( ｱ)  市防災行政無線 

( ｲ)  市防災情報共有シ ス テ ム 

( ｳ)  市防災情報メ ール配信シ ス テ ム 

( 聴覚障害者へのＦ Ａ Ｘ 、 避難行

動要支援者等への電話通知含

む。 )  

( ｴ)  市ホームペ ージ  

( ｵ)  Ｓ Ｎ Ｓ ( X、 Facebook、 LI NE)  

( ｶ)  県防災情報シ ス テ ムを 通じ たＬ

ア ラ ート  

( ｷ)  緊急速報メ ール( エ リ ア メ ール

含む。 )  

( ｸ)  サイ レ ン  

( ｹ)  避難誘導ア プ リ  

※1  その他、 消防ヘリ コ プ タ ー、

河川の放流警報設備、 テ レ ビ ・

ラ ジ オ 等への放送要請な ど 、 災

害状況に応じ て 活用する 。  

※2  ( ｸ) の一部は、 あ ら かじ め定め

ら れた 消防職員へ操作依頼す

る 。  

警
戒
レ
ベ
ル
５ 

緊
急
安
全
確
保 

災害が発生し て い

る 又は災害の発生が

極めて 差し 迫っ た状

況に お いて 、 事態に

照ら し 緊急を 要する

と 認める と き  

３  市長及び区長は、 避難指示等を 発令し よ う と する 場合に おい て 、 必要がある と 認め

る と き は、 指定地方行政機関又は県に 対し 、 避難指示等に 関する 事項に ついて 助言を

求める こ と がで き る 。  

４  市長及び区長は、 避難指示等の発令の必要があ る と 認める と き は、 夜間・ 早朝の時

間帯や避難場所の開設等の諸事情を 勘案せず、 躊躇する こ と な く 発令する 。  

  ま た、 急激に気象が変化し 危険性が高ま っ た場合に は、 避難が必要と の判断を 迅速

な 避難指示等の発令に つな げる た め、 避難場所の開設を 待つこ と な く 、 迅速に 発令す

る 。  

  区長は、 避難指示等を 発令する 場合、 事前に、 市長（ 危機管理室） に そ の旨を 報告

する 。  

  な お、 事前に市長に報告する い と ま のな い 場合は、 事後速やかに 市長（ 危機管理

室） に 報告する 。  

５  市長及び区長は、 必要と 認める 場合は、 警察及び自衛隊に対し 、 避難指示等の伝

達につい て 協力を 要請する 。  

６  区長は、 避難指示等を 発令する 場合は、 必要に 応じ て 警察、 消防団、 自主防災組

織その他防災関係機関に対し 、 協力を 依頼する 。  

７  避難指示等を 伝達する 場合は、 自主防災組織の協力を 得て 組織的な 伝達も 併せて

行い、 聴覚障害者や視覚障害者な ど 要配慮者に も 配慮し て 、 伝達漏れのな いよ う 留

意する 。  

ま た、 遠隔操作化さ れて いな い サイ レ ン に つい て は、 あら かじ め定めら れた消防職

員へ区役所等から サイ レ ン 吹鳴の操作依頼を 行う 。  

８  市長は、 避難指示等の周知を 図る た め、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等の放送機関に 協力を 求

め、 放送を 依頼する ｡ 

９  避難指示等を 発令する 場合にお いて 、 立退き 先を 指定する と き は、 本市が指定す

る 指定緊急避難場所の中から 選定する 。  
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10 区長、 消防局長又は消防署長は、 水害が発生し 、 又はま さ に 発生し よ う と する 場

合にお い て 、 人の生命又は身体に 対する 危険を 防止する た め特に必要があ る と 認め

る と き は、 警戒区域を 設定し 、 災害応急対策に 従事する 者以外の者に対し て 立入禁

止又は制限等必要な 措置を 講じ る 。  

11 区長、 消防局長又は消防署長は、 警戒区域を 設定し よ う と する 場合に お いて 、 必要

がある と 認める と き は、 指定地方行政機関又は県に 対し 、 警戒区域の設定に関する 事

項につい て 助言を 求める こ と がで き る 。   

12 避難指示等の発令に当たっ て は、 た だち に 適切な 行動に つな がる よ う 、 分かり やす

く 、 かつ、 危機意識が高ま る よ う な 内容で 伝達する 。  

   ま た、 避難場所を 開設する い と ま がな く 、 避難指示等を 発令し た 場合、 避難場所を

開設し て いな いこ と や、 そ れぞれの場所で 各自が何ら かの安全な 行動を と る と いっ た

付帯的な 文言を 付けた 情報を 発信する 。  

 

 

 住民説明の実施及び関係機関への報告等 
《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 危機管理室》  

 

第１  高齢者等避難の伝達又は避難指示等の発令を行った場合の住民説明の実施等 

区長は、 住民と 一体と な っ た 防災活動を 確保する た め、 高齢者等避難の伝達又は避

難指示等を 発令し た場合に は、 避難時又は事後にお い て 、 避難を 要し た 状況等につい

て 自主防災組織等を 通じ る な ど し て 住民等への説明を 行う と と も に 、 住民等の避難状

況の把握に努める 。  

 

第２  関係機関への通知及び報告 

１  市長は、 避難指示等を 発令し た と き 、 速やかに その旨を 県知事へ報告する 。  

ま た、 避難の必要がな く な っ た と き も 、 その旨を 公表する と と も に、 県知事へ報告

する 。  

２  区長は、 避難指示等を 発令し た と き 、 当該区域を 管轄する 警察署長へ通知する 。  
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 災害種別に応じた避難 
《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 危機管理室災害予防課・ 災害対策課、 各

消防署》  

 

第１  洪水への対応 

１  段階に応じ た 対応 

段
階 

状    況 本市の体制 本 市 の 対 応 住 民 の 行 動 

第
１
段
階 

【 状況把握】  

洪水注意報（ 警戒レ ベ ル２ ） が

発表さ れた 場合 

 

【 注意体制】  

 気象情 報や各地の雨量・ 水位

の状況等を 収集・ 把握する 。  

 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通じ

て 気象情報に 注意す る 。  

 

第
２
段
階 

【 注意喚起】  

洪水警 報（ 警戒 レ ベ ル３ 相当情

報） が発表さ れた場合 

 

【 警戒体制】  

１  防災 行政無線等に よ り 、 該

当区への注 意喚起、 要配慮者

に 対す る 早 めの避難準備や自

主避難の呼びかけを 行う 。  

２  住 民か ら 異常 通 報が あ っ た

地域やあら かじ め定めら れた

区域への巡視を 行う 。  

１  テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通

じ て 気象情報に 十分注意

す る 。  
２  要配慮者 及び 避難支援

等関 係者は避難 の準備を
行 う ( 持 っ て い く も の の
整理、避難場所の確認・ 確
保、 家族と の連絡な ど ) 。  

３  状況に 応 じ 、 あ ら かじ
め決 めて お い た 安全な 場
所に あ る 知人宅 や地域が
自主 的に 開錠し た 避難場
所 に 自 主 避 難 す る 。 ( ※
２ )  

４  堤防の亀 裂や漏水な ど
異常 な 現象を 発 見し た と
き は 、 区役所や 消防署へ
通報す る 。  

第
３
段
階 

【 警戒レ ベ ル３ （ 高齢者等避難）】 

１  洪水警報（ 警戒レ ベ ル３ 相当

情報） が発表さ れ、 避難判断水

位（ レ ベ ル３ 水位） に 到達し 、

かつ 、「 氾濫警戒情報」 が通知さ

れた 場合 

２  漏水・ 侵食を 発見し たと の通

報を 受け た 場合 
【 災害警戒本部】  

１  防災 行政無線等に よ り 、 必

要な 区域（ ※１ ） に、 警戒レ ベ

ル３（ 高齢者等避難） を 発令す

る 。  

２  原則と し て 、 小学校区に １ 箇

所拠点的な 指定緊急避難場所

を 開設する 。  

１  不要不急 の外出は控え

避難の準備を 行う （ 持っ

て い く も のの整理、 避難

場所の確認・ 確保、家族と

の連絡な ど ）。  

２  要配慮者 及び 避難支援
等関係者は、 避難行動を

開始する 。  

３  状況に 応 じ 、 あ ら かじ

め決めて お い た 安全な 場

所に あ る 知人宅や地域が

自主的に 開錠し た 避難場

所、 市が開設し た 指定緊

急避難場所に避難す る 。  

第
４
段
階 

【 警戒レ ベ ル４ （ 避難指示）】  

１  「 氾濫危険情報」 が通知さ れ

た場合 

２  河川管理者から 水位が堤防高

又は背後地盤高を 越え る こ と が

予想さ れる こ と の情報を 得た場

合 

３  異常な 漏水・ 侵食を 発見し た

と の通報があっ た 場合 

４  巡視等に よ り 、 漏水・ 侵食に

よ る 堤防の決壊や越水・ 溢水の

発 生 に よ る 浸 水 の お そ れ が あ

り 、 立ち 退き 避難が必要と 判断

し た 場合 

【 災害対策本部】  

１  必要な 区域( ※１ ) に 、 警戒

レ ベル４（ 避難指示） を 発令す

る 。  

  急激 に気象が変化し 、 危険

度が高ま っ た 場合は、 指定緊

急避難場所の開設を 待つ こ と

な く 、 迅速に 発令す る 。  

 

 

 

 

２  被害 の程度、 避難者の人数

等を 勘案の上、 順次必要な 指

定緊急避難場所を 開設す る 。  

１  直ち に避難す る 。  

２  指定緊急 避難場所等 へ

の移 動中に 、 急 激な 気象

変化 に よ り 、 移 動が困難

と な っ た 場合は 、 付近の

堅固 な 建築物や 浸水時緊

急退 避施設に 避 難す る 。

屋外 の移動に 危 険を 伴う

場合 に は、 建物 内の安全

な 場 所 ( 上 階 ) に 待 避 す

る 。 ( ※３ )  

  状況が落 ち 着い た 段階
で 、 よ り 安全な 場所へ移

動する 。  

～～～≪警戒レ ベ ル４ ま で に 必ず避難≫～～～ 

約 1 分   約 5 秒   約 1 分 

【サイレン】【休止】【サイレン】 
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第
５
段
階 

【 警戒レ ベル５ （ 緊急安全確保） 】  

 災害が発生し 、 又は切迫し て い

る 状況に おい て 、 指定緊急避難場

所等へ立退き 避難す る こ と がかえ

っ て 危険で あ り 、 住民等に 対し 立

退き 避難を 中心と し た 避難行動か

ら 直ち に 命を 守る た めの行動を と

る よ う 促す必要があ る と 発令権者

が判断し た 場合 

（ 災害が切迫し て いる 状況例）  

１  異常な 漏水の進行や亀裂・ す

べり 等に よ り 決壊のお それが高

ま っ たと の通報があ っ た 場合 

２  水位が氾濫開始相当水位に到

達、 又は堤防高や背後地盤高に

到達する お それが高い場合 

（ 災害発生の例）  

３  「 氾濫発生情報」 が通知さ れ

た場合 

４  堤防の決壊や越水・ 溢水が発

生し た場合 

 １  必要 な 区域に 、 警戒レ ベ ル

５ （ 緊急安全確保） を 発令す

る 。た だし 、 災害が発生・ 切迫

し て い る 状況を 、 必ず把握で

き る と は限ら な い た め、 警戒

レ ベル５（ 緊急安全確保） は必

ず発令で き る も ので はな い。  

２  警戒 レ ベ ル５ （ 緊急安全確

保） を 発令し た 区域に は、具体

的な 災害の発生状況やと り 得

る 行動等を 可能な 限り 伝達す

る こ と に 注力する 。  

緊 急安全 確保は 、 災害が

発生・ 切迫 し た 段 階で の行

動で あ り 、 適切な タ イ ミ ン

グで「 立退き 避難」 を し な か

っ た 又はで き な か っ た こ と

に よ り 、 避 難し 遅 れた 居住

者等がと る 次善の 行動で あ

る 。  

１  命の危険 があ る こ と か

ら 、 直 ち に 安全 を 確保す

る た めの行動を と る 。  

２  指定緊急 避難場所等へ

の避難 がかえ っ て 危険で

あ る 場 合は、 相 対的に 安

全だ と 判断で き る 少し で

も 高い 場所へ移動する 。  

３  「 緊急安全確保」 は必ず

発令さ れる 情報 で はな い

こ と に 注意す る 。  

 

○ 基準水位の設定がな い河川に つい て は、 洪水警報が発表さ れ、 気象庁が公表する 洪水警報の危険度分布で「 警

戒」 が出現し た場合（ 流域雨量指数が洪水警報基準に 到達する 場合） や、 洪水警報の危険度分布で 「 危険」 が出

現し た 場合（ 流域雨量指数が洪水警報基準を 大き く 超過す る 場合） に 、 必要に応じ て 警戒レ ベル３ （ 高齢者等避

難） 又は警戒レ ベル４ （ 避難指示） を 発令する 。  

○ 警戒レ ベ ル３ 以上の発令が必要と な る よ う な 強い 降雨を 伴う 台風等が、 夜間から 明け方に 接近・ 通過する こ と

が予想さ れる 場合、 又は立退き 避難が困難と な る 暴風を 伴い接近・ 通過する こ と が予想さ れる 場合に は、 防災関

係機関等から 情報収集を 行い、 必要に 応じ て 早めに警戒レ ベル３ （ 高齢者等避難） 又は警戒レ ベル４ （ 避難指示）

を 発令する 。  
〇 異常洪水時防災操作が開始さ れる 場合に は、 防災関係機関等から 情報収集を 行い、 必要に 応じ て 警戒レ ベル４

（ 避難指示） を 発令す る 。  

〇 状況欄に 該当し な い 場合にお いて も 、 災害のお それがあ り 早めの立退き 避難等が必要な 場合に は、 警戒レ ベ ル

３ （ 高齢者等避難） 又は警戒レ ベル４ （ 避難指示） を 発令する 。  

※１  洪水浸水想定区域を 目安と し 、 基準を 超過し た水位観測所の受持ち 区間内から の浸水が想定さ れる 区域を 対

象と す る 。  

※２  遠く に 避難する 場合は、 近所の人に避難先を 知ら せて お く 。  

※３  堅固な 建築物の上階に住む人は、 あら かじ め３ 日分程度の水や食料を 備え ておけば移動し な い方が安全で ある 。  

洪水ハザー ド マ ッ プ 等を 活用し 、 日頃から 地域の浸水想定状況を 確認のう え 、 一時的な 避難先と す る 浸水時
緊急退避施設や堅固な 建築物等の所在、 避難経路を 確認し て お く 。  

２  避難方法 

警戒レ ベル 
警戒レ ベ ル１ ・ ２  
（ 気象状況悪化）  

警戒レ ベ ル３  
（ 災害のおそれあり ）  

警戒レ ベ ル４  
（ 災害のおそれ高い）  

警戒レ ベ ル５  
（ 災害発生又は切迫）  

避難情報等 洪水注意報・ 警報 高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保 

避難行動  

    
自宅・ 職場な ど  

建 物 内 の安 全 な 場 所

（ 上階 ） に 待 避す る 。 

 

本市 が 開設 する 指 定緊 急避 難場 所

（ 洪 水 ） へ 避難 す る 。  

あ ら かじ め 決め て お い た 安 全な 場 所に あ る 知人 宅 や、 地域 が 自主 的 に 開 錠し た

避 難場所 へ 避難 する 。  

状 況に 応じ 、 適切 な 避難 行動 を 取る 。  

・ 命の危険があ る こ と

から 、 直ち に安全を 確

保す る た めの行動を 取

る 。  

・ 相対的に 安全だと 判

断で き る 少し で も 高い

場所へ移動する 。  

付 近 の 堅牢 な 建 築 物

や 浸 水 時緊 急 退 避 施

設 に 緊 急 避難 する 。  
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３  洪水浸水想定区域にお ける 警戒避難体制 

水防法第 14 条の規定に 基づき 指定さ れた 、 太田川水系太田川、 根谷川、 三篠川、 天

満川、 旧太田川、 元安川、 古川、 安川、 水内川、 府中大川、 鈴張川、 南原川、 瀬野川

水系瀬野川、 八幡川水系八幡川、 岡ノ 下川水系岡ノ 下川に 係る 洪水浸水想定区域に つ

いて は、 それぞれの洪水浸水想定区域ご と に、 次のと おり 警戒避難体制を 定める 。  

ま た、 広島県が公表し た太田川水系京橋川及び猿猴川に 係る 洪水浸水想定区域に つ

いて も 、 上記に応じ て 警戒避難体制を 定める 。  

⑴ 洪水浸水想定区域内の住民等は、 気象台から 洪水警報の発表があっ た 場合は、 テ

レ ビ やラ ジ オ等から 情報収集する 。  

 な お 、 状況に応じ て 、 あ ら かじ め決めて お い た知人宅や地域が自主的に開錠し た

洪水の影響がな い避難場所に 自主避難する 。  

⑵ 洪水浸水想定区域内の住民等は、 前兆現象な ど に 注意し 、 異常を 感じ た場合は、

身の安全を 確保し た う え で 、 区役所や消防署へ通報する 。  

⑶ 洪水浸水想定区域内の住民等は、 本市から 高齢者等避難の伝達があ っ た場合は、

不要不急の外出を 控え 、 避難の準備を 行う 。 ま た 、 要配慮者及び援助者は、 避難行

動を 開始する 。  

な お、 状況に 応じ あら かじ め決めて お いた 知人宅、 地域が自主的に 開錠し た 避難

場所又は本市が開設する 指定緊急避難場所等に 避難する 。  

⑷ 洪水浸水想定区域内の住民等は、 本市から 避難指示の発令があ っ た 場合や堤防か

ら 水があふれる ( 越水) 危険や堤防の決壊( 破堤) のお それがある と 判断し た場合は、

原則と し て 橋梁を 渡ら ず、 指定緊急避難場所の中から 本市が開設し た 施設又はあ ら

かじ め決めて お いた 知人宅、 堅固な 建築物の上階等にすぐ 避難する 。  

ま た、 地下施設に い る 者は施設管理者等の行う 避難誘導に 従い 、 本市が開設し た

指定緊急避難場所や堅固な 建築物の上階に避難する 。  

な お、浸水な ど に よ り 、本市が開設し た 避難場所等への避難に危険が伴う 場合は、

近く の浸水時緊急退避施設や堅固な 建築物の上階等に緊急避難する 。  

  ⑸ 避難に当たっ て は、 自主防災組織等が中心と な っ て 、 要配慮者に配慮し 、 地域ぐ

る みで 行動する よ う 努める も のと する 。  

  ⑹ 資料編２ －２ －２ に 掲げる 地下街等の管理者等は、 避難確保・ 浸水防止計画を 作

成し 、 利用者の洪水時の円滑かつ迅速な 避難の確保及び洪水時の浸水の防止のた め

の訓練を 行う と と も に 、 自衛水防組織を 置く 。  

  ⑺ 資料編２ －２ －２ に 掲げる 地下街等以外の地下施設の管理者等は、 消防法に基づ

く 消防計画に定める 避難誘導を 行う と と も に 、 浸水防止対策等に よ り 利用者の安全

を 確保する 。  

⑻ 資料編２ －２ －２ に 掲げる 要配慮者利用施設の管理者等は、 避難確保計画を 作成

し 、 利用者の洪水時の円滑かつ迅速な 避難の確保のための訓練を 行う と と も に 、 自

衛水防組織を 置く よ う 努める 。  

⑼ 本市は、地下街等が取り 組む避難確保・ 浸水防止計画の作成・ 見直し や訓練実施、

自衛水防組織の編成等の自衛水防の取組を 推進する ため、 当該地下街等の管理者等

に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う と と も に 、 報告さ れた避難確保・ 浸水防止計画

を ホームペ ージ 等で 公表する 。  

⑽ 本市は、 避難確保計画の作成・ 見直し や訓練実施等の取組を 推進する ため、 当該

要配慮者利用施設の管理者等に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う 。  

⑾ 本市は、 水防法に 基づき 、 資料編２ －２ －２ に 掲げる 施設（ 所有者又は管理者及

び自衛水防組織の構成員（ 要配慮者利用施設は自衛水防組織が設置さ れた 場合） に

限る 。） に 対し て 洪水予報等必要な 情報を 広島市防災情報メ ール配信シ ス テ ム等に

よ り 伝達する 。  

ま た、 本市から の情報伝達を 希望する 地下施設に 対し て も 、 同様と する 。  
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第２  土砂災害への対応 

１  段階に応じ た 対応 
段
階 

状    況 本市の体制 本 市 の 対 応 住 民 の 行 動 

第
１
段
階 

【 状況把握】  

大雨注意報（ 警戒レ ベ ル２ ）

が発表さ れた 場合 
【 注意体制】  

 気象情報や各地の雨量・ 出水の状況

等を 収集・ 把握する 。  

 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通じ て 気

象情報に 十分注意す る 。  

第
２
段
階 

【 注意喚起】  

１  大雨警報( 土砂災害) （ 警戒

レ ベル３ 相当情報） が発表さ

れた場合 

２  前兆現象な ど 身の危険を 感

じ た場合 

【 警戒体制】  

１  防災行政無線等に よ り 、該当区へ

の注意喚起、要配慮者に 対する 早め

の避難 準備や自 主避難の呼 び かけ

を 行う 。  

２  住 民から 異常 通報があ っ た 地域

やあ ら かじ め定 めら れた 区 域への
巡視を 強化する 。  

 

１  テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通じ て

気象情報に 十分注意する 。  

２  要配慮者及び 避難支援等関

係者 は避難 の準備 を 行う ( 持

っ て い く も のの整理、 避難場

所の確認・ 確保、 家族と の連
絡な ど ) 。  

３  状況に 応じ 、 あ ら かじ め決
めて お いた 安全な 場所にあ る

知人宅や地域が自主的に開錠

し た 避 難 場 所 に 自 主 避 難 す

る 。（ ※２ ）  

４  前 兆 現 象 を 発 見 し た と き

は、 区役所や消防署へ通報す

る 。  

第
３
段
階 

【 警戒レ ベ ル３ （ 高齢 者等避

難）】  

大雨警報（ 警戒レベル３ 相当情

報） が発表さ れ、 土砂災害に関す

る メ ッ シ ュ 情報( ※３ ) に危険度

( ３ 時間後に基準値超過) が表示

さ れた場合 
【 災害警戒本部】  

１  防災行政無線等に よ り 、必要な 区

域( ※１ ) に 、警戒レ ベ ル３ （ 高齢者

等避難） を 発令する 。  

２  原則と し て 、小学校区に１ 箇所の

拠点的 な 指定緊 急避難場所 を 開設

する 。  

１  不要不急の外出を 控え 、 避

難の準 備を 行う ( 持っ て い く
も のの整理、避難場所の確認・

確保、 家族と の連絡な ど ) 。  
２  要配慮者及び 援助者は、 避

難行動を 開始す る 。  

３  状況に 応じ 、 あ ら かじ め決

めて おい た 安全な 場所にあ る

知人宅や地域が自主的に開錠

し た 避難場所、 市が開設し た

指 定 緊 急 避 難 場 所 に 避 難 す

る 。 ( ※２ )  

第
４
段
階 

【 警戒レ ベル４ （ 避難指示）】  

１  大雨警報（ 警戒レベル３ 相当

情報） 又は土砂災害警戒情報

（ 警戒レベル４ 相当情報） が発

表さ れ、土砂災害に関するメ ッ

シ ュ 情報に危険度( ２ 時間後に

基準値超過、１ 時間後に基準値

超過、実況で基準値超過又は実

況で特別警報基準値超過) が表

示さ れた場合 

２  土砂災害の前兆現象( 湧き

水・ 地下水の濁り 、 渓流の水量

の変化等) が発見さ れた場合 

３  土砂災害緊急情報が通知さ

れた場合 

【 災 害対 策 本 部】  

１  必要な 区域( ※１ ) に 、警戒レ ベル

４ （ 避難指示） を 発令する 。  

急激に 気象が変化し 、 危険が高

ま っ た 場合は、 指定緊急避難場所

の開設を 待たず、迅速に 発令する 。 

 

 

 

２  被害の程度、避難者の人数等を 勘

案の上、順次必要な 指定緊急避難場

所を 開設す る 。  

３  大雨特別警報（ 土砂災害） が発表

さ れた 場合は、 警戒レ ベル４（ 避難

指示）の発令区域が適切で ある か確

認す る と と も に 、再び避難行動を 促

すた めに警戒レ ベル４ （ 避難指示）

発令の周知を 図る 。  

１  直ち に避難す る 。  

２  指定緊急避難場所への移動
中に 、急激な 気象変化に よ り 、

移動が困難と な っ た 場合は、

付近の堅固な 建築物に避難す

る 。 屋外の移動に 危険を 伴う

場合に は建物内の安全な 場所

( 上階) に待避する 。  

  状況が落ち 着い た 段階で 、

よ り 安全な 場所へ移動す る 。  

( ※４ )  

～～～≪警戒レ ベル４ ま で に必ず避難≫～～～ 

約 1 分   約 5 秒   約 1 分 
【サイレン】【休止】【サイレン】 
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第
５
段
階 

【 警戒レ ベル５ （ 緊急安全確保） 】  

 災害が発生し 、又は切迫し て

い る 状況にお いて 、指定緊急避

難 場所等 へ立退き 避難 す る こ

と がかえ っ て 危険で あり 、住民

等 に 対し 立退き 避 難を 中心と

し た 避難 行動から 直ち に 命を

守 る た め の行動を と る よ う 促

す 必要が あ る と 発 令権 者が判

断し た場合 

（ 災害が切迫し て い る 状況例） 

１  斜面のひび 割れ、 大量の湧

き 水の発生、 地鳴り な ど 土砂

災害発生の前兆現象の通報が

あっ た場合 

２  土砂災害に 関す る メ ッ シ ュ

情報に危険度（ 実況で 特別警

報基準値超過） が表示さ れ、

引き 続き 、 土壌雨量指数の上

昇が見込ま れる 場合 

（ 災害発生の例）  

３  土砂災害（ がけ 崩れや土石

流） の発生が確認さ れた 場合 

【 災 害対 策 本 部】  

１  必要な 区域に 、警戒レ ベル５（ 緊

急安全確保） を 発令す る 。 ただ し 、

災害が発生・ 切迫し て いる 状況を 、

必ず把握で き る と は限ら な いた め、

警戒レ ベル５（ 緊急安全確保） は必

ず発令で き る も ので はな い 。  

２  警戒レ ベ ル５ （ 緊急安全確保） を

発令し た区域に は、具体的な 災害の

発生状 況やと り 得る 行動等 を 可能

な 限り 伝達する こ と に 注力する 。  

緊急安全確保は、災害が発生・

切迫し た段階で の行動で あり 、

適切な タ イ ミ ン グ で 「 立退き 避

難」 を し な かっ た 又はで き な か

っ た こ と に よ り 、 避難し 遅れた

居住者等がと る 次善の行動で あ

る 。  

１  命の危険があ る こ と から 、

直ち に 安全を 確保する た めの

最善の行動を と る 。  

２  指定緊急避難場所等への避

難がかえ っ て 危険で あ る 場合

は、 相対的に 安全だと 判断で

き る 少し で も 山や崖から 離れ

た 場所へ移動する 。  

３  「 緊急安全確保」 は必ず発

令さ れる 情報で はな い こ と に

注意す る 。  

○  警戒レ ベ ル３ 以上の発令が必要と な る よ う な 強い 降雨を 伴う 台風等が、 夜間から 明け 方に接近・ 通過す る こ と が予

想さ れる 場合、 又は立退き 避難が困難と な る 暴風を 伴い接近・ 通過する こ と が予想さ れる 場合には、 防災関係機関等

から 情報収集を 行い、 必要に応じ て 早めに 警戒レ ベ ル３ （ 高齢者等避難） 又は警戒レ ベ ル４ （ 避難指示） を 発令する 。 

〇  状況欄に該当し な い 場合に おい て も 、 災害のお それがあ り 早めの立退き 避難等が必要な 場合には、 警戒レ ベル３

（ 高齢者等避難） 又は警戒レ ベル４ （ 避難指示） を 発令す る 。  

※１  土砂災害防止法に 基づ く 土砂災害警戒区域と し 、 危険が確認さ れた 盛土等そ の他の危険区域は自主防災組織な ど

と あ ら かじ め協議し て 設定す る 区域と す る 。  

※２  遠く に 避難す る 場合は、 近所の人に避難先を 知ら せて おく 。  

※３  広島県土砂災害危険度情報で 表示さ れる 土砂災害の危険度に 応じ た メ ッ シ ュ 情報( 危険度判定) ( 実況で 特別警報

基準値超過、 実況で基準値超過、 1 時間後に基準値超過、 2 時間後に基準値超過、 3 時間後に基準値超過を 区分し て表示)  

※４  屋外の移動に 危険が伴う 場合は、 ①堅固な 建築物の上階に 移動す る 、 ②木造建築物で も 上階のし かも 山の反対側

のほう に 移動する こ と に よ り 、 少し で も 危険性が低く な る 。  

なお、 土砂災害ハザード マ ッ プ 等を活用し 、 日頃から 地域の土砂災害警戒区域や避難所、 避難経路等を確認し ておく 。  

※５  大雨警報（ 土砂災害） 発表後は、 実効雨量（ ７ ２ 時間半減期） を 、 本市が土砂災害の危険性を 把握す る 土砂災害

に関する メ ッ シ ュ 情報の補完情報と し て 参照する 。  

２  避難方法 

警 戒レ ベ ル  
警戒レ ベル１ ・ ２  
（ 気象状況悪化）  

警戒レ ベル３  
（ 災害のおそれあり ）  

警戒レ ベ ル４  
（ 災害のおそれ高い）  

警戒レ ベ ル５  
（ 災害発生又は切迫）  

避難情報等 大雨注意報・ 警報 高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保 

避難 

行動 

    
自宅・ 職場な ど  

本 市が 開設 する 指 定緊 急 避難 場所 （ 土砂） へ

避 難す る 。  

あ ら か じ め 決め て お い た 安全 な 場 所 に あ る 知 人宅 や 、 地 域が 自主 的 に 開 錠 し た

避 難場 所へ 避難 す る 。  

付 近 の 堅 牢 な 建 築 物

や 浸 水 時 緊 急 退 避 施

設 に 緊 急 避難 する 。  

 

状況に応じ 、 適切な 避難行動を 取る 。  

・ 命の危険があ る こ と

から 、 直ち に安全を 確

保す る ための行動を 取

る 。  

・ 相対的に 安全だと 判

断で き る 少し で も 山や

がけ から 離れた 場所へ

移動す る 。  

建 物 内 の 安 全 な 場 所

（ 上階 ） に 待避 す る 。  
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３  土砂災害警戒区域にお ける 警戒避難体制 

土砂災害防止法第７ 条の規定に基づき 土砂災害警戒区域（ 以下「 警戒区域」と い う 。）

の指定を 受け た区域（ 資料編２ －２ －９ 参照） に つい て 、 住民等が行う 警戒避難体制

を 定める 。 な お、 本市は、 土砂災害防止法第８ 条に 基づく 警戒避難体制を 「 地域防災

計画（ 基本・ 風水害対策編） 第２ 章 災害予防計画 第２ 節 風水害予防計画 第４  土

砂災害・ 宅地災害等の予防対策 ６  警戒避難体制の整備」 のと お り 定める 。  

⑴ 平時から 行う 事項 

ア  警戒区域の住民等は自ら の住む地域の危険性を 把握する 。  

イ  土砂災害は発生を 予測する こ と が難し い こ と 、 命の危険を 脅かすこ と が多い こ

と から 、 気象情報や避難指示等の発令に よ っ て 立ち 退き 避難を で き る だ け 早く 行

う こ と が必要で あ る こ と を 認識する 。  

ウ  土砂災害に対する 避難指示等は、 警戒区域を 対象と し て 発令さ れる こ と を 認識

する 。  

エ  本市と 地域住民等は協力し て 、 避難場所及び避難路を 選定し て 周知する 。  

オ  本市と 地域住民等は協力し て 、 土砂災害のハザード マ ッ プ の作成を 行う 。  

カ  土砂災害ハザード マ ッ プ 等を 活用し 、 日頃から 地域の土砂災害警戒区域の範囲

や避難場所、 避難経路等を 確認し 、 定期的に 避難訓練等を 実施する 。  

キ 資料編２ －２ －10 に 掲げる 要配慮者利用施設の管理者等は、 避難確保計画を 作

成し 、 急傾斜地の崩壊等が発生する お そ れがある 場合にお け る 当該要配慮者利用

施設を 利用し て い る 者の円滑かつ迅速な 避難の確保のための訓練を 行う 。  

ク  本市は、 避難確保計画の作成・ 見直し や訓練実施等の取組を 推進する た め、 当

該要配慮者利用施設の管理者等に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う 。  

⑵ 緊急時に 行う 事項 

ア  警戒区域の住民等は、 気象台から 大雨警報（ 土砂災害） が発表さ れた 場合は、

広島市防災情報メ ール、 テ レ ビ やラ ジ オ 、 広島市防災ポータ ル、 気象庁ホ ームペ

ージ 、 土砂災害ポータ ルサイ ト ひろ し ま 等から 積極的に情報収集し 、 今後の気象

状況に留意する と と も に、 避難のための準備を 行う 。 夜間から 翌日早朝ま で の間

に強い雨が降る 可能性があ る 場合な ど 必要に 応じ 、 あら かじ め決めて お い た安全

な 場所に ある 知人宅等への自主避難を 行う 。  

イ  警戒区域の住民等は、 小さ な 落石、 湧き 水の濁り や地鳴り ・ 山鳴り 等の土砂災

害の前兆現象を 発見し た場合は、 い ち 早く 自主避難する と と も に、 身の安全を 確

保し た上で すぐ に 区役所や消防署に連絡する 。  

ウ  本市から 高齢者等避難の伝達があっ た場合は、 不要不急の外出を 控え 、 避難の

準備を 行う と と も に、 必要に応じ 、 本市が指定する 指定緊急避難場所の中から 開

設さ れる 避難場所やあら かじ め自分で 決めて おい た知人宅等に 自主避難する 。  

特に 、 警戒区域内の避難に 時間を 要する 要配慮者等は、 あら かじ め定める 自主

防災組織等の援助者等の支援を 受け 、 本市が開設する 指定緊急避難場所等に避難

する 。  

エ  警戒区域の住民等は、 本市から 避難指示等が発令さ れた 場合は、 あ ら かじ め決

めて お いた 知人宅や本市が開設し た 指定緊急避難場所に直ち に 避難する 。ただ し 、

急激な 気象変化に よ り 指定緊急避難場所が開設さ れて い な い 場合や、 屋外を 移動

する こ と で かえ っ て 危険な 場合は、 近隣のよ り 安全な 場所や堅固な 建物の上階へ

移動し たり 、 それさ え 危険な 場合は、 屋内で も 上階のし かも 山の反対側に待避す

る 。  

オ 遠く に避難する 場合は、 近所の人に避難先を 知ら せて おく 。  

カ  避難に 当た っ て は、 自主防災組織が中心に な っ て 、 要配慮者に 配慮し 、 地域ぐ

る みで 行う も のと する 。  
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第３  高潮への対応 

１  段階に応じ た 対応 

段階 状    況 本市の体制 本 市 の 対 応 住 民 の 行 動 

第
１

段
階 

【 状況把握】  

 台 風や 低気 圧 が接 近 す る 可

能性があ る 場合 

必要に 応じ て  

【 注意体制】  

 台風の進路や高潮に関す る 気

象情報等を 収集・ 把握す る 。  

 テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通 じ て

気象情報に 注意する 。  

第
２
段
階 

【 注意喚起】  

高潮注意報（ 警戒レ ベ ル３ 相

当情報） が発表さ れ、 本市の全

部 又 は一 部が 台 風の 暴 風域 内

に 入る こ と が見込ま れる と き 。 

 

 必要に 応じ て  

【 警戒体制】  

１  防災行政無線等によ り 、 該

当区への注意喚起、 要配慮者

に対す る 早めの避難準備や自

主避難の呼び かけを 行う 。  

２  住民から 異常通報があ っ た

地域やあら かじ め定めら れた

区域への巡視を 行う 。  

１  テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通じ
て 状況の推移を 見守る 。  

２  要配慮者及び 避難支援等
関係者は避難の準備を 行う
( 持っ て い く も のの整理、避
難場所の確認・ 確保、家族と
の連絡な ど ) 。  

３  状況に 応じ 、 あ ら かじ め
決めて お い た 安全な 場所に
あ る 知人宅や地域が自主的
に 開錠し た 避難場所に 自主
避難する 。 ( ※１ )  

４  異常潮位や堤防の亀裂な
ど 異常現象を 発見し た と き
は、 区役所や消防署へ連絡
す る 。  

第
３
段
階 

【 警 戒レ ベ ル ３ （ 高 齢 者等 避

難）】  

１  高潮警報（ 警戒レ ベ ル４ 相

当情報） が発表さ れ、本市の

全 部又は一 部が 台風の 暴風

域 内に 入る こ と が確実 で あ

る と 予測さ れ、 災害の 発生

す る お それがある と き 。  
【 災 害警 戒 本部 】  

１  防災行政無線等によ り 、 必

要な 区域( ※２ ) に 対し 警戒レ

ベ ル３ （ 高齢者等避難） を 発

令する 。  

２  原則と し て 、 小学校区に １

箇所拠点的な 指定緊急避難場

所を 開設す る 。  

１  不要不急の外出を 控え 、
避 難 の 準備 を 行 う ( 持 っ て
い く も のの整理、 避難場所
の確認・ 確保、家族と の連絡
な ど ) 。  

２  要配慮者及び 援助者は、
避難行動を 開始す る 。  

３  状況に 応じ 、 あ ら かじ め
決めて お い た 安全な 場所に
あ る 知人宅や地域が自主的
に 開錠し た 避難場所、 市が
開設し た 指定緊急避難場所
に 避難す る 。 ( ※１ )  

第
４
段
階 

【 警戒レ ベル４ （ 避難指示）】  

１  高潮警報（ 警戒レ ベ ル４ 相

当 情 報 ） 又は 高 潮 特別 警 報

（ 警戒レ ベル４ 相当情報） が

発表さ れ、本市の全部又は一

部 が 台 風 の暴 風 域 内に 入 る

こ と が 確 実で あ る と 予 測 さ

れ、重大な 被害が発生する お

そ れがあ る 場合。  

２  巡視等に よ り 越波・ 越流の

お そ れ や 海岸 堤 防 等の 倒 壊

の お そ れ があ る と 判断 し た

場合 

【 災害対策本部】  

１  必要な 区域( ※２ ) に警戒レ

ベル４ （ 避難指示） を 発令す

る 。  

  急激に 潮位が上昇し 、 危険

度が高ま っ た 場合は、 指定緊

急避 難 場 所 の 開 設 を 待 つ こ

と な く 、 迅速に 発令する 。  

２  被害の程度、 避難者の人数

等を 勘案のう え 、 順次必要な

指定緊急避難場所を 開設す る

と と も に、 開設し た指定緊急

避難場所を 周知する 。  

１  直ち に 避難する 。  

２  指定緊急避難場所等への

移動中に 、 移動が困難と な

っ た 場合は、 付近の堅固な

建築物や浸水時緊急退避施

設に 避難す る 。 屋外の移動

に 危険が伴う 場合に は、 建

物内の安全な 場所( 上階) に

待避する 。  

  状況が落ち 着く のを 待っ

て 、 よ り 安全な 場所へ移動

する 。 ( ※３ )  

 

～～～≪警戒レ ベ ル４ ま で に必ず避難≫～～～ 

 

気象台が開催する台風説

明会の内容を踏まえる。  

約 1 分   約 5 秒   約 1 分 

【サイレン】【休止】【サイレン】 

気象台が開催する台風

説明会の内容を踏まえ

る。  
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第
５
段
階 

【 警戒レ ベル５ （ 緊急安全確保） 】  

 災害が発生し 、又は切迫し て

い る 状況にお いて 、指定緊急避

難 場 所等 へ立 退 き 避 難 す る こ

と がかえ っ て 危険で あ り 、住民

等 に 対し 立退 き 避難 を 中心 と

し た 避難 行動 か ら 直 ち に 命 を

守 る た め の行 動 を と る よ う 促

す 必 要が あ る と 発令 権 者が 判

断し た場合 

（ 災害が切迫し て いる 状況例）  
１  越波・ 越流のおそ れや海岸

堤 防 等 の 倒壊 の お そ れ が 高

ま っ た と の通 報 が あ っ た 場

合 

（ 災害発生の例）  

２  異常な 越波・ 越流が発生し

た場合 

３  海 岸 堤 防 等 が 倒 壊 し た 場

合 

【 災害対策本部】  

１  必要な 区 域に、 警戒レ

ベル５（ 緊急安全確保） を

発令する 。ただ し 、災害が

発生・ 切迫し て い る 状 況

を 、 必 ず把握 で き る と は

限ら な いた め 、 警 戒レ ベ

ル５（ 緊急安全確保） は必

ず発令 で き る も の で は な

い。   

２  警 戒 レ ベ ル ５ ( 緊 急 安

全確 保 ) を 発 令 し た 区 域

に は、 具体的 な 災 害の 発

生状況 やと り 得る 行動 等

を 可能 な 限り 伝達 する こ

と に 注力する 。  

 緊急安全確保は、 災害が発生・

切迫し た 段階で の行動で あ り 、 適

切な タ イ ミ ン グ で「 立退き 避難」を

し な かっ た 又はで き な かっ たこ と

に よ り 、 避難し 遅れた 居住者等が

と る 次善の行動で ある 。  

１  命の危険があ る こ と から 、 直

ち に安全を 確保す る ための行動

を と る 。  

２  指定緊急避難場所等への避難

がかえ っ て 危険で あ る 場合は、

相対的に 安全だと 判断で き る 少

し で も 高い 場所へ移動する 。  

３  「 緊急安全確保」 は必ず発令

さ れる 情報で はな い こ と に 注意

する 。  

〇 警戒レ ベ ル３ 以上の発令が必要と な る よ う な 潮位上昇が見込ま れる 台風等が、 夜間から 明け方に 接近・ 通過す
る こ と が予想さ れる 場合に は、 防災関係機関等から 情報収集を 行い 、 必要に応じ て 早めに警戒レ ベ ル３ （ 高齢者
等避難） 又は警戒レ ベ ル４ （ 避難指示） を 発令する 。  

〇 状況欄に 該当し な い 場合にお い て も 、 災害のおそ れがあり 早めの立退き 避難等が必要な 場合に は、 警戒レ ベル
３ （ 高齢者避難） 又は警戒レ ベ ル４ （ 避難指示） を 発令す る 。  

※１  遠く に 避難す る 場合は、 近所の人に避難先を 知ら せて おく 。  

※２  高潮浸水想定区域を 基本と し 、 必要に 応じ 自主防災組織な ど 地域住民と あ ら かじ め協議し て 設定す る 区域と

する 。  

※３  堅固な 建築物の上階に住む人は、 あら かじ め３ 日分程度の水や食料を 備え ておけば移動し な い方が安全である。  

ま た 、 洪水ハザード マ ッ プ 等を 活用し 、 日頃から 地域の浸水想定状況を 確認のう え 、 一時的な 避難先と す る

浸水時緊急退避施設や堅固な 建築物等の所在、 避難経路を 確認し て お く 。  

 

２  避難方法 

警戒レ ベ ル 
警戒レ ベ ル１ ・ ２  

（ 気象状況悪化）  

警戒レ ベ ル３  

（ 災害のおそれあり ）  

警戒レ ベ ル４  

（ 災害のおそれ高い）  

警戒レ ベル５  

（ 災害発生又は切迫）  

避難情報等 高潮注意報・ 警報 高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保 

避難行動 

    

  

自宅・ 職場な ど  

建物内の安全な場所

（ 上階）に待避する 。 

本 市が 開設 する 指 定緊 急避 難 場所 （ 高

潮 ） へ 避難 する 。  

あ ら かじ め決 め て お い た 安 全な 場所 に あ る 知人 宅 や、 地域 が自 主 的に 開

錠し た 避 難場 所 へ避 難す る 。  

状況に応じ 、 適切な避難行動を取る。  

・ 命の危険がある

こ と から 、 直ち に

安全を 確保す る た

めの行動を 取る 。  

・ 相対的に 安全だ

と 判断で き る 少し

で も 高い場所へ移

動する 。  

付近の堅牢な 建築物

や浸水時緊急退避施

設に緊急避難する 。  
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第４  津波への対応 

 １  状況に 応じ た対応 

状況 本市の体制 本市の対応 住民の行動（ ※５ ）  

 津 波 注 意報 、

津波 警 報 又は 大

津波 警 報 が発 表

さ れ た 場 合（ ※

１ ）  

【 災害対策本部】  

１  必要な 区域（ ※３ ） に 避

難指示を 発令す る （ ※４ ）。  

 

 

 

２  必要な 指定緊 急避難場

所を 開設す る と と も に 、 開

設し た 指定緊急避 難場所を

周知す る 。  

１  直ち に 避難す る 。  

２  指 定 緊 急 避 難 場 所 等 へ の
移動中に、 目前急迫の浸水危
険にさ ら さ れ、 移動が困難と
な っ た 場合は、 付近の堅固な
建 築 物 や 浸 水 時 緊 急 退 避 施
設に避難す る 。 屋外の移動に
危険が伴う 場合に は、 建物内
の 安 全 な 場 所 ( 上 階 ) に 待 避
す る 。（ ※６ ）  

  状 況 が 落 ち 着 く の を 待 っ
て 、 よ り 安全な 場所へ移動す
る 。  

３  人 命 に 関 わ る 緊 急 事 態 が
発生し た場合は、 119 番通報
を は じ め あ ら ゆ る 手 段 を 用
い 、 区役所又は消防署へ連絡
す る 。  

 国 外 で の 地

震・ 火 山 噴火 等

に よ る 津 波の 影

響を 「 遠 地地 震

に 関 す る 情報 」

と し て 発 表さ れ

た場合 

【 必要に応じ た体制】

（ ※２ ）  

１  津波に 関す る 気象情報
等を 収集・ 把握す る 。  

２  必要に 応じ 、 防災行政

無線等に よ り 、 沿 岸部の住

民に 津波に 対す る 注意喚起

を 促す 。  

テ レ ビ・ ラ ジ オ 等を 通じ て 津

波等の情報に注意する 。  

 

※１  停電、 通信途絶等に よ り 、 津波警報等を 適時に受け る こ と がで き な い状況に おい て 、 強い 揺れを 感じ た場

合、 ある いは、 揺れは弱く て も １ 分程度以上の長い揺れを 感じ た 場合も 同様と す る 。  

※２  津波注意報等が発表さ れた 場合は、 原則と し て 上記と 同様の対応を 行う 。  

※３  津波注意報、 津波警報が発表さ れた場合ご と に 定めた 区域と す る 。  

※４  構造物の機能支障等の通報を 受け た場合は、 必要な 区域に 避難情報を 発信・ 発令す る 。  

※５  住民の行動は、 震災対策編第４ 章第３ 節の津波災害の予防対策を 参考にす る 。  
※６  堅固な 建築物の上階に 住む人は、 あ ら かじ め３ 日分程度の水や食料を 備え て お けば移動し な い 方が安全で

ある 。  

ま た、 津波浸水想定区域図等を 活用し 、 日頃から 地域の浸水想定状況を 確認の上、 一時的な 避難先と する

浸水時緊急退避施設や付近の堅固な 建築物等の所在、 避難経路を 確認し て お く 。  

 

約 1 分   約 5 秒   約 1 分 

【サイレン】【休止】【サイレン】 
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避難指示対象区域図 

津
波
注
意
報 

 

津
波
警
報 

 

【 出典】  広島県地震被害想定報告書（ Ｈ 25. 10）  

( 注１ )  最大浸水深が 30cm以上の区域を 対象と す る 。  

（ 注２ ）  堤防等よ り 海側及び 河川側の区域も 対象と す る 。  

( 注３ )   大津波警報発表時に は、 発表さ れる 津波高を 踏ま え 、 必要な 区域を 対象と す る 。  
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２  避難方法 

気象情報 津波注意報 津波警報 大津波警報 

災害情報 避難指示 

避難行動 

   

３  津波災害警戒区域にお ける 警戒避難体制 

津波防災地域づく り に 関する 法律に基づき 、 県知事によ り 指定を 受け た津波災害警

戒区域に つい て 次のと おり 警戒避難体制を 定める 。  

⑴ 津波災害警戒区域内の住民等は、 自ら の住む地域の危険性を 認識する 。  

⑵ 津波災害警戒区域内の住民等は、 津波注意報や津波警報、 大津波警報が発表さ れ

た 場合には、 直ち に 海岸付近や川辺な ど から 離れ、 急い で 高台な ど の安全な 場所へ

避難する 。  

ま た、 地下施設に い る 者は施設管理者等の行う 避難誘導に 従い 、 本市が開設し た

指定緊急避難場所や津波災害警戒区域外の安全な 高台に 避難する 。  

な お、浸水な ど に よ り 、本市が開設し た 避難場所等への避難に危険が伴う 場合は、

近く の浸水時緊急退避施設や堅固な 建築物の上階等に緊急避難する 。  

⑶ 避難に当たっ て は、 自主防災組織等が中心と な っ て 、 要配慮者に配慮し 、 地域ぐ

る みで 行動する よ う 努める も のと する 。  

⑷ 津波は繰り 返し 襲っ て く る こ と から 、 津波注意報や津波警報、 大津波警報が解除

さ れる ま で は、 避難行動を 継続し 、 海岸付近や川辺には近づかな い。  

⑸ 資料編２ －２ －１ １ に掲げる 地下街等の管理者等は、 避難確保・ 浸水防止計画を

作成し 、 利用者の洪水時の円滑かつ迅速な 避難の確保及び洪水時の浸水の防止のた

めの訓練を 行う と と も に、 自衛水防組織を 置く 。  

⑹ 資料編２ －２ －１ １ に掲げる 地下街等以外の地下施設の管理者等は、 消防法に 基

づく 消防計画に 定める 避難誘導を 行う と と も に、 浸水防止対策等によ り 利用者の安

全を 確保する 。  

⑺ 資料編２ －２ －１ １ に掲げる 要配慮者利用施設の管理者等は、 避難確保計画を 作

成し 、 利用者の洪水時の円滑かつ迅速な 避難の確保のた めの訓練を 行う と と も に 、

自衛水防組織を 置く よ う 努める 。  

⑻ 本市は、地下街等が取り 組む避難確保・ 浸水防止計画の作成・ 見直し や訓練実施、

自衛水防組織の編成等の自衛水防の取組を 推進する ため、 当該地下街等の管理者等

に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う と と も に 、 報告さ れた避難確保・ 浸水防止計画

を 市ホ ームページ 等で 公表する 。  

⑼ 本市は、 避難確保計画の作成・ 見直し や訓練実施等の取組を 推進する ため、 当該

要配慮者利用施設の管理者等に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う 。  

⑽ 本市は、 津波防災地域づく り に関する 法律に基づき 、 資料編２ －２ －１ １ に掲げ

る 施設（ 所有者又は管理者及び自衛水防組織の構成員（ 避難促進施設は自衛水防組

自宅・ 職場な ど  

本市が開設する 指定緊急避難場所（ 津波） や近く の高台に避難する 。  

付近の堅牢な 建築物や浸水時緊急退避施設に 緊急避難する 。  

建物内の安全な 場所（ 上階） に 待避する 。  

【 避難場所へ移動中に、 目前急迫の浸水危険にさ ら さ れ、 移動が困難と なっ た場合】  

【 屋外の移動に 危険が伴う 場合】  
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織が設置さ れた 場合） に限る 。） に対し て 洪水予報等必要な 情報を 広島市防災情報メ

ール配信シ ス テ ム等に よ り 伝達する 。  

ま た、 本市から の情報伝達を 希望する 地下施設に 対し て も 、 同様と する 。  

 

第５  内水（雨水出水）への対応 

１  段階に応じ た 対応 

段階 状況 本市の体制 本 市 の 対 応 住 民 の 行 動 

第
１
段
階 

【 状況把握】  

大 雨 注 意 報 が 発

表さ れた場合 【 注意体制】  

気象情報や各地の雨量・

出水の状況等を収集・ 把握

する。  

 テ レ ビ ・ ラ ジ オ等を 通じ て 気

象情報に 注意す る 。  

 

第
２
段
階 

【 状況把握】  

大雨警報（ 浸水害）

が発表さ れた場合 【 警戒体制】  

 防災行政無線等によ り 、

注意喚起を 行う 。  

１  テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等を 通じ て

気象情報に十分注意する 。  

２  状況に 応じ 、 建物内の安全

な 場所（ 上階） 等へ避難す る 。 

※ 下水道局が管理する シ ス テ ムに よ り 内水氾濫危険情報（ 雨水出水特別警戒水位到達情報） が発

表さ れた 場合は、 地下街管理者へ内水氾濫危険情報（ 雨水出水特別警戒水位到達情報） の周知を

行う と と も に、 警戒レ ベル４ （ 避難指示） の発令を 行う 。 ま た、 地下街等への進入防止や低い場

所から の立退き を 必要な 区域に指示する 。 さ ら に、 災害が発生し 、 又は切迫し て い る 状況に お い

て 、 直ち に命を 守る た めの行動を と る よ う 促す 必要があ る と 発令権者が判断し た 場合は、 警戒レ

ベ ル５ （ 緊急安全確保） を 発令す る 。  

２  避難方法 

内水（ 雨水出水） は、 浸水が極めて 短時間で 発生する が、 氾濫規模が小さ く 、 浸水

が短時間で 解消する こ と から 、 屋内で の安全確保措置を 基本と する 。  

３  内水浸水想定区域にお ける 警戒避難体制 

水防法第 14 条の 2 の規定に 基づき 指定し た 千田地区について は、 次のと おり 警戒

避難体制を 定める 。  

⑴ 資料編２ －２ －２ に 掲げる 地下街等の管理者等は、 避難確保・ 浸水防止計画を 作

成し 、 利用者の雨水出水時の円滑かつ迅速な 避難の確保及び雨水出水時の浸水の防

止のた めの訓練を 行う と と も に 、 自衛水防組織を 置く 。  

⑵ 資料編２ －２ －２ に 掲げる 地下街等以外の地下施設の管理者等は、 消防法に基づ

く 消防計画に定める 避難誘導を 行う と と も に 、 浸水防止対策等に よ り 利用者の安全

を 確保する 。  

⑶ 本市は、地下街等が取り 組む避難確保・ 浸水防止計画の作成・ 見直し や訓練実施、

自衛水防組織の編成等の自衛水防の取組を 推進する ため、 当該地下街等の管理者等

に 対し て 、 必要な 指導・ 支援を 行う と と も に 、 報告さ れた避難確保・ 浸水防止計画

を ホームペ ージ 等で 公表する 。  

⑷ 本市は、 水防法に 基づき 、 水防管理者、 量水標管理者及び資料編２ －２ －２ に 掲

げる 地下街等（ 所有者又は管理者及び自衛水防組織の構成員に 限る 。） に 対し て 内水

氾濫危険情報を 下水道局水位情報自動通報シ ス テ ムによ り 伝達する 。  

ま た、 本市から の情報伝達を 希望する 地下施設に 対し て も 、 同様と する 。  
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水防法第 14 条の 2 の規定に 基づき 指定し た千田地区 

 

 

 避難誘導 
《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 区災害対策本部避難収容班を 構成する

局等、 各消防署》  

 
１  声かけ 避難は、 自主防災組織等が主体と な っ て 行う 。 消防団員、 消防職員、 警察官

等は可能な 限り こ れを 支援する 。  

２  避難誘導は、 消防職員、 区職員、 消防団員、 警察官等及び自主防災組織等と 連携を

密にし 、 避難者が安全かつ迅速に 避難で き る よ う 組織的に 行う 。  

３  速やかな 避難がで き る よ う 平素から 住民に 避難誘導ア プ リ や防災マ ッ プ の周知を

図る と と も に 、 指定緊急避難場所等、 避難路沿いの要所等に誘導に 当た る 職員等を 可

能な 限り 配置し 、 避難者の速やかな 避難誘導を 行う 。  

４  避難誘導に 当た っ て は、 要配慮者に 配慮する 。 特に 高齢者、 障害者等自力で の避難

が困難な 者に 対し て は、 事前に援助者を 決めて おく な ど 支援体制を 整備し 、 円滑かつ

迅速な 避難の確保を 図る 。  

５  避難誘導に 当た る 本市職員及び防災関係機関の職員等は、 正確な 情報把握に 努め、

指定緊急避難場所等や避難路の状況が悪化し た 場合に は、 時機を 失する こ と な く 再避

難等の措置を 講じ る 。  

６  帰宅途上者に 対し て は､交通情報等を 伝達する と と も に、 帰宅困難な 場合に は適切

な 指定緊急避難場所等への誘導を 行う ｡ 
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 避難路の確保 
《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課》  

 

指定緊急避難場所等又は避難路に障害物ある いは危険物があ る 場合は、 当該物件の除去、

保安そ の他必要な 措置を 講じ 、 避難の円滑化を 図る 。  

区長は、 避難誘導を 行う ため、 避難路の確保が必要と 認める と き は、 市災害対策本部を

通じ 、 防災関係機関又は災害協力事業者等に対し 、 協力を 依頼する 。 た だし 、 緊急を 要す

る 場合は、 直接協力を 依頼で き る 。  

 

 

 指定緊急避難場所等の開設等 
《 各区区政調整課･地域起こ し 推進課、 区災害対策本部避難収容班を 構成する

局等》  

 

第１  指定緊急避難場所の開設 

区長は、 避難者を 収容する た め、 必要と 認める と き は、 本市が指定する 指定緊急避

難場所の中から 、 災害種別に 応じ 、 地域の特性、 被害の程度、 避難者の人数等を 勘案

の上、 職員を 派遣し 、 指定緊急避難場所を 開設する 。  

な お、 気象、 道路等の状況を 勘案し て 、 職員の派遣が遅れる 場合等に あっ て は、 あ

ら かじ め鍵等を 寄託し て い る 自主防災組織等の代表者等に 対し て 開錠を 依頼し 、 そ の

後職員を 派遣する も のと する 。  

 

第２  指定緊急避難場所等の段階的な開設 

  避難場所は下表のと おり 、 災害の危険度の各段階に 応じ て 開設する こ と と する 。  

避難情報 指定緊急避難場所等 

注意喚起 
事前に 地域で 定めて いる 施設を 避難場所と し て 必要に 応

じ て 自主的に 開錠 

警戒レ ベ ル３  

高齢者等避難 

原則と し て 、 小学校区に １ 箇所拠点的な 指定緊急避難場

所を 開設 

警戒レ ベ ル４  

避難指示 
必要な 指定緊急避難場所を 順次開設 

 

第３  指定緊急避難場所の管理運営 

１  区長は、 原則と し て 、 開設し た指定緊急避難場所に 職員（ 保健師を 除く 。） を 管理要

員と し て 常駐さ せ、 自主防災組織及び施設管理者の協力を 得て 避難者の保護に 当た る 。

な お 、 そ こ で の滞在が困難な 要配慮者がい る 場合は、 必要に応じ て 、「 福祉避難所の設

置及び管理運営に 係る 協定」 を 締結し て い る 福祉施設等の中から 福祉避難所の設置を

検討する 。  

２  区長は、 避難者に 適宜正確な 情報の提供等を 行う と と も に、 避難者の状況等を 早期

に把握する 。 避難者への情報提供に当たっ て は、 掲示や筆談用具を 用意する な ど 、 常

時適切な 情報提供に努める 。 ま た 、 区長は、 職員の交代に 際し 、 マ ニ ュ ア ルに 基づき

効率的な 引継ぎ が行われる よ う 指示する 。   

３  区長は、 感染症対策と し て 、 マ ニュ ア ル等に基づき 、 指定緊急避難場所の衛生管理

に可能な 限り 努める と と も に 、 要配慮者及び女性や子ど も 、 性的マ イ ノ リ テ ィ な ど の

ニーズに 対応で き る よ う 配慮する 。 ま た、 必要に応じ て 、 施設管理者と 調整の上、 家

庭動物のためのス ペース 確保に努める 。  
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第４  指定緊急避難場所の避難状況等の報告 

１  区長は、 指定緊急避難場所を 開設し た と き は、 直ち に そ の旨を 市長（ 危機管理室）

に報告する 。 ただ し 、 福祉避難所の開設に つい て は健康福祉局健康福祉企画課へ報告

する 。  

２  区長は、 避難者数、 そ の他必要事項を 施設別に 取り ま と め、 市長（ 危機管理室） へ

報告する 。 た だし 、 福祉避難所に つい て は健康福祉局健康福祉企画課へ報告する 。  

 

第５  指定避難所の開設 

区長は、 災害の発生に よ り 住家を 失っ た 被災者が臨時的に宿泊・ 滞在する 場所が必

要で あ る と 認める 場合には、 地域の特性、 避難者の人数等を 勘案の上、 指定避難所を

開設し 、 職員を 管理要員と し て 派遣する 。  

 

第６  指定避難所の管理運営 

１  区長は、 原則と し て 、 開設し た指定避難所に職員（ 保健師を 除く 。） を 管理要員と し て

常駐さ せ、自主防災組織及び施設管理者の協力を 得て 避難者の保護に当たる。 なお、 そこ

での滞在が困難な 要配慮者がいる 場合は、 必要に応じ て 、「 福祉避難所の設置及び管理運

営に係る 協定」 を 締結し て いる福祉施設等の中から 福祉避難所の設置を 検討する 。  

２  区長は、 避難者に 適宜正確な 情報の提供等を 行う と と も に、 避難者の状況等を 早期

に把握する 。 避難者への情報提供に当たっ て は、 掲示や筆談用具を 用意する な ど 、 常

時適切な 情報提供に努める 。 ま た 、 区長は、 職員の交代に 際し 、 マ ニ ュ ア ルに 基づき

効率的な 引継ぎ が行われる よ う 指示する 。  

３  区長は、 感染症対策と し て 、 マ ニュ ア ル等に基づき 、 指定避難所の衛生管理に可能

な 限り 努める と と も に 、 避難者の心身の健康確保のた めの健康相談の実施、 資機材を

活用し た プ ラ イ バシ ー及び入浴機会の確保並びに要配慮者及び女性や子ど も 、 性的マ

イ ノ リ テ ィ な ど のニーズに 対応で き る よ う 、 ま た、 女性や子ど も 等に対する 性暴力・

Ｄ Ｖ の発生を 防止する よ う 配慮する 。  

例え ば、 パーテ ィ シ ョ ン 、 段ボールベッ ド 等の簡易ベッ ド 、 授乳室や男女別のト イ

レ 、 物干し 場、 更衣室、 休養ス ペ ース 等の設置や、 乳幼児連れ、 女性のみの世帯や要

配慮者等に考慮し た居住ス ペ ース （ 多目的ト イ レ な ど ） の設定に努める と と も に、 必

要に応じ て 、 施設管理者と 調整の上、 家庭動物のためのス ペース の確保に 努める 。  

仮設ト イ レ ・ 更衣室・ 入浴施設等の設置場所は、 昼夜を 問わず、 安心し て 使用で き

る 場所を 選ぶ等、 女性や子ど も 等の安全に 配慮する よ う 努める と と も に 、 指定避難所

の運営に 男女両方が関わる こ と や、 特定の活動が性別や年齢等によ っ て 偏ら な いよ う

にする こ と 等に努める 。  

４  区長は、 関係機関、 地域住民及びボラ ン テ ィ ア 等の協力を 得て 、 飲料水、 食料、 生

活必需品及び仮設テ ン ト 等を 効率的に 配給する と と も に、 指定避難所の安全と 秩序の

維持に 努める 。  

５  指定避難所で の要配慮者に 対する 配慮に ついて は、基本・ 風水害対策編「 第３ 章 災

害応急対策 第２ ３ 節 災害時に お け る 要配慮者等への避難支援等 第１  要配慮

者の安否確認と 要望の把握 ３  指定避難所等で の要配慮者に 対する 配慮」 に 定める

と こ ろ に よ り 、 適時適切に 実施する 。  

６  健康福祉局長は、 指定避難所の近隣の高齢者施設等の協力を 得て 、 被災者が入浴で

き る 協定の締結を 検討する 。  

７  道路交通局長は、 入浴施設が指定避難所に 近接し た 場所にな い場合は、 バス 協会等

と 連携し 、 当該指定避難所から 入浴施設ま で の交通手段の確保に努める 。  

８  健康福祉局長は、 指定避難所に おけ る 被災者支援を 総括する 。  

 

第７  指定避難所の避難状況等の報告 

１  区長は、 指定避難所を 開設し た と き は、 直ち に その旨を 市長（ 危機管理室） に報告

する 。 た だし 、 福祉避難所の開設について は健康福祉局健康福企画課へ報告する 。  

２  区長は、 避難者数、 避難者の健康状態そ の他必要事項を 施設別に 取り ま と め、 市長

（ 危機管理室） へ報告する 。 ただ し 、 福祉避難所に つい て は健康福祉局健康福企画課
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へ報告する 。  

３  区長は、 必要な 支援を 積極的に 行う ため、 指定避難所以外に 避難し て い る 者や車中

避難者がい る 場合、 さ ら に 、 在宅避難者がい る 場合、 そ の状況を 可能な 限り 把握し 、

市長（ 危機管理室） に 報告する 。  

 

第８  男女共同参画の視点を取り入れた避難所運営のための支援 

男女共同参画や性的マ イ ノ リ テ ィ の視点を 取り 入れた避難所運営を 確保する た め、

避難者等から の相談を 受け る な ど 、 必要な 指導・ 支援に努める 。  

 

 

 避難指示等の解除 
《 危機管理室、 各区区政調整課・ 地域起こ し 推進課》  

 

第１  避難指示等の解除 

区長は、 現地の状況や今後の気象予報等を 勘案し 、 避難の必要がな く な っ た と 認め

ら れる と き は、 避難指示等を 解除する 。 区長が発令し たも のに つい て は、 自ら がこ れ

を 行う と と も に、 速やかに 市長( 危機管理室) に報告する 。  

市長又は区長は、 避難指示等を 解除し た と き は、 避難指示等の発令の場合と 同様に

その周知を 図る 。  

 

第２  避難指示等の解除の際の助言 

市長は、避難指示等( 土砂災害が発生し 、又は発生する お そ れがあ る 場合にお ける も

のに限る 。 ) を 解除し よ う と する 場合に お いて 、 必要があ る と 認める と き は、 国土交通

大臣又は県知事に 対し 、当該解除に 関する 事項について 、助言を 求める こ と がで き る 。

こ の場合にお いて 、 助言を 求めら れた 国土交通大臣又は県知事は、 必要な 助言を する

も のと する 。   
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第５章 水防訓練・教育 
 

 水防訓練 
《 危機管理室、 消防局警防課、 各区地域起こ し 推進課、 各消防署》  

 

１  水防法第 32 条の 2 の規定に よ る 水防訓練は、 次の訓練種目の中から 、 単独又は総

合し て 毎年１ 回以上行う 。  

⑴ 水防要員の非常招集訓練 

⑵ 有線又は無線を 利用し た 情報連絡訓練 

⑶ 住民を 対象と し た 避難訓練 

⑷ 水防資機材の緊急輸送又は水防工法の実技訓練 

２  各局等及び各区の長は、 前項の規定によ る 訓練のほか、 所属の水防要員に対し て 担

当業務に つい て の訓練を 実施する よ う 努めな け ればな ら な い。  

 

 

 水防教育 
《 各局等、 各区》  

 

各局等及び各区の長は、 次のと き は所属の水防要員に対し て 水防活動に必要な 教育を 実

施する 。  

１  水防計画又はこ れに基づく 実施要綱等を 制定又は改正し たと き 。  

 ２  水防要員に 異動があっ たと き 。  

 ３  そ の他関係部局の長が必要と 認めた と き 。  
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第６章 河川管理者による水防活動への協力 
 

 河川管理者の協力 
 

河川管理者で あ る 国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所長及び広島県知事は、 自

ら の業務等に 照ら し 可能な 範囲で 、 本市が行う 水防活動に次の協力を 行う 。  

１  本市に 対する 、 河川に 関する 情報の提供 

２  重要水防箇所の合同点検の実施 

３  本市が行う 水防訓練及び水防技術講習会への参加 

４  本市の備蓄資器材で 不足する よ う な 緊急事態に 際し て の、 河川管理者の応急復旧資

器材又は備蓄資器材の提供 

５  本市の人材で 不足する よ う な 緊急事態に 際し て の、 水防に関する 情報又は資料を 収

集し 、 及び提供する た めの職員の派遣 

 

 

 太田川河川事務所長による協力 
 

国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所長（ 以下こ の節に おい て 、「 河川管理者」 と

い う 。） と 広島市は、 本市が行う 水防活動に対する 河川管理者の協力につい て 、 以下のと お

り 定める 。  

 

第１  河川管理者の水防活動への協力の範囲 

河川管理者の水防活動への協力の対象区間は、 国管理区間と する 。  

河川名等 上流端 下流端 
延長 

（ km）  

太田
お お た

川
がわ

 
広島県山県郡安芸太田町字野為 1138
番の 2 地先の国道橋 

海に至る  73. 8 

旧太田
きゅ う おおた

川
がわ

 太田川から の分派点 海に至る  8. 67 

天
てん

満川
ま が わ

 旧太田川から の分派点 海に至る  6. 4 

元安川
も と やすがわ

 旧太田川から の分派点 
旧太 田川 への 合 流
点 

5. 4 

戸
へ

坂川
さ かがわ

 

左岸： 広島県広島市東区戸坂千足 2 丁
目 901 番の 2 地先 

右岸： 広島県広島市東区戸坂千足 2 丁
目 954 番の 2 地先 

太田川への合流点 0. 1 

古川
ふるかわ

 太田川から の分派点 太田川への合流点 7. 2 

三
み

篠
さ さ

川
がわ

 

左岸： 広島県広島市安佐北区狩留家町
字黒王 1028 番地先 

右岸： 広島県広島市安佐北区狩留家町
字六宗 1018 番地先 

太田川への合流点 9. 45 

根
ねの

谷川
たにがわ

 

左岸： 広島県広島市安佐北区可部町下
町屋字土居 426 番の 2 地先 

右岸： 広島県広島市安佐北区可部町下
町屋字横側 2270 番先 

太田川への合流点 5. 45 

滝
たき

山川
やまがわ

 

左岸： 広島県山県郡安芸太田町字榎平
山国有林 228 林班い小班地先 

右岸： 広島県山県郡安芸太田町字向い
山黒滝 323 番 2 地先 

太田川への合流点 12. 9 
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第２  河川管理者の協力が必要な事項 

河川管理者は、 自ら の業務等に 照ら し 可能な 範囲で 、 本市が行う 水防のた めの活動

に次の協力を 行う 。  

１  本市に対する 、 河川に 関する 情報の提供 
内容 提供手段 提供方法等 

雨量・ 水位のデータ  

川の防災情報 ht t p: //www. r i ver . go. j p/i ndex 

市町村向け川の防災情

報（ 要 I D・ PW）  
ht t p: //ci t y. r i ver . go. j p/t i t l e_ ci t y. html  

広 島県ホ ー ムペ ー ジ

（ 広島県防災 WEB）  

ht t p: //www. bousai . pref . hi r oshi ma. j p/i nf o/di sp?di sp

=10100 

TV（ 地上デジタ ル放送） NHK（ 総合: 1 チャ ンネル） のデータ 放送（ 生活・ 防災情報） 

河川（ 定点） のラ イ ブ画像 川の防災情報 ht t p: //www. r i ver. go. j p/i ndex 

河川水位の予測 主にメ ールまたは電話 
予測結果により 必要に応じ て 、  第３ の連絡窓口で情報

提供 

洪水時の河川巡視結果 

排水機場等河川管理施設の操作状況 

CCTV 画像（ キャプチャによる静止画像） 

ヘリ 巡視画像 
洪水痕跡・ 浸水状況調査結果 

主にメ ール 
水防管理団体の要望により 、  

 第３ の連絡窓口で情報提供 

２  河川管理施設を 利用し た避難情報の周知 

本市は、 次の協定及び実施要領に基づき 、 河川管理者が所有する 警報施設及び情報

掲示板を 用い 、 地域住民に 避難情報を 周知する こ と がで き る 。  

＜協定内容＞ 

・ 高瀬堰、 大芝水門及び祇園水門放流警報設備協定書 

・ 高瀬堰、 大芝水門及び祇園水門放流警報設備実施要領 

３  出水期前の合同点検及び訓練の実施 

河川管理者と 本市が出水期前に 重要水防箇所及び水防資器材の備蓄状況を 現地点検

し 、 洪水時の水防活動が速やかに 行え る よ う 意志疎通を 図る 。  

４  河川管理者・ 本市が行う 水防訓練及び水防技術講習会への参加 

河川管理者は本市の求めに応じ 、「 水防訓練」、「 水防技術講習会」 及び「 防災に 関す

る 講習会」 へ職員を 派遣し 、 防災技術の向上・ 防災意識の啓発の支援を 行う 。  

必要に 応じ て 、 本市は、 河川管理者が実施する 「 排水機場や排水ポン プ 車の運転訓

練」 に 参加し 、 河川管理施設周辺の水防活動が速やかに行え る よ う 準備を 行う 。  

５  河川管理者の備蓄資器材・ 災害対策機械の提供・ 貸与 

河川管理者は、 本市及び水防協力団体の備蓄資器材で 不足する よ う な 緊急事態に 際

し て 、応急復旧資器材及び備蓄資器材の提供又は貸与を 行う 。経費の負担について は、

http://www.river.go.jp/index
http://city.river.go.jp/title_city.html
http://www.bousai.pref.hiroshima.jp/info/disp?disp
http://www.river.go.jp/index
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「 中国地方に おけ る 災害時の支援に関する 申し 合わせ」 のと お り と する 。  

６  水防に関する 情報又は資料の収集に 係る 河川管理者の職員の派遣 

本市の人材で 不足する よ う な 緊急事態に 際し て 、 水防に 関する 情報又は資料を 収集

及び提供する ため、 河川管理者は職員の派遣を 行う 。  

＜協定等の内容> 

災害時にお け る 相互協力に 関する 基本協定書 

７  水防活動の記録及び広報活動で の協力 

河川管理者及び本市は、 洪水時及び洪水後に おい て 水防活動の記録及び被災情報・

水文観測資料等の基礎的な 情報だ けで な く 、 必要に 応じ て パン フ レ ッ ト な ど の広報資

料の共有や広報誌掲載・ 配布・ 防災イ ベン ト な ど で 協力し 、 効率的に地域住民等の防

災意識の啓発に努める 。  

 
第３  河川に関する情報の提供 

連絡方法は、 原則、 メ ール又は FAX 及び電話連絡と し 下記のと お り と する 。 ま た 、

緊急時に つい て はホッ ト ラ イ ン （ 太田川河川事務所長と 広島市長が直接電話連絡） で

の連絡に よ り 迅速な 対応を 行う 。  

＜第２ のう ち 、 １ 、 ２ 、 ３ 、 ６ の項目＞ 

 河川管理者 水防管理団体 

窓口 太田川河川事務所 流域治水課 広島市危機管理室 危機管理課 

TEL 082-222-9245 082-504-2653 

FAX 082-222-2432 082-504-2802 

メ ール oot agawa-sai gai @cgr . ml i t . go. j p k i k i kanr i @ci t y. hi r oshi ma. l g . j p 

＜第２ のう ち 、 ４ 、 ５ の項目＞ 

 指定地方行政機関 水防管理団体 

窓口 中国地方整備局 防災室 広島市危機管理室 危機管理課 

TEL 082-221-9231 082-504-2653 

FAX 082-227-2651 082-504-2802 

メ ール bousai @cgr . ml i t . go. j p k i k i kanr i @ci t y. hi r oshi ma. l g . j p 

 
 

第７章 雑則 
 

第１  身分証票 

《 危機管理室》  

水防法第 49 条第 2 項の規定に 基づく 水防要員の身分証票は、 別表第１ ３ のと お り

と する 。  

 

第２  水防活動実績報告 

《 危機管理室》  

市長（ 危機管理室） は、 水防活動が終結し た と き は、 洪水又は高潮に よ る 水害に つ

いて 別表第１ ４ に 示す水防活動実績報告書及び第１ ５ に 示す水防活動状況報告書を 速

やかに 作成し 、 県に報告する 。   

  

mailto:ootagawa-saigai@cgr.mlit.go.jp
mailto:kikikanri@city.hiroshima.lg.jp
mailto:bousai@cgr.mlit.go.jp
mailto:kikikanri@city.hiroshima.lg.jp
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別表第１ 水位・潮位及び雨量の観測場所 

１  水位の観測場所 

⑴ 広島市水位観測場所《 各消防署》  

行政区 河川及び岸別 観 測 場 所 観測担当 

中  区 

元安川左岸 大手町五丁目 21 番 南大橋東詰 

中消防署 旧太田川右岸 舟入本町 20 番 住吉橋西詰 

天満川左岸 舟入町８ 番 観船橋東詰北側 

南  区 猿猴川右岸 上東雲町（ 平和橋から 東大橋の間）  南消防署 

西  区 

八幡川右岸 
己斐本町二丁目３ 番４ 号 

（ 己斐本町会館東側八幡川水門）  
西消防署 

太田川右岸 竜王町（ 太田川放水路山陽新幹線橋脚２ 本目） 

八幡川左岸 井口四丁目 1-1（ 広川ス タ ジ オ南西）  

安佐南区 

太田川右岸 八木町 39（ ハワー ト ン ス ト ー ブ 宅北側）  

安佐南消防署 古川右岸 中須二丁目４ 番東側 

古川左岸 中筋四丁目 19 番西側 

安佐北区 

太田川左岸 可部町今井田 太田川漁業組合付近 

安佐北消防署 

根の谷川右岸 三入一丁目 土居橋西詰 

南原川右岸 可部八丁目 南原川樋門付近 

大毛寺川右岸 亀山九丁目 迎川橋南詰 

鈴張川左岸 安佐町大字飯室 最高寺橋 

湯坂川右岸 狩留家町 長町橋 

三篠川左岸 狩留家町 西中橋 

小河原川左岸 小河原町 住田橋 

大山川右岸 白木町小越 関川合流点 

安 芸 区 

熊野川右岸 阿戸町舛越 舛越橋 

安芸消防署 瀬野川左岸 上瀬野南一丁目 熊田鉄工㈱前 

瀬野川右岸 中野三丁目 安芸区役所中野出張所前 

（ 注 ） こ の 水 位 観 測 場 所 は 、低 地 等 で そ の 流 域 の 危 険 を 予 知 す る う え で 重 要 な 場 所 を 示 す 。  

⑵ 広島県水位観測所《 県西部・ 北部建設事務所》  

河川名 
観測 

所名 

情報 

入手先 
位    置 

堤防高 基準水位（ ｍ）  

左岸( ｍ )  
右岸( ｍ )  

氾濫危険水位 

（ 特別警戒水位）  
避難判断水位 氾濫注意水位 水防団待機水位 

安 川 上 安 
河川情報 

センタ ー 

安佐南区相田二丁目 

地先 

5. 20 

5. 20 
3. 25 2. 85 2. 70 2. 35 

瀬 野 川 石 原 〃 
安芸郡海田町石原 

地先 

4. 60 

4. 30 
2. 90 2. 20 1. 90 1. 10 

瀬 野 川 瀬 野 〃 
安芸区瀬野一丁目 

1123 地先 

4. 40 

4. 05 
2. 00 1. 80 1. 50 － 

八 幡 川 中 地 〃 
佐伯区八幡東一丁目 

33 

4. 00 

4. 75 
3. 50 3. 15 2. 50 1. 70 

三 篠 川 向 原 〃 

安芸高田市向原 町長

田字 田屋 3462-2 地

先 

4. 00 

3. 12 

1. 30 

（ 1. 15）  

1. 15 

（ 1. 05）  

1. 05 

（ 0. 65）  
0. 65 

〃 
三 田 

大 橋 
〃 安佐北区白木町三田 

6. 84 

7. 60 

1. 85 

（ 1. 45）  

1. 45 

（ 1. 25）  
1. 25 － 

根 谷 川 三 入 南 〃 安佐北区三入三丁目 
3. 58 

3. 66 
1. 65 1. 35 1. 30 0. 75 

水 内 川 菅 沢 〃 
佐伯区湯来町菅沢 

字向志割 531 地先 

6. 85 

6. 94 
3. 50 3. 25 2. 40 1. 50 
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河川名 
観測 
所名 

情報 
入手先 

位    置 

堤防高 基準水位（ ｍ）  

左岸( ｍ )  

右岸( ｍ )  

氾濫危険水位 

（ 特別警戒水位） 
避難判断水位 氾濫注意水位 水防団待機水位 

八幡川 小 深 川 
河川情報

センタ ー 

佐伯区五日市町 

下小深川椎木 33-3 

5. 80 

4. 20 
－ － － － 

〃 白 川 〃 佐伯区五日市町向原 － － － － － 

石 内 川 石 内 〃 
佐伯区五日市町石内

字平田 3712-3 

5. 23 

4. 83 
－ － － － 

〃 高 井 〃 
佐伯区八幡東四丁目 
35-5-6 地先 

5. 46 
山付け 

－ － － － 

梶 毛 川 上 中 〃 
佐伯区五日市町大字 

石内 3470-1 地先 

5. 59 

5. 59 
－ － － － 

猿 猴 川 段 原 〃 南区段原末広町地先 
4. 40 

4. 40 
( 2. 15)  － － － 

京 橋 川 段 原 〃 南区段原末広町地先 
4. 40 

4. 40 
( 2. 15)  － － － 

鈴 張 川 向 田 〃 
安佐北区安佐町飯室

字向田 4401-4 

4. 03 

3. 62 
2. 45 2. 10 1. 45 － 

府中大川 大 須 〃 
安芸郡府中町大須 

三丁目 

3. 57 

3. 61 
2. 30 1. 90 1. 40 － 

〃 温 品 〃 東区温品 7 丁目 
12. 86 

12. 86 
1. 45 1. 15 1. 00 － 

吉 山 川 久 地 〃 
安佐北区安佐町久地

字城下 4492 

3. 96 

3. 73 
－ － － － 

大毛寺川 亀 山 〃 安佐北区亀山 
3. 86 

4. 05 
－ － － － 

岡ノ 下川 岡 ノ 下 〃 
佐伯区五日市中央地

先 

2. 57 

2. 81 
－ － － － 

岡ノ 下川 中 州 橋 〃 
佐伯区五日市中央 4

丁目 7 地先 

4. 06 

4. 21 
2. 10 1. 65 1. 45 － 

南 原 川 南  原 〃 
安佐北区可部町上町

屋字下小野 

2. 91 

3. 14 
2. 00 1. 90 1. 05 － 

（ 注 ） 猿猴川及び京橋川は水位周知河川に指定さ れて い な い が、 各基準水位に相当す る 数値を 表記す る 。  

⑶ 国土交通省水位観測所《 国土交通省太田川河川事務所》  

河川名 
観測 
所名 

情報 
入手先 

位   置 

堤防高 水  位（ ｍ）  

左岸( ｍ)  

右岸( ｍ)  

計画高 

水位 

氾濫危険水位 

（ 特別警戒水位）  

避難判断

水位 

氾濫注意

水位 

水防団待機

水位 
零点高 

太田川 加 計 
河川情報 

センター 

山県郡安芸太田町加

計中ノ 渡 

7. 64 

 7. 49   
7. 11 3. 70 2. 90   2. 00    0. 00 167. 80 

〃 飯 室 〃 
安佐北区安佐町大字
飯室 

 7. 01 
 8. 24 

10. 25 7. 10 6. 00   3. 80   2. 50  47. 50 

〃 土 居 〃 
山 県郡 安 芸太 田町

土居 

10. 07 

10. 30 
7. 74 5. 00 4. 60 4. 00  3. 10 265. 35 

〃 中 野 〃 安佐北区可部一丁目 
9. 53 

8. 84 
 8. 08 6. 90 6. 20   5. 50  4. 30  15. 32 

〃 玖 村 〃 安佐北区落合二丁目 
 9. 40 

 9. 20 
  7. 37 － － － －  10. 00 

〃 矢口第 2 〃 安佐北区口田五丁目 
 － 

 － 
 8. 55 － － － －   6. 00 

〃 矢口第 1 〃 安佐北区口田一丁目 
11. 05 

11. 04 
 8. 72 7. 40 6. 10  5. 00  3. 40   4. 50 

〃 長 和 久 〃 安佐南区長束一丁目 
9. 32 

10. 24 
 7. 58 － － 

   
－ 

   －   0. 00 

〃 
祇 園 大

橋 
〃 西区大宮三丁目 

10. 12 

9. 11 
  7. 13 7. 00 6. 40  4. 30  2. 90   0. 00 

〃 草 津 〃 西区草津港一丁目 
 － 

 － 
 4. 40 － － － －  0. 00 

水内川 湯 来 〃 佐伯区湯来町麦谷 
5. 50 

5. 15 
－ 3. 05 2. 80 

  

2. 30 
  － 147. 63 
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河川名 
観測 

所名 

情報 

入手先 
位   置 

堤防高 水  位（ ｍ）  

左岸( ｍ)  

右岸( ｍ)  

計画高

水位 

氾濫危険水位 

( 特別警戒水位)  

避難判断

水位 

氾濫注意

水位 

水防団待機

水位 
零点高 

根谷川 上原 橋 
河川情報 

センタ ー 

安 佐北 区 可部 二丁

目 

－ 

－ 
 2. 58 － － － － 21. 96 

〃 新川 橋 〃 
安 佐北 区 可部 南二

丁目 

 5. 80 

  6. 00 
 3. 91 3. 80 2. 60 2. 20   1. 30 17. 00 

三 篠 川 白 木 〃 
安 佐北 区 白木 町小

越 

－ 

－ 

  

－ 
－ － －    － 115. 50 

〃 中深川 〃 
安 佐北 区 深川 四丁

目 

6. 90 

6. 20 
 5. 24 3. 30 3. 00 2. 80   2. 00 18. 00 

〃 上 庄 〃 
安 佐北 区 深川 三丁

目 

  － 

  － 
 5. 87 － － － － 15. 50 

天満川 三篠橋 〃 中区基町１ 番地 
6. 55 

6. 05 
 5. 02 3. 20 2. 80  2. 70  2. 50 0. 00 

旧太田

川 
〃 〃 〃 

〃 

〃 
－ 4. 60 4. 20 2. 70   2. 50  

元安川 〃 〃 〃 
〃 

 〃 
－ 3. 80 3. 40 2. 70   2. 50  

旧太田

川 
江波 〃 中区江波南二丁目 

 － 

 － 
4. 44 2. 70 2. 70   2. 50    2. 00 -0. 04 

古 川 古 川 〃 
安 佐南 区 古市 一丁

目 

  － 

  － 
 6. 30 5. 90 4. 20 

  

－ 
  － 2. 90 

京 橋 川 工兵橋 ― 
東 区牛 田 本町 五丁

目 

6. 85 

7. 75 

  

－ 
－ － 

  

－ 
  － -0. 14 

太 田 川 吉和郷 ― 
山 県郡 安 芸太 田町

吉和郷 
－ 

  

－ 
－ － 

  

－ 
  － 305. 62 

西 宗 川 西 宗 ― 
山 県郡 安 芸太 田町

大字穴字芦杉 
－ －  － － 

  

－ 
  － 119. 00 

 

２  潮位の観測場所 

⑴ 広島県潮位観測所《 県広島港湾振興事務所》  

港 名 所   在   地 情報入手先 摘     要 

広 島 南区宇品海岸二丁目 広島県ホ ームペ ージ  
広島港湾振興事務所 

第六管区海上保安本部   
共用 

⑵ 広島市潮位観測場所 

行政区 観  測  場  所 観測担当 

南 区 宇品海岸二丁目 23-39（ 南消防署水上出張所桟橋）  南消防署水上隊 
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３  雨量の観測場所 

⑴ 広島市雨量観測所《 危機管理室災害対策課》  

行政区 観 測 所 名 種別 観 測 場 所 通信方法 

中  区 中消防署 自記 中区大手町五丁目 20-12 テ レ メ ータ ー  

東  区 東消防署温品出張所 自記 東区温品五丁目 3-1 テ レ メ ータ ー  

南  区 南消防署似島出張所 自記 南区似島町字家下 752-74 テ レ メ ータ ー  

西  区 西消防署 自記 西区都町 43-10 テ レ メ ータ ー  

安佐南区 

安佐南消防署祇園出張所 自記 安佐南区祇園二丁目 48-11 テ レ メ ータ ー  

安佐南消防署上安出張所 自記 安佐南区上安五丁目 8-14 テ レ メ ータ ー  

安佐南消防署 自記 安佐南区緑井一丁目 10-3 テ レ メ ータ ー  

安佐南消防署沼田出張所 自記 安佐南区伴東四丁目 18-6 テ レ メ ータ ー  

戸山分団阿戸車庫 自記 安佐南区沼田町大字阿戸 1416-7 テ レ メ ータ ー  

安佐北区 

口田分団矢口車庫 自記 安佐北区口田南七丁目 18-22 テ レ メ ータ ー  

安佐北消防署高陽出張所 自記 安佐北区真亀一丁目 3-6 テ レ メ ータ ー  

狩小川分団湯坂車庫 自記 安佐北区狩留家町 625-1 テ レ メ ータ ー  

三入分団桐原車庫 自記 安佐北区可部町大字桐原 759-3 テ レ メ ータ ー  

三田分団畑車庫 自記 安佐北区白木町大字三田 7184-4 テ レ メ ータ ー  

志屋分団梶名車庫 自記 安佐北区白木町大字志路 5512-1 テ レ メ ータ ー  

大林分団大杉車庫 自記 安佐北区大林三丁目 10-4 テ レ メ ータ ー  

亀山分団大畑車庫 自記 安佐北区可部町大字綾ヶ 谷 2664-3 テ レ メ ータ ー  

亀山分団亀山車庫 自記 安佐北区亀山南三丁目 14-5 テ レ メ ータ ー  

亀山分団亀山西車庫 自記 安佐北区亀山西二丁目 3-1 テ レ メ ータ ー  

久地分団久地車庫 自記 安佐北区安佐町大字久地 4492 テ レ メ ータ ー  

小河内分団本郷車庫 自記 安佐北区安佐町大字小河内 3424-4 テ レ メ ータ ー  

安佐北消防署安佐出張所 自記 安佐北区安佐町大字飯室 3052-1 テ レ メ ータ ー  

鈴張分団鈴張西車庫 自記 安佐北区安佐町大字鈴張 4366-4 テ レ メ ータ ー  

安 芸 区 

安芸区役所 自記 安芸区船越南三丁目 4-36 テ レ メ ータ ー  

安芸区役所中野出張所 自記 安芸区中野三丁目 20-9 テ レ メ ータ ー  

瀬野分団中原車庫 自記 安芸区上瀬野一丁目 18-14 テ レ メ ータ ー  

安芸区役所阿戸出張所 自記 安芸区阿戸町 6257-2 テ レ メ ータ ー  

安芸区役所矢野出張所 自記 安芸区矢野東五丁目 7-18 テ レ メ ータ ー  

佐 伯 区 

佐伯消防署 自記 佐伯区五日市中央七丁目 25-18 テ レ メ ータ ー  

水内分団堂原車庫 自記 佐伯区湯来町麦谷 1746-3 テ レ メ ータ ー  

上水内分団上多田車庫 自記 佐伯区湯来町多田 525-1 テ レ メ ータ ー  
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⑵ 広島県雨量観測所《 県道路河川管理課・ 河川課》  

河川名 観測所名 情報入手先 位       置 備   考 

京  橋  川 西部建設  
河 川 情 報 
セ ン タ ー  

南区比治山本町 16-2 
広島県 
西部建設事務所内 

安   川 
瀬 戸 内 
ハ イ  ツ  

〃 安佐南区伴東一丁目 52 瀬戸内第３ 公園内 

瀬  野  川 上 瀬 野 〃 安芸区上瀬野町 瀬野川公園内 

八 幡 川 魚切ダム 〃 佐伯区五日市町大字上河内 998-7 
 

〃 重  光 〃 佐伯区湯来町大字白砂 979-7 
 

梶  毛  川 梶毛ダム 〃 佐伯区五日市町石内 
 

⑶ 広島県雨量観測所（ 土砂災害発生監視シ ス テ ム）《 県砂防課》  

ブロッ ク名 観測所名 情報入手先 位       置 備   考 

広  島 江  波 河 川 情 報 
セ ン タ ー  

中区江波西一丁目 1-13 江波中学校 

〃 楠  那 〃 南区楠那町 5-7 楠那小学校 

東  区 中山新町 〃 東区中山新町二丁目 8-1 東浄小学校 

〃 福  木 〃 東区馬木九丁目 1-2 福木小学校 

〃 揚 倉 山 〃 安芸郡府中町山田五丁目 5 揚倉山健康運動公園 

〃 海  田 〃 安芸郡海田町幸町 10-1 海田中学校 

〃 坂 〃 安芸郡坂町 2912 坂小学校 

〃 
牛田早稲

田 
〃 東区牛田早稲田四丁目 9-1 早稲田小学校 

西  区 己  斐 〃 西区己斐中三丁目 127 己斐東小学校 

〃 井 口 台 〃 西区井口台三丁目 5-1 井口台小学校 

伴 奥  畑 〃 安佐南区沼田町大字伴奥畑地先  

〃 祗園山本 〃 安佐南区山本町方置山 1514-1 地先  

狩 留 家 上  原 〃 安佐北区可部東二丁目 25-30 上原県公舎第 1 号館 

飯  室 日  浦 〃 安佐北区安佐町大字あさ ひ が丘 955 日浦小学校 

南  原 堂 免 橋 〃 安佐北区可部町大字上町屋 堂免橋 

白  木 
白  木 
（ 市川）  

〃 安佐北区白木町大字市川 1428 白木中学校 

佐 伯 区 彩 が 丘 〃 佐伯区河内南二丁目 10-1 彩ケ丘小学校 

〃 五月が丘 〃 佐伯区五月が丘二丁目 23-1 五月が丘中学校 

〃 
五日市観

音 
〃 佐伯区坪井三丁目 88 五日市観音中学校 

湯 来 杉並台 〃 佐伯区杉並台 64-18  

〃 菅沢 〃 佐伯区湯来町菅沢字向志割 531 地先  
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⑷ 国土交通省雨量観測所（ 太田川水系）《 国土交通省太田川河川事務所》  

河川名 観測所名 情報入手先 位       置 備考 

太 田 川 加 計 
河 川 情 報 
セ ン タ ー 

山県郡安芸太田町加計中ノ 渡  

太 田 川 広 島 〃 中区八丁堀 3-20  

太 田 川 飯 室 〃 安佐北区安佐町大字飯室字渡官有無番地  

太 田 川 高 瀬 〃 
安佐南区八木五丁目 31-1 
高瀬堰管理支所 

 

松原川 
（ 太田川）  

松 原 〃 山県郡安芸太田町松原 
国土交通省 
温井ダム管理所 

大佐川 
（ 太田川）  

雄 鹿 原 〃 山県郡北広島町中祖字岩城山 33-4  

丁川 
（ 太田川）  

溝 口 〃 山県郡北広島町溝口字大崎 1151  

筒賀川 
（ 太田川）  

筒 賀 〃 山県郡安芸太田町上筒賀字堂ノ 原 972-1  

西宗川 
（ 太田川）  

七 曲 〃 山県郡北広島町吉木字七曲 4779‐ 1  

水内川 
（ 太田川）  

湯 来 〃 佐伯区湯来町麦谷字中河原 1594-1  

水内川 
（ 太田川）  

大 谷 〃 佐伯区湯来町多田字上大谷 44-2  

吉山川 
（ 太田川）  

戸 山 〃 安佐南区沼田町阿戸字大原 51-3  

鈴張川 
（ 太田川）  

鈴 張 〃 安佐北区安佐町大字鈴張 字戸木谷 1567‐ 4  

根谷川 大 林 〃 安佐北区可部町大林字下毛山 2137-2  

南原川 
（ 根谷川）  

南 原 〃 安佐北区可部町南原字無神 477  

三篠川 向 原 〃 安芸高田市向原町坂字松ノ 木 3641-4  

三篠川 狩 留 家 〃 安佐北区狩留家町 2658  

三篠川 白 木 〃 安佐北区白木町小越字関川 612-4  
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( 4. 2)  国土交通省雨量観測所（ 砂防関係） 《 国土交通省広島西部山系砂防事務所》  

河川名 観測所名 情報入手先 観測所位置 備考 

小河内
お が う ち

川
がわ

 小河内
オガウチ

（ 砂防
サボウ

）  
河川情報 

セ ン タ ー 
安佐北区安佐町大字小河内字平原谷   

小河内
お が う ち

川
がわ

 沢田
サワタ

（ 砂防
サボウ

）  〃 安佐北区安佐町大字小河内字西沢田   

三
み

 篠
さ さ

 川
がわ

 市川
イ チカ ワ

( 砂防
サボウ

）  〃 安佐北区白木町大字市川字宮地山    

吉 山
よし やま

川
がわ

 く すのき 台
ダイ

（ 砂防
サボウ

）  〃 安佐北区安佐町大字く す の木台 4-2   

安川
やすかわ

 毘沙門台
ビシャ モンダイ

( 砂防
サボウ

）  〃 安佐南区毘沙門台 4 丁目 500-226   

三
み

 篠
さ さ

 川
がわ

 深川
フ カ ワ

( 砂防
サボウ

）  〃 安佐北区深川 5 丁目 12-1   

吉 山
よし やま

川
がわ

 吉山
ヨ シヤマ

( 砂防
サボウ

）  〃 安佐南区沼田町大字吉山字影浦   

そ の他 石内
イ シウチ

( 砂防
サボウ

）  〃 
佐伯区五日市町大字石内字奥原

2266-4 
  

そ の他 温品
ヌ ク シナ

( 砂防
サボウ

）  〃 東区戸坂町 748   

そ の他 赤土地
アカ ド チ

（ 砂防
サボウ

）  〃 佐伯区湯来町白砂字赤土地地先   

安川
やすかわ

 相田
アイ タ

( 砂防
サボウ

）  〃 安佐南区相田 7 丁目   

⑸ 広島地方気象台雨量観測施設《 広島地方気象台》  

河川名 観測所名 情報入手先 種 類 位       置 通信連絡先 

沿 岸 部 広  島 

気象庁ホームページ  

国土交通省ホームページ 

広島県防災情報シス テム 

気 象 台 
中区上八丁堀 6-30 
 広島地方気象台 

223-3951 

根 谷 川 三  入 

地域気象
（ 雨量）  
観測所 

安佐北区三入 

太 田 川 加  計 山県 郡 安 芸太 田 町加 計 字神 田 

滝山川 
（ 太田川）  

王  泊 山県郡北広島町細見 

柴木川 
（ 太田川）  

内黒山 
山県郡安芸太田町大字横川字
横川東平 

〃 八  幡 山県郡北広島町東八幡原 

関川 
（ 太田川）  

志  和 東広島市志和町志和堀 

水内川 
（ 太田川）  

佐伯湯来 佐伯区湯来町大字和田字中須賀 

西宗川 
（ 太田川）  

都志見 山県郡北広島町都志見 
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別表第２ 水位・潮位及び雨量の通報系統及び収集系統 

１  水位・ 潮位の通報系統及び収集系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島市 

水位・ 潮位観測場所  

消 防 署 区 役 所 

観 測 員 

災 害 対 策 本 部 

( 危機管 理室 災害対策 課 )  

504-2356 

防
災
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム

 

河 川 情 報 セ ン タ ー 

各 局 等 

関 係 機 関 

 

 ２  雨量の通報系統及び収集系統 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島市雨量観測所 
消 防 署 

災 害 対 策 本 部 

( 危機管理室 災害対策課)  

504-2356 

区 役 所 

各 局 等 

関 係 機 関 

広島県雨量観測所 

 

西部建設事務所 

      250-8151 

西部建設事務所 

安芸太田支所 

0826-22-0541 

広島地方気象台 

地域気象（ 雨量） 観測所 

 

広島地方気象台 

        223-3951 

※一部の観測所は以下参照 

気象庁ホームページ 

国土交通省ﾎー ﾑﾍ゚ ｼーﾞ  

広島県防災情報ｼｽﾃﾑ 

国土交通省雨量観測所 

 

太田川河川事務所 

         222-9245 

( 災害対策室) 222-2436 

河川情報セ ン タ ー 

防
災
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム 
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別表第３ 気象又は水防に関する情報の伝達 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省中国地方整備局 

太田川河川事務所 

222-9245 

( 災害対策室)  222-2436 

温井ダ ム管理所 

0826-22-1501 

市 長 

副 市 長 秘書課 

フ ァ ク シ ミ リ  

蓄積装置 

広島県 

危機管理課    511-6720  

道路河川管理課  

513-3923 

西部建設事務所 

              250-8151 

広島港湾振興事務所 

251-7117 

各区役所 

関係機関 住 民 

各消防署 各 局 等 

中国電力㈱西部水力ｾﾝﾀ  ー

819-0019 

広島地方気象台 

223-3951 

災 害 対 策 本 部 

( 危機管理室災害対策課)  

504-2356 

 
 

別表第４ 水位周知下水道における水位到達情報の通知 

１  水位周知下水道、 基準観測所、 内水氾濫危険水位（ 雨水出水特別警戒水位）  

水位周知下水道 観測所名 
内水氾濫危険水位 

（ 雨水出水特別警戒水位） ※ 

新千田ポン プ 場 新千田ポン プ 場着水井 5. 66m 

※ 内水氾濫危険水位（ 雨水出水特別警戒水位） と は、 雨水出水に よ る 災害の発生を 特に 警戒す

べき 水位で あ り 、 地下空間の利用者を 対象に 、 地上部ま で の避難に 要す る 時間と 下水道の水位

の上昇速度を 考慮し て 設定し た水位で ある 。  

 

２  伝達系統図 

 

 

 

 

 

 

  

水防管理者 

 広島市危機管理室 

504-2653 

 中区役所 

504-2820 

地下街管理者 

 紙屋町地区地下空間水防連絡会 

546-3120 

量水標管理者 

 広島県西部建設事務所 

250-8151 

広島市下水道局 

      247-2753 

電話 

FAX 

電話及びメ ー ル 
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別表第５ 水防上重要な場所 
１  河川・ 海岸等の重要な 場所 

⑴ 準用河川《 下水道局河川防災課》  

東  区（ 旧安芸地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

寺 山 川 
左 
右 

2. 0    375 
福田二丁目 
大原川合流点よ り 上流 

Ｂ ー １  積土俵工 １  △ 

計 １ 河川 

 
安佐北区（ 高陽地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

岩  上  川 
左 
右 

     2. 0  428 
落合南二丁目 
県道広島三次線よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ２  ※△ 

計 １ 河川 

 

準用河川 
総  計 

２ 河川 

⑵ 普通河川《 下水道局河川防災課》  

東  区（ 旧市内地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

戸  坂  川 
左 
右 

2. 0 100 
戸坂大上三丁目 
山室宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ３  △ 

小  計 １ 河川 

東  区（ 旧安芸地区）  

河  川  名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

鮎 信 川 
左 
右 

      2. 5     55 
上温品四丁目 
井上宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 ４  △ 

糸 ヶ 迫 川 
左 
右 

      1. 0    940 
上温品三丁目 
松尾宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ５  ※ 

馬 木 川 
左 
右 

      1. 0    152 
馬木二丁目 
橋本宅から 上流 

Ａ －２  木流し 工 318 ※△ 

後 谷 川 
左 
右 

      1. 0    104 
福田五丁目 
前久保宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ６  △ 

大 原 畳 谷川 
左 
右 

      1. 2    220 
上温品一丁目 
橋本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ７  △ 

大 葉 谷 川 左 
右 

      1. 2    890 温品町 
上向井宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 ８  ※△ 

大 原 川 左 
右 

      0. 9    268 馬木九丁目 
平岡宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 ９  △ 

大 平 川 
左 
右 

      1. 5     70 
福田五丁目 
上ヶ 田農道よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 10 △ 

金 碇 川 
左 
右 

      1. 4    130 
温品三丁目 
平町駐車場よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 11 △ 

釜 ノ 上 川 
左 
右 

      1. 5     50 
馬木八丁目 
西本宅よ り 上流 

Ａ －３  木流し 工 12 ※ 

下 条 川 
左 
右       2. 0     29 

上温品四丁目 
樫本宅よ り 上流 Ａ －３  木流し 工 13 △ 

下 原 川 
左 
右 

      1. 0     50 
福田三丁目 
田屋宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 14 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

新 福 川 
左 
右 

      0. 9    70 
福田三丁目 
中沢宅よ り 上流 

Ｂ －２  積土俵工 15 △ 

水 昌 郷 川 
左 
右 

      1. 4    159 
福田八丁目 
中野宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 16 ※ 

寺 山 川 
左 
右 

      1. 5    350 
馬木六丁目 
門田宅よ り 上流 

Ｂ －２  積立俵工 17 △ 

寺 条 川 右       1. 6    179 
福田一丁目 
光町宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 18 △ 

寺 分 川 
左 
右 

      1. 0    101 
福田六丁目 
大内宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 19 △ 

南 磯 川 
左 
右 

      1. 5    264 
馬木九丁目 
藤江宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 20 △ 

西 之 畑 川 
左 
右 

      1. 9    145 
馬木二丁目 
木村宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 21 △ 

西 之 地 川 
左 
右 

      1. 2    130 
馬木町 
西之地農道よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 22 △ 

向 条 川 左 
右 

      0. 7    100 福田三丁目 
小藪宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 23 △ 

横 見 川 
左 
右 

      0. 9     50 
温品六丁目 
荒神社よ り 上流 

Ｂ －２  積土俵工 24 △ 

大 谷 川 
左 
右 

2. 0 310 
馬木八丁目 
え げた橋よ り 下流 

Ｂ －２  積土俵工 317 ※△ 

小  計 23 河川 

東 区 計  24 河川 

 

南  区（ 旧市内地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

上 家 下 川 
左 
右 

    1. 0    117 
似島町家下 
御田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 25 △ 

家 下 川 
左 
右 

    0. 7    232 
似島町家下 
西田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 26 △ 

南 区 計 ２ 河川 

 

安佐南区（ 佐東地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

岩 谷 川 
左 
右 

2. 0    115 
緑井三丁目 
原田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 27 △ 

上 山 川 
左 
右 

0. 5     26 
八木三丁目 
県営緑ヶ 丘第四住宅よ り 上

流 

Ｂ －２  積土俵工 29 △ 

宇 津 川 
左 
右 

1. 0      8 
八木八丁目 
中 国電力 太田 川発 電所 よ り 下

流 

Ｂ －２  積土俵工 30 △ 

上 楽 地 川 
左 
右 

0. 5 112 
八木三丁目 
今浦宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 31 △ 

大 上 川 
左 
右 

0. 5    135 
緑井八丁目 
西本宅よ り 上流 

Ｂ －２  積土俵工 32 △ 

小 原 山 川 
左 
右 

1. 5 19 
八木三丁目 
石原宅よ り 上流 

Ｂ －２  積土俵工 33 △ 



 

 
 

446 

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

鳥 越 川 
左 
右 

1. 0     33 
緑井八丁目 
岡田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 34 △ 

宮 下 川 
左 
右 

1. 0     95 
緑井七丁目 
松岡宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 35 △ 

山 手 川 
左 
右 

1. 2    446 
八木四丁目 
JR 可部線よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 36 ※ 

小  計  9 河川 

安佐南区（ 安古市地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

大 利 川 
左 
右 

      1. 0    94 
高取北一丁目 
ソ レア ード 高取より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 37 △ 

尾 越 川 
左 
右 

1. 2 174 
相田六丁目 
品川宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 38 ※ 

海 田 ヶ 原川 
左 
右 

      1. 8   176 
相田六丁目 
山陽自動車道よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 39 △ 

境 谷 川 
左 
右 

      1. 5   96 
長楽寺一丁目 
虹ヶ 丘第一公園より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 40 △ 

巣 取 川 
左 
右 

      1. 2   295 
高取北三丁目 
高取北中学校よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 41 △ 

鯛 之 迫 川 
左 
右 

      1. 5   697 
安東六丁目 
岡竹宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 42 △ 

長 楽 寺 川 
左 
右 

      1. 0   76 
長楽寺一丁目 
西宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 43 △ 

中 相 田 川 
左 
右 

      1. 5    71 
相田四丁目 
栗栖宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 44 △ 

七 塚 川 左 
右 

      1. 2  18 相田二丁目 
尾崎宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 45 △ 

南 高 取 川 
左 
右 

      1. 4  399 
高取南一丁目 
松井宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 46 ※△ 

東 荒 谷 川 
左 
右 

      1. 0   290 
上安七丁目 
山根宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 47 △ 

東 尾 越 川 
左 
右 

      1. 2   340 
相田六丁目 
前田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 48 △ 

東 鯛 之 迫川 
左 
右 

      1. 5   142 
安東六丁目 
松前宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 49 △ 

小  計 13 河川 

安佐南区（ 祇園地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

青 原 川 
左 
右 

     1. 0    403 
祇園四丁目 
溜池よ り 下流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 50 △ 

迫 川 
左 
右 

     1. 5    213 
山本九丁目 
佐伯宅よ り 下流 

Ｂ －１  積土俵工 51 △ 

下 谷 川 
左 
右 

     1. 5 76 
祇園八丁目 
祗園北高校入口よ り  
上流 

Ｂ －１  積土俵工 52 △ 

下 山 川 
左 
右 

     1. 0    222 
長束西一丁目 
前田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 53 △ 

立 石 川 
左 
右 

     0. 8     86 
長束西一丁目 
蔵田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 54 △ 

東 寺 山 川 
左 
右 

     1. 0   63 
山本八丁目 
田村宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 55 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

三 谷 山 川 
左 
右 

     1. 0    162 
山本六丁目 
山本川合流点よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 56 △ 

小  計  7 河川 

安佐南区（ 沼田地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

石 ヶ 原 川 左 
右 

1. 0 196 沼田町伴 
森川宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 57 △ 

大 下 川 
左 
右 

1. 3 60 
沼田町伴 
大下集会所よ り 下流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 58 △ 

釜 ヶ 原 川 
左 
右 

1. 0 94 
沼田町伴 
角宮宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 59 △ 

上 槇 原 川 
左 
右 

2. 0 290 
沼田町阿戸 
玉野宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 60 △ 

権 現 川 
左 
右 1. 0 268 

沼田町伴 
農免道よ り 上流 Ａ －２  捨て 土のう 工 61 △ 

猿 押 川 左 
右 

1. 5 74 沼田町伴 
大迫宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 62 △ 

猿 滝 川 
左 
右 

2. 0 210 
沼田町伴 
六原宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 63 △ 

桜 ヶ 峠 川 
左 
右 

1. 4 332 
沼田町吉山 
㈱ナガツ キ よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 64 △ 

高 鉢 川 
左 
右 

2. 5 118 
沼田町吉山 
上原宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 65 △ 

竹 ノ 下 川 
左 
右 

1. 2 29 
沼田町阿戸 
吉山川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 66 △ 

寺 谷 川 
左 
右 1. 4 627 

沼田町大塚 
河本宅よ り 上流 Ａ －２  捨て 土のう 工 67 △ 

中 央 川 左 
右 

0. 7 107 沼田町阿戸 
田中宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 68 △ 

中 村 川 
左 
右 

1. 0 66 
沼田町吉山 
吉山川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 69 △ 

中 尾 川 
左 
右 

1. 2 17 
沼田町吉山 
森野宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 70 △ 

鳴 谷 川 
左 
右 

1. 0 426 
沼田町伴 
農免道よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 71 △ 

西 平 次 川 
左 
右 

      1. 5    109 
沼田町伴 
奥畑川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 72 △ 

飯 ノ 山 川 
左 
右 

1. 6 362 
沼田町阿戸 
有馬宅よ り 下流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 73 △ 

橋 田 川 
左 
右 2. 8   6 

沼田町阿戸 
橋田宅東側 Ａ －２  捨て 土のう 工 74 △ 

平 木 川 
左 
右 

1. 2 916 
沼田町伴 
新谷宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 75 △ 

東 平 次 川 
左 
右 

1. 5  116 
沼田町伴 
向田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 76 △ 

東 天 狗 滝川 
左 
右 

      1. 4    346 
沼田町伴 
奥畑川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  木流し 工 77 ※△ 

松 宗 川 
左 
右 

      1. 5    455 
沼田町伴 
河野宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 79 △ 

宮 の 谷 川 左 
右 

      1. 0     37 沼田町伴 
坂口宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 80 △ 

宮 の 垣 内川 
左 
右 

      2. 0    180 
沼田町伴 
奥畑川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 81 △ 

若 杉 谷 川 
左 
右 

      1. 5    93 
沼田町阿戸 
荒木宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 82 ※ 

影 浦 川 
左 
右 

2. 4  1, 078 
沼田町吉山 
松山橋上流 

Ａ －２  積土俵工 83 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

殿 山 川 
左 
右 

      2. 5    428 
沼田町阿戸 
吉山川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 84 △ 

小  計 27 河川 

安佐南区計  56 河川 

 

安佐北区（ 白木地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

赤 羽 根 川 
左 
右 

3. 0    376 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 85 △ 

汗 平 川 
左 
右 

2. 5  1, 237 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 86 △ 

穴 迫 川 
左 
右 

1. 5    468 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 87 △ 

入 野 谷 川 
左 
右 

2. 0    443 
白木町大字古屋 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 88 △ 

牛 の 谷 川 
左 
右 

3. 0    597 
白木町大字三田 
三篠川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 89 △ 

内 山 川 
左 
右 

2. 5    488 
白木町大字志路 
飯田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 90 △ 

栄 堂 川 
左 
右 

3. 0    809 
白木町大字志路 
桐山川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 91 △ 

江 地 谷 川 
左 
右 

2. 0    247 
白木町大字井原 
三篠川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 92 △ 

大 城 川 
左 
右 

3. 0     34 
白木町大字井原 
三篠川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 93 △ 

大 滝 川 
左 
右 

2. 5 633 
白木町大字志路 
人甲川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 94 △ 

大 谷 川 
左 
右 

3. 0    671 
白木町大字古屋 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 95 △ 

大 椿 川 
左 
右 

2. 0   211 
白木町大字三田 
三篠川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 96 ※△ 

大 槌 川 
左 
右 

4. 0 1, 093 
白木町大字市川 
河津川合流点よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 97 ※△ 

奥 谷 川 
左 
右 

2. 5    221 
白木町大字志路 
大野宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 98 △ 

梶 名 川 
左 
右 

2. 0    251 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 99 △ 

釜 ケ 谷 川 
左 
右 

3. 0    490 
白木町大字志路 
内山川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 100 △ 

神 の 倉 谷川 
左 
右 

2. 0    529 
白木町大字井原 
酒井宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 101 △ 

桐 山 川 
左 
右 

3. 0  1, 385 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 102 △ 

茱 萸 谷 川 
左 
右 

2. 0  1, 029 
白木町大字志路 
内山川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 103 △ 

小 椿 川 
左 
右 

2. 0 94 
白木町大字三田 
高路宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 104 △ 

木 ノ 原 川 
左 
右 

3. 0 1, 398 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 105 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

下 野 原 川 
左 
右 

2. 0 29 
白木町大字三田 
堂面川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 106 △ 

神 出 谷 川 
左 
右 

3. 0    261 
白木町大字三田 
好川宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 107 △ 

外 谷 川 
左 
右 

3. 0     64 
白木町大字三田 
谷内川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 108 △ 

高 瀬 谷 川 
左 
右 

3. 0    229 
白木町大字井原 
三篠川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 109 △ 

谷 川 
左 
右 

2. 0    260 
白木町大字三田 
三篠川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 110 △ 

地 獄 谷 川 
左 
右 

2. 0    522 
白木町大字三田 
三篠川合流点よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 111 ※△ 

戸 石 川 
左 
右 

2. 0    14 
白木町大字井原 
安佐北 1 区 193 号線よ り 上流  

Ａ －２  捨て 土のう 工 112 △ 

栃 谷 川 
左 
右 

3. 0    637 
白木町大字市川 
河津川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 113 △ 

鳥 追 川 
左 
右 

2. 0    125 
白木町大字井原 
Ｊ Ｒ 芸備線よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 114 △ 

羽 出 庭 川 
左 
右 

1. 5    140 
白木町大字井原 
羽山宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 115 △ 

盤 若 谷 川 
左 
右 

3. 0    653 
白木町大字井原 
西山宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 116 △ 

福 永 川 
左 
右 

3. 0    305 
白木町大字三田 
Ｊ Ｒ 芸備線よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 117 △ 

古 矢 川 
左 
右 

1. 5    200 
白木町大字志路 
栄堂川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 118 △ 

堀 越 川 
左 
右 

2. 0     27 
白木町大字市川 
溝山宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 119 △ 

三 田 西 川 
左 
右 

1. 0     99 
白木町大字三田 
山崎宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 120 △ 

小  計  36 河川 

安佐北区（ 高陽地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

一 ヶ 谷 川 
左 
右 1. 5     54 

口田南五丁目 
矢口川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 121 △ 

岩 海 川 
左 
右 0. 9     48 

口田南一丁目 
Ｊ Ｒ 芸備線よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 122 △ 

奥 迫 川 
左 
右 1. 7  706 

深川八丁目 
県 道広島 三次 線よ り 上
流 

Ｂ －１  積土俵工 123 △ 

上 西 川 
左 
右 1. 0     29 

狩留家町 
山下宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 124 △ 

観 音 寺 川 
左 
右 1. 2    117 

深川町 
三篠川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 125 △ 

狐 田 川 
左 
右 1. 5    219 

上深川町 
三篠川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 126 △ 

草 谷 川 
左 
右 1. 0     71 

口田南六丁目 
竹内宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 127 △ 

合 力 川 
左 
右 1. 3    264 

落合南二丁目 
武田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 128 △ 

迫 谷 川 
左 
右 0. 9    468 

狩留家町 
杉ケ谷川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 129 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

下 西 川 
左 
右 1. 0     44 

狩留家町 
平田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 130 △ 

白 滝 川 
左 
右 1. 2    116 

小河原町 
杉本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 131 △ 

杉 ケ 谷 川 
左 
右 1. 0    252 

狩留家町 
宮脇宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 132 △ 

谷 尻 川 
左 
右 1. 0     14 

深川二丁目 
加島宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 133 △ 

土 井 迫 川 
左 
右 1. 5    766 

落合南二丁目 
落合川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 134 △ 

研 屋 川 
左 
右 1. 5    391 

狩留家町 
水戸宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 135 △ 

中 山 川 
左 
右 1. 8    404 

狩留家町 
湯坂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 136 △ 

鳴 川 
左 
右 1. 5    487 

狩留家町 
岡田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 137 △ 

西 塚 川 
左 
右 1. 2    337 

深川五丁目 
馬場宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 138 △ 

西 畑 川 
左 
右 1. 5    90 

上深川町 
大歳公園よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 139 △ 

堀 田 奥 川 
左 
右 1. 5  1, 011 

狩留家町 
湯坂川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 140 △ 

仏 堂 川 
左 
右 1. 8    291 

小河原町 
田中宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 141 △ 

松 笠 川 
左 
右 1. 0     52 

口田南一丁目 
沓田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 142 △ 

水 撫 川 
左 
右 1. 2    428 

深川八丁目 
寺下工業よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 143 △ 

矢 口 川 
左 
右 2. 5  1, 024 

口田南六丁目 
矢口川合流点よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 144 ※△ 

柳 ケ 谷 川 
左 
右 2. 0    394 

口田南六丁目 
金信宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 145 △ 

落 合 川 
左
右 1. 5 56 

落合南二丁目 
中本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 146 ※△ 

弁 柄 川 
左
右 

1. 0 150 
深川二丁目 
三篠川合流点よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 147 ※△ 

小  計  27 河川 

安佐北区（ 可部地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

綾 ヶ 谷 川 
左 
右 

1. 0  200  
可部町大字綾ヶ 谷 
前田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 148 △ 

荒 谷 川 
左 
右 

1. 0     60 
可部町大字今井田   
旧 JR可部線今井田踏切
よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 149 △ 

石 佐 川 
左 
右 

0. 7    349 
可部町大字綾ヶ 谷 
岩本宅前よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 150 △ 

石 丸 川 
左 
右 

0. 9    450 
可部町大字桐原 
桐原川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 151 △ 

壱 ノ 坪 川 
左 
右 

1. 2     75 
可部町大字勝木 
雛田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 152 △ 

入 野 川 
左 
右 

2. 0    150 
可部町大字桐原 
川崎宅前よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 153 △ 

上 ヶ 原 川 
左 
右 

1. 5     43 
可部六丁目 
平前宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 154 △ 



 

 
 

451 

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

植 松 川 
左 
右 

1. 5 1, 310    
可部町大字綾ヶ 谷 
大畑農協よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 155 △ 

馬 通 川 
左 
右 

1. 0 236 
三入二丁目 
山倉川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 156 △ 

大 井 手 川 
左 
右 

0. 8 200 
亀山一丁目 
寺田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 157 △ 

大 薄 川 
左 
右 

1. 6 173 
大林町 
国道 54 号（ 旧) よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 158 △ 

大 坪 川 
左 
右 

0. 8 240 
可部町大字勝木 
行森川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 159 △ 

大 野 川 
左 
右 

0. 7 220 
可部町大字勝木 
太田川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 160 △ 

押 手 川 
左 
右 

2. 0 107 
可部町大字大林 
川本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 161 △ 

川 手 川 
左 
右 

0. 8 65 
可部町大字勝木 
中本宅よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 162 ※△ 

給 人 原 川 
左 
右 

0. 9 47 
亀山八丁目 
森本宅前よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 163 △ 

ク ド シ 川 
左 
右 

3. 0 350 
可部町大字綾ヶ 谷 
大毛寺川合流点より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 164 △ 

小 南 原 川 
左 
右 

1. 0 1, 241 
可部町大字綾ヶ 谷 
平原バス 停前よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 165 △ 

迫 田 川 
左 
右 

1. 0 84 
可部東四丁目 
壱貫田宅前よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 166 △ 

下 の 谷 川 
左 
右 

1. 3 300 
大林三丁目 
根谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 167 △ 

上 徳 川 
左 
右 

1. 0 255 
可部町大寺綾ヶ 谷 
保田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 168 △ 

神 宮 寺 川 
左 
右 

0. 7 577 
亀山南一丁目 
西山宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 169 ※△ 

新 迫 川 
左 
右 

0. 8 5 
三入六丁目 
山根宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 170 △ 

新 建 川 
左 
右 

1. 7 44 
可部東五丁目 
山根宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 171 △ 

杉 谷 川 
左 
右 

1. 0 125 
可部町大字桐原 
石井宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 172 △ 

専 隆 寺 川 
左 
右 

1. 3 354 
三入六丁目 
専隆寺よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 173 ※△ 

草 田 川 
左 
右 

1. 0 1, 385 
大林町 
県道大林井原線より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 174 △ 

台 川 
左 
右 

1. 8 320 
可部東六丁目 
迫枡宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 175 △ 

竹 坂 川 
左 
右 

1. 1 151 
可部町大字勝木 
松浦宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 176 △ 

近 長 川 
左 
右 

1. 2 125 
可部町大字綾ケ 谷 
部谷宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 177 △ 

鳥 屋 ヶ 森川 
左 
右 

1. 0 493 
可部町大字綾ヶ 谷 
鳥 屋ヶ 森 バス 停前 よ り
上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 178 △ 

中 応 寺 川 
左 
右 

1. 6 1, 100 
可部町大字桐原 
桐原川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 179 △ 

中 河 内 川 
左 
右 

1. 0 120 
可部町大字勝木 
小田宅よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 180 ※△ 

長 迫 川 
（ 大 林 ）  

左 
右 

1. 1 955 
大林町 
根谷川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 181 △ 

中 の 谷 川 
左 
右 

2. 1    294 
大林町 
国道 54 号よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 182 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

中 谷 川 
左 
右 

1. 0 115 
可部町大字綾ヶ 谷 
山根宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 183 △ 

番 谷 川 
左 
右 

0. 9 411 
可部九丁目 
東部産業よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 184 ※△ 

東 植 松 川 
左 
右 

1. 0 55 
可部町大字綾ヶ 谷 
沖政宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 185 △ 

人 甲 川 
左 
右 

3. 0 1, 453 
大林町 
県道大林井原線より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 186 △ 

火 ノ 見 川 
左 
右 

1. 2 450 
可部町大字勝木 
新井宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 187 △ 

姫 瀬 川 
左 
右 

0. 9 86 
可部町大字勝木 
太田川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 188 △ 

桧 山 川 
左 
右 

1. 5 501 
大林町 
大林八幡宮よ り 上流 

Ｂ －１  捨て 土のう 工 189 ※△ 

平 原 川 
左 
右 

1. 4 459 
可部町大字綾ヶ 谷 
横林口バス停前より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 190 △ 

坊 地 川 
左 
右 

1. 2 250 
可部町大字勝木 
清水宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 191 △ 

松 の 原 川 
左 
右 

1. 2 118 
亀山八丁目 
勝木幼稚園よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 192 △ 

水 越 川 
左 
右 

1. 2 199 
可部町大字勝木 
森川宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 193 △ 

無 神 川 
左 
右 

0. 6 846 
可部町大字南原 
南原川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 194 △ 

柳 河 川 
左 
右 

3. 0 700 
大林町 
人甲川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 195 △ 

義 経 川 
左 
右 

0. 8 265 
亀山五丁目 
仁井宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 196 △ 

若 藤 川 
左 
右 

1. 1 21 
亀山五丁目 
川住宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 197 △ 

城 田 川 
左 
右 

1. 0 96 
可部町大字綾ヶ 谷 
倉庫よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 198 △ 

横 林 川 
左 
右 

1. 5    665 
可部町大字綾ヶ 谷 
山根宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 199 △ 

原 迫 川 
左 
右 

1. 0    285 
亀山六丁目 
金光宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 200 △ 

松 原 川 
左 
右 

1. 0     12 
可部町大字勝木 
小田工務店よ り 下流 

Ｂ －１  積土俵工 201 △ 

小  計  54 河川 

安佐北区（ 安佐地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

油 木 川 
左 
右 

1. 0    189 
安佐町大字飯室 
旧Ｊ Ｒ 可部線よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 202 △ 

洗 川 
左 
右 

2. 5    294 
安佐町大字毛木 
毛木川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 203 △ 

一 面 川 
左 
右 

2. 0    315 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 204 △ 

出 羽 川 
左 
右 

1. 0    333 
安佐町大字小河内 
上三谷川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 205 △ 

犬 田 川 
左 
右 

1. 5     43 
安佐町大字久地 
渡宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 206 △ 

猪 之 子 川 
左 
右 

1. 0    247 
安佐町大字飯室 
田丸宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 207 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

上 畠 川 
左 
右 

2. 0   366 
安佐町大字飯室 
上畠会館よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 208 △ 

馬 の 爪 川 
左 
右 

1. 0     25 
安佐町大字毛木 
竹本宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 209 △ 

迫 分 川 
左 
右 

1. 5    110 
安佐町大字後山 
栄宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 210 △ 

大 迫 川 
左 
右 

1. 0 531 
安佐町大字鈴張 
国道 261 号よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 211 △ 

大 下 川 
左 
右 

1. 0 344 
安佐町大字久地 
県道広島豊平線より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 212 △ 

大 利 谷 川 
左 
右 

1. 5 185 
安佐町大字小河内 
県道広島豊平線より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 213 △ 

奥 迫 川 
左 
右 

1. 5 347 
安佐町大字後山 
普光院宅よ り 上流 

Ａ －２  積土俵工 214 ※△ 

楓 原 川 
左 
右 

1. 5 220 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 215 △ 

片 廻 川 
左 
右 

1. 0 389 
安佐町大字鈴張 
西谷川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 216 △ 

金 山 川 
左 
右 

1. 5 328 
安佐町大字久地 
佐々本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 217 △ 

上 三 谷 川 
左 
右 

1. 0 410 
安佐町大字小河内 
三谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 218 △ 

川 口 川 
左 
右 

1. 0 20 
安佐町大字毛木 
川口宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 219 △ 

北 谷 川 
左 
右 

1. 0 905 
安佐町大字飯室 
鈴張川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 220 △ 

喜 藤 谷 川 
左 
右 

1. 5    706 
安佐町大字鈴張 
行根川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵土 221 △ 

木 元 川 
左 
右 

1. 2    192 
安佐町大字久地 
県道広島豊平線より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 222 △ 

黒 瀬 川 
左 
右 

1. 8  1, 389 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 223 △ 

形 部 川 
左 
右 

1. 5    307 
安佐町大字筒瀬 
山本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 224 △ 

見 谷 川 
左 
右 

1. 0    176 
安佐町大字小河内 
古広宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 225 △ 

此 谷 川 
左 
右 

1. 5     86 
安佐町大字飯室 
中本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 226 △ 

権 現 川 
左 
右 

1. 5     57 
安佐町大字飯室 
河野宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 227 △ 

右 平 川 
左 
右 

2. 0     40 安佐町大字飯室 Ｂ －１  積土俵工 319 ※△ 

菅 谷 川 
左 
右 

1. 5    212 
安佐町大字鈴張 
西谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 228 △ 

砂 子 田 川 
左 
右 

1. 0    61 
安佐町大字鈴張 
砂本宅よ り 上流 

Ｂ －１  捨て 土のう 工 229 ※△ 

総 田 原 川 
左 
右 

1. 5 234 
安佐町大字毛木 
亀田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 230 △ 

大 仏 講 川 
左 
右 

1. 0 167 
安佐町大字小河内 
太田川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 231 △ 

鷹 野 巣 川 
左 
右 

1. 0 92 
安佐町大字鈴張 
林田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 232 △ 

鈩 川 
左 
右 

1. 0 316 
安佐町大字鈴張 
西谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 233 △ 
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河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

鈩 ケ 迫 川 
左 
右 

1. 0 282 
安佐町大字鈴張 
笹原川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 234 △ 

谷 河 内 川 
左 
右 

2. 0 242 
安佐町大字小河内 
平野宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 235 △ 

誰 賀 川 
左 
右 

2. 0 41 
安佐町大字久地 
竹内宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 236 △ 

堂 原 川 
左 
右 

2. 0 211 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 237 △ 

戸 崎 川 
左 
右 

1. 0 425 
安佐町大字鈴張 
東谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 238 △ 

長 沢 川 
左 
右 

1. 5 438 
安佐町大字久地 
福島宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 239 △ 

中 谷 川 
左 
右 

1. 0 232 
安佐町大字久地 
原宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 240 △ 

中 道 川 
左 
右 

2. 0 748 
安佐町大字鈴張 
古武家宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 241 △ 

西 ヶ 迫 川 
左 
右 

2. 0 185 
安佐町大字小河内 
佐々木宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 242 △ 

西 峰 川 
左 
右 

1. 5 306 
安佐町大字久地 
金本宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 243 △ 

林 谷 川 
左 
右 

2. 0 294 
安佐町大字鈴張 
三浦宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 244 △ 

東 黒 瀬 川 
左 
右 

1. 0 223 
安佐町大字小河内 
黒瀬川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 245 △ 

平 川 
左 
右 

1. 0 169 
安佐町大字小河内 
植田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 246 △ 

平 原 川 
左 
右 

1. 5 48 
安佐町大字鈴張 
大和宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 247 △ 

平 原 谷 川 
左 
右 

1. 0     64 
安佐町大字小河内 
中川宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 248 △ 

本 郷 川 
左 
右 

1. 2    120 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 249 △ 

溝 手 川 
左 
右 

1. 5    119 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 250 △ 

宮 野 川 
左 
右 

1. 0    93 
安佐町大字久地 
太田川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 251 △ 

明 見 谷 川 
左 
右 

2. 0  1, 024 
安佐町大字小河内 
小河内川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 252 △ 

免 田 川 
左 
右 

1. 5    559 
安佐町大字後山 
後山川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 253 △ 

薮 谷 川 
左 
右 

1. 5    391 
安佐町大字鈴張 
薮宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 254 △ 

岡 田 川 
左 
右 

2. 0    110 安佐町大字後山 Ｂ －１  積土俵工 320 ※△ 

横 山 谷 川 
左 
右 

2. 0  1, 119 
安佐町大字小河内 
三谷川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 255 △ 

小  計  56 河川 

安佐北区計 173 河川 
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安 芸 区（ 瀬野川地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ )  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

洗 川 
左 
右 

1. 3 70 
中野三丁目 
今井宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 256 △ 

一 飯 谷 川 
左 
右 

2. 0 380 
上瀬野町古屋地 
JR 山陽本線よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 257 ※△ 

一 井 木 川 
左 
右 

1. 7 57 
瀬野一丁目 
正藤宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 258 △ 

入 江 谷 川 
左 
右 

1. 2 2 
瀬野町下瀬野 
沢田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 259  

榎 山 川 
左 
右 

1. 4 1, 188 
瀬野町下瀬野 
県道瀬野川福富本郷線 

正道寺橋よ り 上流  
Ａ －２  木流し 工 260 ※△ 

願 々 谷 川 
左 
右 

0. 9 55 
中野四丁目 
中野宅よ り 下流 

Ａ －２  木流し 工 261 ※△ 

鏡 谷 川 
左 
右 

1. 4 179 
中野町 
鏡池よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 262 ※△ 

京 ノ 岡 川 
左 
右 

0. 7 172 
中野東町 
加佐見宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 263 △ 

正 之 坪 川 
左 
右 

0. 7 146 
瀬野南町 
倉庫よ り 下流 

Ｂ －１  積土俵工 264 △ 

清 水 川 
左 
右 

0. 9 47 
上瀬野町清水 
Ｊ Ｒ 山陽本線よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 265 △ 

清 防 川 
左 
右 

1. 5 116 
中野東五丁目 
松下宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 266 △ 

清 光 寺 川 
左 
右 

1. 2 51 
中野東五丁目 
田尾宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 267 △ 

龍 尾 原 川 
左 
右 

1. 0 51 
中野東二丁目 
秦宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 268 ※△ 

長 泉 寺 川 
左 
右 

1. 0 178 
中野三丁目 
県道瀬野船越線より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 269 △ 

津 村 川 
左 
右 

1. 0 66 
中野七丁目  
瀬 野川東 中学 校入 口の
JR 山陽本線交差部 

Ａ －２  捨て 土のう 工 270 △ 

長 尾 川 
左 
右 

0. 9 753 
畑賀町 
世良宅から 畑賀川ま で  

Ａ －２  捨て 土のう 工 271 △ 

前 田 川 
左 
右 

1. 2 19 
中野二丁目 
末田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 272 △ 

大 高 下 川 
左 
右 

2. 4 218 
上瀬野町 
光原宅から 寺分川ま で  

Ａ －２  捨て 土のう 工 273 △ 

金 比 羅 川 
左 
右 

1. 7 123 
瀬野町下瀬野 
保本宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 274 △ 

土 百 面 川 
左 
右 

1. 0 69 畑賀町横田宅よ り 下流 Ａ －２  捨て 土のう 工 275 △ 

荒 野 川 
左 
右 

2. 0 117 
中野六丁目 
砂防河川荒野川より 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 276 △ 

名 護 川 
左 
右 

1. 0 78 
中野七丁目 
浜本宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 277 △ 

立 石 川 
左 
右 

1. 5  12 
瀬野町下瀬野 
重本橋よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 278 ※△ 

垰  地  川 
左 
右 

1. 5 133 
中野三丁目 
県道瀬野船越線よ り 下流 

Ｂ －１  積土俵工 321 △ 

小  計   24 河川 
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安 芸 区（ 阿戸地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

板 取 川 
左 
右 

1. 2 214 
阿戸町字奥の谷 
市道橋よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 279 △ 

牛 ヶ 谷 川 
左 
右 

0. 9 276 
阿戸町字牛ヶ 谷 
西方寺川合流点より 上流 

Ｂ －１  積土俵工 280 △ 

大 谷 川 
左 
右 

1. 0 888 
阿戸町字大谷 
中野宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 281 ※△ 

谷 迫 川 
左 
右 

1. 4 254 
阿戸町字谷迫 
横田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 282 △ 

フ ラ ケ 迫川 
左 
右 

1. 2 137 
阿戸町字大谷 
大谷川合流点よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 283 △ 

升 越 川 
左 
右 

1. 0 110 
阿戸町字升越 
権現橋よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 284 ※△ 

小  計  ６ 河川 

安 芸 区（ 船越地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

的 場 川 
左 
右 

2. 5    95 
船越二丁目 
植田宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 285 △ 

小  計  １ 河川 

    安 芸 区（ 矢野地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

江 の 口 川 
左 
右 

      2. 1     99 
矢野西一丁目 
海 田湾流 入部 よ り Ｊ Ｒ
呉線交差部ま で  

Ａ －２  捨て 土のう 工 286 △ 

大 原 川 
左 
右 

      0. 9   158 
矢野東七丁目 
向宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 287 △ 

神 長 川 
左 
右 

      1. 2     18 
矢野東七丁目 
大田宅前から 矢野川ま で  

Ａ －２  捨て 土のう 工 288 △ 

神 出 川 
左 
右 

      0. 9    120 
矢野東四丁目 
小野医院よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 289 △ 

寺 屋 敷 川 
左 
右 

      1. 4    430 
矢野町寺屋敷 
呉市境よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 290 △ 

久 喰 川 
左 
右 

      1. 3    174 
矢野西七丁目 
山口宅裏よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 291 △ 

山 田 川 
左 
右 

      1. 0    155 
矢野東四丁目 
高山宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 292 △ 

北 尾 川 
左 
右 

      2. 0     8 
矢野東四丁目 
鈴木宅よ り 上流 

Ａ －２  捨て 土のう 工 293 △ 

宮 下 川 
左 
右 

      2. 0    130 
矢野西一丁目 
国道 31 号大浜橋よ り  
市道極楽橋ま で  

Ｂ －１  積土俵工 294 △ 

小  計  ９ 河川 

安芸区計  39 河川 
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佐 伯 区（ 五日市地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ )  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

扇 迫 川 
左 
右 

2. 0 25 
五日市町大字石内 
橋本宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 295 △ 

か た の 巣川 
左 
右 

1. 1 550 
五日市町大字石内 
県道広島湯来線より 上流 

Ａ －２  木流し 工 296 △ 

己 斐 峠 川 
左 
右 

1. 4 597 
五日市町大字石内 
永井宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 297 △ 

城 六 川 
左 
右 

0. 4 65 
五日市町大字下河内 
越藤宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 298 △ 

住 吉 川 
左 
右 

1. 5 25 
利松二丁目 
石内川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 299 △ 

入 道 原 川 
左 
右 

0. 5 410 
五日市町大字石内 
山田川合流点よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 300 △ 

梁 井 川 
左 
右 

1. 3 62 
八幡東三丁目 
梅田宅よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 301 △ 

湯 戸 川 
左 
右 

1. 0 320 
五日市町大字石内 
石内川合流よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 303 ※△ 

吉 合 津 川 
左 
右 

1. 6 300 
五日市町大字石内 
六拾部宅よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 304 △ 

夫 婦 川 
左 
右 

2. 0 147 
五日市町大字石内 
山 陽自動 車道 石内 高架
橋よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 305 △ 

三 宅 川 
左 
右 

1. 5 180 
三宅五丁目 
神原橋よ り 上流およ び下流 

Ａ －２  積土俵工 306 △ 

小  計  11 河川 

佐 伯 区（ 湯来地区）  

河 川 名 
岸 
別 

護 岸 高 
( ｍ)  

延 長 
( ｍ )  

場    所 
危 険 
状 況 

対策水防工法 
附図 
番号 

備考 

柏 谷 川 
左 
右 

1. 0 148 
湯来町大字葛原字郷 
木末川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 307 △ 

鹿 道 川 
左
右 

1. 0 110 
湯来町大字白砂下鹿道 
八幡川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 308 △ 

上 中 郷 谷川 
左 
右 

1. 0 185 
湯来町大字伏谷字伏郷 
中郷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 309 △ 

葛 谷 川 
左 
右 

1. 0 110 
湯来町大字多田字田布 
水内川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 310 △ 

下 伏 谷 川 
左 
右 

1. 5 90 
湯来町大字伏谷字下伏 
伏谷川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 311 △ 

赤 土 地 川 左 2. 0 80 
湯来町大字白砂 
八幡川合流点よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 312 ※△ 

大 谷 川 
左 
右 

3. 0 500 
湯来町大字多田 
水内川合流点よ り 上流 

Ａ －２  木流し 工 313 ※△ 

大 山 川 左 2. 0 120 
湯来町大字白砂 
佐伯５ 区８ 号線より 上流 

Ａ －２  木流し 工 314 △ 

島 木 谷 川 左 3. 0 304 
湯来町大字下 
太田川合流点よ り 上流 

Ｂ －１  積土俵工 315 ※△ 

弥 平 谷 川 
左 
右 

3. 0 60 
湯来町大字多田 
水内川合流点よ り 上流 

Ａ －３  木流し 工 316 ※ 

小  計 10 河川 

佐伯区計 21 河川 

 

普通河川 
総  計 

3 1 6 河 川  
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（ 凡  例）  

 危険状況                   現  況 

  Ａ  護岸の崩壊のお それのあ る 場所       １  断面不足 

  Ｂ  越水のお それのある 場所                    ２  護岸老朽（ 強度不足を 含む。）  

  ※ 令和６ 年度改修予定箇所                    ３  水衝部老朽（ 洗掘を 含む。）  

  △ 令和６ 年度以降改修予定箇所  
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⑶直轄管理河川（ 太田川水系）  《 国土交通省太田川河川事務所》  
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（ 参考） 重要水防箇所評定基準（ 国土交通省）  

種   別 
重    要    度 

要注意区間 
 

Ａ  水防上最も 重要な 区間 Ｂ  水防上重要な 区間  

越 水 

（ 溢  水）  

 計画高水流量規 模の洪水の水
位 （ 高潮区間の堤 防に あ っ て は
計 画高潮位） が現 況の堤防高を
越え る 箇所。  

 計画高水流量規模の洪水の水
位（ 高潮区間の堤防に あっ て は
計画高潮位） と 現況の堤防高と
の差が堤防の計画余裕高に 満た
な い 箇所。  

  

堤 体 漏 水 

 堤防の機能に 支 障が生じ る 堤
体 の変状の履歴（ 被災状況が確
認で き る も の） があり 、類似の変
状が繰り 返し 生じ て い る 箇所。  
 堤体の土 質、 法勾配 等から み
て 堤防の機能 に 支障が生 じ る 堤
体 の 変 状 の 生 じ る お そ れ が あ
り 、 かつ 堤防 の機能に 支 障が生
じ る 堤体の変 状の履歴（ 被災状
況が確認で き る も の） が あ る 箇
所。  
 水防団等と 意見交 換を 行い、
堤体漏水が生じ る 可 能性 が特に
高いと 考え ら れる 箇所。  

 堤防の機能に 支障が生じ る 堤
体の変状の履歴（ 被災状況が確
認で き る も の） があ り 、 安全が
確認さ れて い な い箇所、 又は堤
防の機能に 支障は生じ て い な い
が、 進行性があ る 堤体の変状が
集中し て い る 箇所。  
 堤防の機能に 支障が生じ る 堤
体の変状の履歴（ 被災状況が確
認で き る も の） はな い が、 堤体
の土質、 法勾配等から みて 堤防
の機能に支障が生じ る 堤体の変
状の生じ る お そ れがあ る と 考え
ら れる 箇所。  
 水防団等と 意見交換を 行い、
堤体漏水が生じ る 可能性が高い
と 考え ら れる 箇所。  

  

基 礎 地 盤 
漏 水 

 堤防の機 能に 支 障が生 じ る 基
礎 地盤漏水 に 関係 す る 変 状の履
歴（ 被災状況が確認で き る も の）
が あ り 、 類 似の変 状が繰 り 返し
生じ て いる 箇所。  
 基礎地盤 の土質 等から みて 堤
防 の機能に 支障が 生じ る 変状の
生 じ る お そ れがあ り 、 か つ 堤防
の 機能に 支 障が生 じ る 基 礎地盤
漏 水に 関係 す る 変 状の履 歴（ 被
災 状況が確 認で き る も の ） があ
る 箇所。  
 水防団等 と 意見 交換を 行い 、
基 礎地盤漏 水が生 じ る 可 能性が
特に高いと 考え ら れる 箇所。  

 堤防の機能に 支障が生じ る 基
礎地盤漏水に関係する 変状の履
歴（ 被災状況が確認で き る も の）
があ り 、 安全が確認さ れて い な
い 箇所、 又は堤防の機能に 支障
は生じ て い な い が、 進行性があ
る 基盤漏水に関係する 変状が集
中し て いる 箇所。  
 堤防の機能に 支障が生じ る 基
礎地盤漏水に関係する 変状の履
歴（ 被災状況が確認で き る も の）
はな いが、 基礎地盤漏水の土質
等から みて 堤防の機能に支障が
生じ る 変状の生じ る お それがあ
る と 考え ら れる 箇所。  
 水防団等と 意見交換を 行い 、
基礎地盤漏水が生じ る 可能性が
高いと 考え ら れる 箇所 

  

水衝・ 洗掘 

 水衝部に あ る 堤 防の前面の河
床 が深掘れし て い る が、 そ の対
策が未施工の箇所。  
 橋台取り 付け 部 やそ の 他の工
作 物の突出 箇所で 、 堤防 護岸の
根 固め等が 洗われ 一部破 損し て
い る が、 そ の対策 が未施 工の箇
所。  
 波浪に よ る 河岸の 欠壊等の危
険 に瀕 し た 実績があ る が、 そ の
対策が未施工の箇所。  

 水衝部に ある 堤防の前面の河
床が深掘れにな ら な い 程度に 洗
掘さ れて い る が、 その対策が未
施工の箇所。  
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工 作 物 

 河川管理施設等 応急対策基準
に 基づ く 改善措置 が必要な 堰、
橋 梁、 樋管そ の他 の工作物の設
置さ れて い る 箇所。  
 橋梁そ の他の河 川横断工作物
の 桁下高等が計画 高水流量規模
の 洪水の水位（ 高 潮区間の堤防
に あ っ て は計画高 潮位） 以下と
な る 箇所。  

 橋梁その他の河川横断工作物
の桁下高等と 計画高水流量規模
の洪水の水位（ 高潮区間の堤防
に あ っ て は計画高潮位） と の差
が堤防の計画余裕高に 満た な い
箇所。  

 

 

工 事 施 工   

 出水期間中に 堤
防を 開削す る 工事
箇所又は仮締切り
等に よ り 本堤に 影
響を 及ぼす箇所。  

 

新堤防・  
破堤跡・  
旧 川 跡 

  

 新堤防で 築造後
３ 年以内の箇所。  
 破堤跡又は旧川
跡の箇所。  

 

陸 閘   
 陸閘が設置さ れ
て い る 箇所。  
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⑷ 県管理河川・ 海岸 
県西部建設事務所管内 

附図 
番号 

水系名 
河川 

名 
海岸 

担当水防 
管理団体 
( 市町村)  

重 要 水 防 箇 所  

番 
号 

左      
岸 

右 

延長 
( km)  

位     置 
予想さ れる

危険 
対策水防

工法 
 

１  太田川 小河内川 広島市 １  
左 
右 

1. 0 
1. 0 

広 島 市 安 佐 北 区 安 佐 町 大 字 小

河 内 宇 賀 井 野 か ら 太 田 川 合 流

点ま で  

越水 積土俵 
 

２  〃 鈴 張 川 〃 ２  
左 
右 

1. 1 
1. 4 

広 島 市 安 佐 北 区 安 佐 町 大 字 飯

室 関 之 内 か ら 太 田 川 合 流 点 ま

で  

決壊 
木流し  
積土俵 

 

３  〃 三 篠 川 〃 ３  
左 
右 

0. 8 
0. 8 

広 島 市 安 佐 北 区 白 木 町 大 字 市

川下吉井から 関川合流点ま で  
決壊 

木流し  
積土俵 

 

４  〃 〃 〃 ４  左 0. 2 
広 島 市 安 佐 北 区 白 木 町 大 字 三

田三日一 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

５  〃 栄 堂 川 〃 ５  
左 
右 

0. 2 
0. 2 

広 島 市 安 佐 北 区 白 木 町 大 字 井

原中市から 三篠川合流点ま で  
越水 積土俵 

 

６  〃 小河原川 〃 ６  
左 
右 

0. 9 
0. 9 

広 島 市 安 佐 北 区 小 河 原 町 麻 下

から 三篠川合流点ま で  
決壊 

木流し  
積土俵 

 

７  〃 南 原 川 〃 ７  
左 
右 

0. 5 
0. 5 

広 島 市 安 佐 北 区 可 部 九 丁 目 か

ら 根谷川合流点ま で  
決壊 

木流し  
積土俵 

 

８  〃 京 橋 川 〃 ８  
左 
右 

6. 2 
6. 2 

旧 太 田 川 分 派 点 か ら 元 安 川 合

流点ま で  

越水 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

９  〃 猿 猴 川 〃 ９  
左 
右 

5. 5 
5. 5 

京橋川分派点から 海に至る  
越水 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

10 〃 府中大川 〃 10 
左 
右 

3. 7 
3. 7 

広 島 市 東 区 温 品 四 丁 目 第 ２ 神

前橋から 猿猴川合流点ま で  
決壊 

木流し  
積土俵 

 

11 〃 安  川 〃 11 
左 
右 

3. 1 
3. 1 

広 島 市 安 佐 南 区 上 安 一 丁 目 安

川橋から 古川合流点ま で  

越水 
漏水 

積土俵 
月の輪 

 

12 〃 根 谷 川 〃 12 右 0. 3 
広 島 市 安 佐 北 区 三 入 南 一 丁 目

（ 下町屋） から 南原川合流点ま

で  

越水 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

13 〃 中 山 川 〃 13 右 0. 3 広島市東区中山中町 
越水 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

14 〃 二 又 川 〃 14 右 0. 4 広島市東区牛田早稲田一丁目 越水 積土俵 
 

15 〃 矢 口 川 〃 15 
左 
右 

0. 2 
0. 4 

広島市安佐北区口田南七丁目 
越水 
決壊 

積土俵 
木流し  

 

16 〃 湯 坂 川 〃 16 
左 
右 

0. 7 
0. 6 

広島市安佐北区狩留家町 
越水 
決壊 

積土俵 
木流し  

 

17 〃 八 幡 川 〃 17 
左 
右 

0. 4 
0. 4 

広 島 市 西 区 己 斐 本 町 三 丁 目 か

ら 己斐西町ま で  
越水 積土俵 

 

18 〃 御 幸 川 〃 18 
左 
右 

0. 4 
0. 4 

広 島 市 西 区 草 津 東 二 丁 目 か ら

草津本町ま で  
越水 積土俵 

 

19 〃 水 内 川 〃 19 
左 
右 

2. 5 
0. 6 

広 島 市 佐 伯 区 湯 来 町 和 田 か ら

恵木谷川合流点ま で  

越水 
決壊 

月の輪 
木流し  

 

20 瀬野川 瀬 野 川 海田町 20 右 3. 1 
安 芸 郡 海 田 町 山 畝 畝 橋 か ら 海

に 至る  
決壊 木流し  

 

21 八幡川 八 幡 川 広島市 21 
左 
右 

4. 7 
4. 7 

広 島 市 佐 伯 区 利 松 三 丁 目 か ら

河口ま で  

越水 
決壊 

木流し  
積土俵 

 

22 〃 石 内 川 〃 22 
左 
右 

2. 5 
2. 5 

広 島 市 佐 伯 区 五 日 市 町 大 字 石

内 笹 利 川 合 流 点 か ら 八 幡 川 合

流点ま で  

越水 積土俵 
 

23 岡 ノ 下 川 岡ノ 下川 〃 23 
左 
右 

1. 4 
1. 4 

広 島 市 佐 伯 区 三 宅 一 丁 目 三 宅

川合流点から 河口ま で  
越水 積土俵 

 

計 23 か所 74. 4   
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県広島港湾振興事務所管内 

附図 

番号 
水系名 

 河 川 

  名  

 海 岸 

担当水防

管理団体

( 市町村)  

重 要 水 防 箇 所 

番

号 

左 
岸 
右 

延長

km 
位          置 

予想さ れる

危険 

対策水 防 

工 法 

24 
広 島 港 

海 岸 
江 波 地 区 広島市 1  7. 02 

広島市中区江波栄町6から  

江波東2丁目13ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

25 
広 島 港 

海 岸 
吉 島 地 区 〃 2  1. 35 

広島市中区南吉島1丁目1から

吉島新町1丁目28ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

26 
広 島 港 

海 岸 
元宇 品 地区 〃 3  1. 77 広島市南区元宇品町25～23 

越  水 

決 壊 
積土俵 

27 
広 島 港 

海 岸 
丹 那 地 区 〃 4  3. 83 

広島市南区丹那町1から  

仁保4丁目7ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

28 
広 島 港 

海 岸 
向 洋 地 区 〃 5  2. 41 

広島市南区向洋大原町21か ら

月見町1993（ 新月見橋） ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

29 
広 島 港 

海 岸 
船 越 地 区 〃 6  2. 09 

広 島 市 安 芸 区 船 越 南 5 丁 目

3( 新月見橋) から 4丁目14ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

30 
広 島 港 

海 岸 
矢 野 地 区 

広島市 

海田町 

坂 町 

7  9. 17 
安芸郡海田町つ く も 町2から  

坂町北新地１ 丁目2ま で  

越  水 

決 壊 
積土俵 

31 
広 島 港 

海 岸 

金 輪 島 

地 区 
広島市 8  1. 36 広島市南区宇品町沿岸部 

越  水 

決 壊 
積土俵 

32 
広 島 港 

海 岸 

似 島 西 

地 区 
〃 9  0. 20 

広島市南区似島町信谷沿岸部

から 家下沿岸部（ 似島桟橋）

ま で  

越 水 積土俵 

33 〃 
似 島 東 

地 区 
〃 10  0. 24 

広島市南区似島町大黄沿岸部

（ 似島小学校）  
越 水 積土俵 

 計 1 ０ か 所    29. 44    
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２  水防上重要な ため池《 経済観光局農林整備課》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

堤高 堤長 貯水量 面積 戸数
（ｍ） （ｍ） （ｍ3） （ha） （戸）

大原（九平） 馬木町字大原乙741 5.3 49.0 3,600 0.1 － 土俵積 1
東 浄 戸坂町556-82 7.6 30.0 200 1.9 37 土俵積 2
流 谷 戸坂新町一丁目1893-3 3.7 144.0 4,500 1.1 8 土俵積 3
理 覚 寺 戸坂山根二丁目1204-1 4.1 30.0 700 1.1 15 土俵積 4
滝 泉 寺 戸坂山根三丁目1264 2.9 37.0 250 0.3 1 土俵積 5
尾 の 上 戸坂新町二丁目2138 2.2 22.0 200 － 2 土俵積 6
片 山 池 戸坂数甲二丁目2304,2305 3.3 28.0 60 － 5 土俵積 7
石 ケ 迫 1 号

池
中山町1041 4.7 29.0 213 － 7 土俵積 8

石 ケ 迫 2 号
池

中山町1058-2 3.9 25.0 34 － 3 土俵積 9

梨 の 木 谷 中山西一丁目342 2.9 22.0 300 － 157 土俵積 10
桜 山 福田町高ケ原1432 4.6 38.0 2,300 － 37 土俵積 11
上 条 池 福田町字上条122 3.0 31.5 233 － 23 土俵積 12
大 平２ 号池 福田五丁目1699 1.5 14.0 132 － － 土俵積 15
狐 ヶ 城 福田町黄番谷1882 2.8 14.0 20 － － 土俵積 16
長 楽 寺 長楽寺町字法師原甲547、乙547 4.7 47.9 1,019 5.5 70 土俵積 18
迫 堤 山本町字上迫2653 5.1 30.3 1,342 4.7 70 土俵積 19

新 堤 池
山本町字戸石3284-1,3284-2,
3286,3287-1,3287-2,3288,3289

9.1 54.0 6,040 10.8 150 土俵積 20

新 池 ２ 号 祇園町字大谷丙1631 4.6 45.0 1,800 2.5 4 土俵積 21
上 池 祇園町字大谷乙1631 4.2 55.0 2,100 2.8 4 土俵積 22
下 池 祇園町字大谷乙1667 5.6 68.0 1,900 2.2 4 土俵積 23
影 浦 沼田町大字吉山字堂ヶ谷 7.2 26.0 3,600 2.7 － 土俵積 24
森 田 池 沼田町大字吉山字大利蔵10515 2.0 10.0 27 0.3 1 土俵積 25
荒 谷 池 上安町 17.1 63.0 30,000 11.2 33 土俵積 26
尾 越 相田町字東尾越927 6.3 40.7 1,250 1.3 － 土俵積 27
谷 本 池 伴北六丁目4129-2 3.3 17.0 107 0.9 3 土俵積 28
願 成 寺 毘沙門台東一丁目19-2 3.6 17.0 700 － － 土俵積 30
大 石 原 高取南町大石原甲916 4.3 40.0 1,300 － 44 土俵積 32
中 池 祇園町字大谷乙1645 5.3 47.0 2,000 － 528 土俵積 33
宝 谷 池 山本町字戸石3277 4.0 40.0 350 － 55 土俵積 34
寺 山 山本八丁目1433,1442-2,1466,1444 2.9 30.0 500 － 114 土俵積 35

土 井
伴北町字土井8782，
伴北町字宮野谷4894,4901

3.8 43.0 1,890 － 292 土俵積 36

桧 梅 大塚東一丁目1717－2 3.2 45.0 2,000 － 7 土俵積 37
米 林 池 沼田町阿戸狐ケ城10654-2 2.3 13.0 127 － 7 土俵積 39
寄 木 池 沼田町阿戸高野原2023-3 3.5 25.0 220 － 3 土俵積 38
小 松 池 沼田町阿戸飯ノ山10147番 2.4 20.0 150 － 9 土俵積 41

前 原
伴中央七丁目7086,3996-4,
4001-3,4011-5

10.2 86.0 14,000 － 88 土俵積 42

西 部 池 安佐町大字小河内大利谷6406 11.5 33.0 5,900 6.7 5 土俵積 43
桧 山 貯 水 池 大林町野上6113 10.8 130.0 8,600 5.0 9 土俵積 44
国 丸 三入南二丁目189 4.2 19.0 500 1.1 23 土俵積 45
ゴ ロ イ 口田南町字柳ヶ谷1108 4.1 36.0 500 1.3 2 土俵積 46
柳 ヶ 谷 口田南町字柳ヶ谷965 4.4 68.0 1,700 2.7 4 土俵積 47
草 谷 口田南六丁目1518 6.0 57.0 3,000 2.4 11 土俵積 48
小 谷 深川町字堂ノ本3676 5.2 58.0 800 3.9 11 土俵積 49 ○ ○ ○
久 保 山 池 落合南町字久保山1302-2 8.5 58.9 4,900 5.8 6 土俵積 50
西 ヶ 迫 白木町大字志路字奥谷5744 6.9 40.0 2,000 1.4 2 土俵積 51 ○ ○ ○
林 １ 号 白木町大字三田字林2252 9.5 70.0 2,500 3.6 8 土俵積 52
落 尻 池 白木町大字秋山字落尻471 2.2 35.0 140 0.3 2 土俵積 53
後 迫１ 号池 狩留家町後迫2726 1.9 24.0 80 0.3 2 土俵積 54
後 迫３ 号池 狩留家町後迫2690 7.0 25.0 327 0.6 1 土俵積 55
上岡1号（旧岡上） 白木町大字三田字法恩寺8242 4.0 39.0 1,000 2.1 2 土俵積 56
行 根 安佐町大字鈴張字行根表5004 3.0 21.0 400 1.6 4 土俵積 57
鳥 屋 ヶ 森 可部町大字綾ヶ谷字鳥屋森1016-2 5.9 28.0 1,200 0.3 － 土俵積 58
神 宮 寺 亀山南二丁目1449 3.6 38.0 1,400 2.1 8 土俵積 59
上 畠 安佐町大字飯室字防ヶ迫 4.5 20.0 1,040 7.4 45 土俵積 60
奥 梶 名 池 白木町大字志路字上梶名5198 4.0 21.0 360 1.2 1 土俵積 61
谷 奥 下 白木町大字小越字谷奥1158 3.7 40.0 1,300 3.2 12 土俵積 62
城 下 安佐町久地城下338 8.8 58.0 5,000 － 14 土俵積 63
大 坪 安佐町毛木大坪145 7.0 20.0 1,800 － 5 土俵積 64
鈩 池 安佐町鈴張鈩3611 2.1 35.0 147 － 0 土俵積 65
ヌ タ ケ 原 可部町上原東山687 7.0 35.0 1,800 － 92 土俵積 66 ○ ○ ○
奥 桧 山 大林町聖滝3319 10.1 60.0 3,700 － 1 土俵積 67
一 ヶ 谷 池 口田南町 5.5 54.0 5,625 － 135 土俵積 68
佐 川 池 可部町勝木字一ノ坪2273 1.9 20.0 120 － 5 土俵積 69 ○ ○
権 現 可部町勝木権現 5.2 24.0 1,200 － 84 土俵積 70 〇 〇 〇
蛇 の 池 白木町志路蛇の池 4.2 63.0 3,200 － 7 土俵積 71
桜 峠 池 白木町秋山堀越甲2492 0.8 19.0 107 － 27 土俵積 72
下 野原 １号 白木町三田下野原 5.0 47.0 4,500 － 2 土俵積 73
黒 王 池 狩留家町黒王甲1061 2.1 74.0 400 － 10 土俵積 74
坊 地 狩留家町坊地1231-1 3.3 22.0 600 － 19 土俵積 75
加 唐 口田南町加唐1220 5.5 43.0 1,300 － 299 土俵積 76
吹 上 げ 口田南三丁目97-2 3.3 38.0 800 － 90 土俵積 77
追 分 安佐町後山峠2234 4.9 41.0 1,800 － 18 土俵積 78
一 面 安佐町小河内一面5371 7.8 60.0 1,800 － 5 土俵積 79

行
政
区

名　称 所　　在　　地
規　模

決 壊 時
応　急
対　策
工　法

附図
番号

主な改修必要か所
備　考

予想被害

堤体
余水
吐

取水
施設

東
　
　
区

安
　
　
　
佐
　
　
　
南
　
　
　
区
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北
　
　
　
区
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堤高 堤長 貯水量 面積 戸数
（ｍ） （ｍ） （ｍ3） （ha） （戸）

戸 崎 池 安佐町鈴張 6.1 41.0 2,060 － 10 土俵積 80
原 迫 可部町大字大毛寺字安光1868 － 15.0 480 － － 土俵積 82 ○ ○ ○
上 西 池 可部町桐原神の前1352 1.7 11.0 140 － 4 土俵積 83
明 当 池 落合南町 9.0 67.0 9,500 － 288 土俵積 84
合 力 落合南町合力121 8.0 35.0 2,200 － 1 土俵積 85
桐 陽 台 三入東一丁目2545 18.3 126.0 12,200 － 36 土俵積 86

倉 掛 ３ 号 倉掛三丁目31 4.0 77.0 5,000 － 119 土俵積 87
筒 瀬 １ 号 安佐町筒瀬中志峠 5.2 82.0 4,100 － 16 土俵積 88
筒 瀬 ２ 号 安佐町筒瀬中志垰1480 6.9 62.0 8,100 － 17 土俵積 89
金 川 高陽町 5.9 25.0 1,320 0.4 0 土俵積 174 ○ ○
馬 場 中野町字岡﨑3288 2.4 34.5 80 0.1 1 土俵積 91
新 池 中野東町字奥畑2234 4.3 47.0 610 0.5 － 土俵積 92
古 池 中野東町字奥畑2117 3.9 32.0 300 0.5 － 土俵積 93
細工 ３号 池 中野東町字細工4516 6.5 35.0 2,200 3.1 46 土俵積 94
押谷 １号 池 阿戸町字押谷1803 7.1 95.0 4,900 1.9 － 土俵積 96
竹 広 池 阿戸町字上田字西方2208 1.8 22.0 47 0.4 － 土俵積 97 ○ ○

平 山 １ 号 阿戸町字谷迫652 4.8 27.0 173 0.5 3 土俵積 98
新池 １号 池 船越町字松山平551 5.7 28.0 1,800 2.5 24 土俵積 99

箱 師 池 矢野東四丁目3340 2.3 25.0 200 0.3 2 土俵積 100 ○ ○
藤 ヶ 迫 池 畑賀町字上水谷東2163 3.8 22.0 1,000 0.7 3 土俵積 101
二 ツ 掛 池 畑賀町字甲越3467 5.5 80.0 2,070 2.1 4 土俵積 102
穴 の 口 池 畑賀町字掛樋田3272 4.9 23.0 930 0.7 － 土俵積 103
水 越 上 池 畑賀町字西宗屋 9.9 101.0 27,868 12.7 7 土俵積 104
戸坂（上田）

池
阿戸町字戸坂2014 2.4 40.0 200 0.7 － 土俵積 105

高 当 池 阿戸町字下畠320 3.1 30.0 500 2.2 7 土俵積 107
水 越 下 池 畑賀町鹿子垣内東 6.2 85.0 10,300 － 47 土俵積 108
海 の 平 池 畑賀町為角 5.9 22.0 6,000 － 61 土俵積 109
澤 田 池 中野東町大谷 6.5 44.0 3,100 － 44 土俵積 110

大 藤 池 瀬野川町下瀬野大藤268番地 3.4 39.0 477 － 72 土俵積 111
中 道 原 池 瀬野川町下瀬野 8.8 36.7 2,600 － 13 土俵積 112
天 神 池 瀬野川町山田ケ原2789 6.1 70.0 13,900 － 54 土俵積 113
牛 ケ 谷 １号

池
阿戸町牛ケ谷1557 4.3 60.0 1,800 － 46 土俵積 114

牛 ケ 谷 ２号
池

阿戸町牛ケ谷1628 3.0 58.0 1,100 － 7 土俵積 115

牛 ケ 谷 ３号
池

阿戸町牛ケ谷162 2.9 49.0 900 － 41 土俵積 116

牛ヶ 谷大池 阿戸町牛ヶ谷242－1 14.2 106.0 51,062 － 64 土俵積 117

押谷 ２号 池 阿戸町押谷1823-1 6.5 88.0 5,100 － 44 土俵積 118
京之 岡 １ 号

池
中野東町字京之岡6096番地 4.0 35.0 330 － 3 土俵積 119

西 村 池 瀬野川町下瀬野宮垣内1571番地 3.1 19.0 112 － 4 土俵積 121
干 野 池 瀬野川町下瀬野正之坪498番地 2.1 36.0 182 － 4 土俵積 122
小 野 村 池 瀬野川町下瀬野中宇根496-1番 2.3 28.0 84 － 3 土俵積 123
登 龍 池 上瀬野町下河内827 3.8 21.0 400 － 5 土俵積 124
中 村 池 阿戸町水落3225 2.6 28.0 113 － 2 土俵積 125
佐 久 間 池 阿戸町宮の郷2860 3.4 18.0 200 － 1 土俵積 126
大 幡 池 阿戸町市原1229 1.8 24.0 120 － 1 土俵積 129
今 中 池 阿戸町押谷1879 2.2 16.0 240 － 29 土俵積 130
花 上 新 矢野町花上3191 3.5 27.0 427 － 5 土俵積 131
薬 師 矢野町花上3234 4.2 23.0 267 － 10 土俵積 132

中 池 船越町松山平547 6.0 38.0 1,100 － 516 土俵積 133
鏡 池 中野町鏡谷1074 5.0 34.0 900 － 95 土俵積 134
洗 川 池 中野町洗川1759 6.6 43.0 700 － 1 土俵積 135
井 上 池 瀬野川町上瀬野大奈1657番地 2.8 24.0 235 － 9 土俵積 136 〇 〇
天野 ２号 池 瀬野川町上瀬野久井原163-2番 1.9 10.0 31 － 2 土俵積 137 〇 〇 〇
野 地 阿戸町旭浦7190 3.5 20.0 67 － 3 土俵積 138 〇
畠 池 阿戸町上畑112 3.6 31.0 800 － 8 土俵積 139

泉 矢野東六丁目泉4566 3.3 33.7 600 － 37 土俵積 140 〇 〇
庄 野 坪 畑賀町字庄野坪3564 1.0 8.0 40 － － 土俵積 141
王 子 ヶ 峠 畑賀町字王子ヶ峠3328 1.5 20.0 150 － － 土俵積 142

上 為 角 畑賀町上為角3822 2.1 20.0 200 － － 土俵積 143 〇 〇 〇
尾 崎 畑賀町字七朗ヶ谷3975 2.9 65.0 600 － － 土俵積 144 〇 〇
上 影 畑賀町字上影道上205 2.8 26.0 150 － － 土俵積 145
野 間 中野町字岡崎1228 5.5 20.0 620 － － 土俵積 146 〇 〇
吉 田 中野町字岡崎1334 3.3 28.0 30 － － 土俵積 147
井 上 阿戸町字西方乙2325 1.6 39.0 100 － － 土俵積 148 〇 〇 〇
奥為 角 ２号 畑賀町奥為角3696 1.3 5.0 30 － － 土俵積 149
赤 羽 迫 中野町字舞原1639 3.1 － 180 － － 土俵積 150
宮 脇 ２ 号 中野町字宮脇2153 4.0 35.0 450 － － 土俵積 151
北 尾 矢野東四丁目3499 4.0 32.0 280 － － 土俵積 152
久 保 1 号 池 中野東町字室重4419-1 5.6 55.0 1,310 － － 土俵積 153
久保 ２号 池 中野東町字室重4421 4.6 33.0 50 － － 土俵積 154

柳 池 畑賀二丁目429 1.5 22.0 200 － － 土俵積 155 〇 〇
鉾 取 １ 号 中野東町字鉾取1139 3.3 39.0 300 － 166 土俵積 175
矢 野 池 瀬野川町上瀬野奥畑2294番地 3.2 46.0 175 － － 土俵積 176 〇 〇 〇
門 前 矢野町的場2209 2.8 56.0 200 － 0 土俵積 177 〇 〇
長 尾 池 畑賀一丁目241番 2.0 19.0 200 － － 土俵積 178 〇 〇
細工 ２号 池 中野東町細工4537 3.3 29.0 500 － － 土俵積 179

備　考
予想被害

堤体
余水
吐

取水
施設

所　　在　　地
規　模

決 壊 時
応　急
対　策
工　法

附図
番号

主な改修必要か所
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佐
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堤高 堤長 貯水量 面積 戸数
（ｍ） （ｍ） （ｍ3） （ha） （戸）

坪 井 上 池 廿日市市大字市原字牛池山716-1 10.6 95.2 17,400 18.6 5 土俵積 157
受益地＝
　五日市町

坪 井 下 池 廿日市市大字市原字牛池山716-1 8.0 60.0 18,000 17.1 3 土俵積 158
受益地＝
　五日市町

有 井 五日市町大字石内字上日焼3866 4.3 25.0 1,400 0.7 － 土俵積 159
千 同 観音台一丁目146ほか 6.6 65.0 6,600 － 163 土俵積 161
貴 船 原 五日市町三宅若山1169-2ほか 6.6 60.0 4,814 － 291 土俵積 162
入 の 谷 五日市町三宅入の谷125ほか 4.0 43.0 1,360 － 4 土俵積 163 〇 〇
西 日 浦 畑 湯来町大字葛原字西日浦 5.8 28.5 613 － 0 土俵積 167
十 文字 1号 湯来町大字白砂字十文字1274-1 4.0 － 30 － 0 土俵積 168
柏 原 1 号 湯来町白砂字柏原3211 2.0 30.0 469 － 1 土俵積 169

東 大畑 1号 湯来町伏谷字西野地698 4.2 24.0 588 － 13 土俵積 170
柏 原 1 号 湯来町麦谷字松尾山甲328-1 3.5 15.0 80 － 1 土俵積 171
谷 本 五日市町大字石内3972-1 5.0 － 1,000 － － 土俵積 172
隠 の 里 倉重３丁目384 4.8 50.0 12,800 － 355 土俵積 160

　161か所
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３  未完成の宅地造成地《 都市整備局宅地開発指導課》  

⑴ 総括表 

                            （ 令和 6 年 10 月１ 日現在） 

行  政  区 箇 所 数 面 積（ ha）  摘   要  

中     区 0 0   

東     区 8 2. 88   

南     区 4 18. 23   

西     区 3 7. 82    

安 佐 南 区 11 150. 97   

安 佐 北 区 13 95. 04   

安  芸  区 6 89. 72   

佐  伯  区 7 77. 90   

計 52 442. 56   
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※開： 開発許可、 宅： 宅地造成工事許可、 区： 土地区画整理事業認可 

 

 

 

 

 

 

  

　　⑵　個別一覧表

行政区 造成場所
開発
手法

面積
（ha）

造成主
工事施行者
（電話番号）

摘
要

㈱ヒロヨシ

(883-0150)
㈲金村建設

(232-3760)

㈱下前建設

(899-3048)

㈱下前建設

(899-3048)

㈱黒部建設

(533-6875)

㈱下前建設

(899-3048)

門田建設工業㈲ 　

(921-1411)

門田建設工業㈲

(921-1411)

㈱奥村組（236-6724）

㈱NIPPO（287-2779）

㈱三戸重機

(847-3400)

月山　岳志

（090-4801-7763）

未定

河井建設工業㈱

（291-1211）

大和ハウス工業㈱中国支社

（501-5591）

芸北建設

(812-2429)

円蔵院太陽の会

(086-805-4100)

㈱フジコウ

(262-8777)

㈱楠建

(848-6000)

㈱尼子建設

(875-4070)
未定

㈱フジタ広島支店

(846-5725)

㈲タカハチ

（212-1441）

未定

㈱SORI

（544-2506）

㈲水野砂利

0.33 ㈱尼子建設

広島市朝見原土地区画
整理組合

藤谷　孝行

錢高･鴻治組建設工事共

同企業体
（546-2730)

南区本浦町334番12の一部ほ
か5筆

宅

計　 4か所

上安町字緑ヶ丘2042-1の一部
ほか4筆

井口一丁目927番の一部ほか2

筆

高須三丁目1053番61の一部ほ

か1筆

己斐中二丁目63番10及び63番

12

伴中央五丁目5532番の一部ほ
か6筆

宅 0.46 曽里舗装㈱

計　11か所 150.97

7.82

0.07

開 0.17

宅 0.02 石原　美知子

フォーシン建設㈱

0.22

楠　七海雄

0.24 ㈱三戸重機

アイエス㈱

宗教法人円蔵院太陽の
会

広島市

宅

7.56
観音新町四丁目2874番69の一

部
開

伊勢社宮総代代表
奈良原　宏

宅 18.72

山本六丁目1029番4ほか 宅

南区

楠那町・丹那町・丹那新町の
各一部

区
宅

10.74

計　 4か所 18.23

安佐南区

沼田町大字伴
開
宅

126.73

八木五丁目6101-45の一部ほ
か10筆

宅 0.15

八木三丁目3034番1の一部ほ
か3筆

宅 0.22

沼田町大字伴字佐胡596番1ほ
か69筆

シンアイ不動産販売㈱

㈱黒部建設

島屋不動産㈱0.30宅中山上一丁目1234番8ほか3筆

セントラル㈱0.02宅牛田南二丁目112番6

計　8か所

馬木六丁目449番2の一部ほか
6筆

牛田東一丁目

開

宅

2.88

0.29

0.42

西区

東区

福田二丁目2618の一部ほか3筆 宅 0.03 中土井　重治

馬木二丁目521-1ほか10筆 開 0.53 ㈱ジェイエステート

上温品四丁目353番12の一部
ほか4筆

開 0.30 ㈲畠中商事

馬木七丁目586番11の一部ほ
か25筆

開 0.99 矢神興産㈱

宇品海岸三丁目 宅 5.73 ㈱チャリ・ロト

出島二丁目2番13 開 1.52

大塚東一丁目1717番の一部ほ

か2筆

山本九丁目750番1ほか15筆

伴西二丁目7番の一部 宅

開

宅

開

広島市

㈲タカハチ

学校法人修道学園

㈱日本環境保全サービ

ス

1.42

0.21

2.03

0.48
高取北一丁目2番の一部ほか

11筆

広島市

宅
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※開： 開発許可、 宅： 宅地造成工事許可、 区： 土地区画整理事業認可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政区 造成場所
開発
手法

面積
（ha）

造成主
工事施行者

（電話番号）
摘
要

栄進重機㈲

(837-2038)

坂原組

(818-8765)

ニコー㈱

(844-0293)

㈲星野組

(842-5811)

㈱栗本

(293-8500)

渡辺工務店

よしや建設㈱
(281-3984)

㈱クリショー

(828-1112)

協和鉱業㈱

(815-1386)

㈱不動研

(849-0558)

広成建設㈱

(264-1711)

ジオレックス㈱

(961-4783)

境谷工業㈱

(814-4437)

㈲山一建設

(234-0110)
㈲山一建設

(234-0110)

石谷興業㈲

(822-1821)

㈱熊野技建

(854-4344)
㈱下前建設

(899-3048)

山陽工業㈱

(232-6471)

㈱フジタ

(941-5102)

大之木建設㈱

(231-5244)

未定

門田建設工業㈲

(921-1411)

㈱網本工業

(220-4309)

大和ハウス工業㈱

(501-3451)
開

㈱ツルハグループドラッグ＆
ファーマシー西日本

77.90

計　13か所 95.04

開

五日市港一丁目1番の一部及
び2番の一部

89.72

宅

西広島開発㈱

㈱熊野技建

岩谷興業㈱

0.34

計　7か所

佐伯区

0.45 フォーシン建設（株）

広島市佐伯区五日市町石内字
穴ヶ迫6551番4 ほか

開 27.22 ㈱トーシン住宅

五日市町大字美鈴園33番6ほ
か2筆並びに五日市町大字中
地字長迫10004番ほか1筆

開 0.14
㈱吉将コーポレーショ
ン

宅

五日市町大字下河内字野地
135番1の一部ほか109筆

開
宅

五日市町大字石内字押入山
1816番21ほか65筆

五日市町大字下河内字川坂14
番 ほか

0.26

2.76

中野三丁目1099-5の一部ほか
6筆

矢神興産㈱

計　 6か所

安芸区

安佐北区

安佐町大字あさひが丘1040-4
の一部

宅 0.15 栄進重機㈲

可部町大字綾ヶ谷字畑241ほ
か5筆

宅 0.30 ㈲寺岡組

瀬野町字長者山 宅 0.91

船越町字岩瀧山303-1、304-1
の各一部

80.90
広島市安芸土地区画整
理組合

0.17 よしや建設㈱

協和鉱業㈱

0.09

矢野町字鷹巣708-1ほか19筆

0.76 西日本旅客鉄道㈱

安佐町大字鈴張字夕畑3942番
5の一部ほか

宅 0.46 ジオレックス㈱

安佐町大字飯室字上沖田3505
番の一部ほか

宅 0.46 八千代工業㈱

安佐町大字鈴張字片平2995-1
ほか21筆

宅 2.46

安佐町大字後山字迫分乙1039
ほか

小河原町字佛堂508-2ほか6筆

白木町大字志路字大瀑3933番
1の一部ほか281筆

宅 82.89 ㈱クリショー

宅

神川　栄三

安佐町大字あさひが丘1225-1
の一部

宅 0.10 二井　信幸

船越二丁目ほか
区
宅

白木町大字志路字高盛4953-1
ほか14筆

安佐町飯室字猪之子4506-1の
一部ほか7筆

宅 0.07

㈻IGL学園

五日市町大字石内字教場4644
番の一部ほか26筆

20.09

開 26.98
広島県広島港湾振興事
務所

宅

㈱みどり

宅 6.94

瀬野町字中道原

宅 6.50

宅 0.50

宅

宅 0.54

石谷興業㈲

㈲山一建設

㈲山一建設

亀山六丁目1817番1ほか5筆 宅 0.22 ㈱不動研

安佐町大字毛木字山田1036-1
ほか23筆
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別表第６ 市有水防倉庫一覧表《消防局警防課》 

                            （ 令和 4 年 10 月 31 日現在）  

名   称 位       置 管理区分 附図番号  

大 手 水 防 倉 庫 中区大手町五丁目 19 番７ 号 中消防署長 １   

吉 島 水 防 倉 庫 中区吉島西三丁目２ 番３ 号 〃 ２   

白 島 水 防 倉 庫 中区白島九軒町 12 番 20 号 〃 ３   

江 波 水 防 倉 庫 中区舟入南六丁目２ 番１ 号 〃 ４   

光 水 防 倉 庫 東区光町二丁目 12 番６ 号 東消防署長 ５   

戸 坂 水 防 倉 庫 東区戸坂出江二丁目 9 番 11 号 〃 ６   

温 品 水 防 倉 庫 東区温品七丁目 16 番４ 号 〃 ７   

福 田 水 防 倉 庫 東区福田七丁目２ 番 10 号 〃 ８   

段 原 水 防 倉 庫 南区的場町二丁目 5 番 14 号 南消防署長 ９   

青 崎 水 防 倉 庫 南区東青崎町 10 番 25 号 〃 41  

日宇那水防倉庫 南区日宇那町 11 番 22 号 〃 10  

東本浦水防倉庫 南区東本浦町 23 番６ 号 〃 11  

水 上 水 防 倉 庫 南区宇品海岸二丁目 23 番 39 号 〃 12  

宇 品 水 防 倉 庫 南区宇品東二丁目 1 番 46 号 〃 36 

似 島 水 防 倉 庫 南区似島町字家下 752 番地 74 〃 13  

都 水 防 倉 庫 西区都町 43 番 10 号 西消防署長 14  

三 篠 水 防 倉 庫 西区三篠町三丁目 16 番 23 号 〃 37 

己 斐 水 防 倉 庫 西区己斐中三丁目 14 番２ 号 〃 15  

庚 午 水 防 倉 庫 西区庚午中四丁目 21 番 19 号 〃 38 

井 口 水 防 倉 庫 西区商工セン タ ー四丁目１ 番１ 号 〃 16  

佐 東 水 防 倉 庫 安佐南区緑井一丁目 10 番 3 号 安佐南消防署長 17  

上 安 水 防 倉 庫 安佐南区上安五丁目８ 番 14 号 〃 18  

祇 園 水 防 倉 庫 安佐南区祇園二丁目 48 番 11 号 〃 19  

山 本 水 防 倉 庫 安佐南区山本四丁目９ 番９ 号 〃 20  

沼 田 水 防 倉 庫 安佐南区伴東四丁目 18 番 6 号 〃 21  

東 原 水 防 倉 庫 安佐南区東原一丁目５ 番11 号 〃 34  

中 島 水 防 倉 庫 安佐北区可部南四丁目 26 番 13 号 安佐北消防署長 22  

可 部 水 防 倉 庫 安佐北区可部七丁目７ 番16 号 〃 23  

大 野 水 防 倉 庫 安佐北区可部町大字勝木1109 番地2 〃 24  

安 佐 水 防 倉 庫 安佐北区安佐町大字飯室3052 番地１  〃 25  

高 陽 水 防 倉 庫 安佐北区真亀一丁目３ 番６ 号 〃 26  

白 木 水 防 倉 庫 安佐北区白木町大字市川字天応 1533 番地５  〃 27  

中 野 水 防 倉 庫 安芸区中野三丁目 21 番１ 号 安芸消防署長 28  

阿 戸 水 防 倉 庫 安芸区阿戸町字宮之郷 2898 番地 13 〃 29  

矢 野 水 防 倉 庫 安芸区矢野東五丁目７ 番 18 号 〃 30  

船 越 水 防 倉 庫 安芸区船越南三丁目６ 番 12 号 〃 31  

五日市水防倉庫 佐伯区五日市中央七丁目 25 番 18 号 佐伯消防署長 32  

八 幡 水 防 倉 庫 佐伯区利松一丁目５ 番 24 号 〃 39 

海老園水防倉庫 佐伯区海老園一丁目２ 番 54 号 〃 33  

湯 来 水 防 倉 庫 佐伯区湯来町大字和田 224 番地 〃 35  

石 内 水 防 倉 庫 佐伯区石内北五丁目５ 番１ 号 〃 40  
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別表第７ 水防倉庫の備蓄基準《消防局警防課》 

１  基準倉庫１ 棟当り の備蓄基準         ２  水防倉庫別基準 

区 分 品   名 基準数  行政区 水防倉庫名 基準数 

資  材 

袋物 

 （ PP 土俵）  

縄類 

丸太又は鉄杭（ 1. 2ｍ）  

丸太又は鉄杭（ 2. 0ｍ）  

普通ビ ニ ールシ ート  

    ( 3. 6ｍ×5. 4ｍ）  

大型ビ ニ ールシ ート  

    ( 10ｍ ×10ｍ )  

鉄線 

ロ ープ （ 10ｍ）  

1 , 5 0 0枚  

 

  1 5巻  

 1 5 0本  

  5 0本  

  1 5枚  

 

   5枚  

 

   1 5㎏  

   ５ 本  

 

中  区  

大 手 ・ 吉 島  

白 島  

江 波  

２ 倍 

基準 

基準 

東  区  

 光  

戸 坂  

温 品  

福 田  

２ 倍 

基準 

基準 

基準 

南  区  

段 原  

青 崎  

日 宇 那  

東 本 浦  

水 上  

宇 品  

似 島  

２ 倍 

基準 

基準 

基準 

基準 

基準 

２ 倍 

機  材 

シ ャ ベル 

かけ や又は金大ハン マ ー 

たこ  

おの 

のこ ぎ り  

ペン チ 

かま  

手かぎ  

つる はし  

長と び 

から く わ 

かな づち  

手押一輪車 

救命胴衣 

    2 0丁  

  5丁  

  2丁  

  2丁  

  2丁  

  2丁  

  5丁  

  4丁  

  4丁  

  2丁  

  2丁  

  2丁  

  3台  

  5着  

 

西 区 

 都 

三篠 

己斐 

庚午 

井口 

２ 倍 

基準 

基準 

基準 

基準 

 

安佐南区 

佐東 

上安 

祇園・ 山本 

沼田 

東原 

３ 倍 

基準 

基準 

２ 倍 

基準 

 

安佐北区 

中島・ 大野 

可部 

安佐 

高陽 

白木 

２ 倍 

基準 

３ 倍 

２ 倍 

２ 倍 

サン ド レ ッ ド  
各 水 防 倉 庫  

   1個  
安 芸 区 

中野 

阿戸 

矢野 

船越 

２ 倍 

基準 

基準 

２ 倍 
 

佐 伯 区 

五日市 

八幡 

海老園 

湯来 

石内 

２ 倍 

基準 

基準 

２ 倍 

基準 

 

 合 計 ３ ８ 倉庫 １ . ５ 倍 
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１　国土交通省太田川河川事務所所有備蓄水防資機材配置表 令和6年4月1日現在

枚 ㎏ 本 本 丁 巻 枚 枚
50㎝×50㎝　(100枚入)2箱

15,000 10♯ 木杭 鉄杭 掛矢  　 2 9m/m ブルーシート 20m/袋   4袋 50㎝×47㎝　（50枚入）4箱
10㎏ 45㎜角 φ22㎜ 1巻(100m) (3.6×5.4m) 15m/袋   3袋 長尺物 50㎝×23m（50枚/1連）1箱

耐候性 1.5m　90本 1.2m   40本 大ハンマー トラロープ １枚 20cm×25cm
大型土嚢 12♯  (3.5㎏)   1 12m/m  φ150×2m （80枚入り）2箱

660 2㎏ 2巻(200m) ブルーシート (4本入） 6箱 のれん式（万国旗型）
40mm角 被覆杭 マニラ　 (6.0×9.0m) φ110×2m 　6.5m/連×10連 　1箱

袋詰玉石 1.2m   30本 φ22㎜ 3巻(600m) １枚 (6本入） 2箱 　5.0m/連×10連 　8箱
袋2t用 1.5m　35本 （6.5m×4本、13m×2本）　15箱

80
耐候性 のれん式
大型土嚢 　5.0m/連×10連 　1箱

50
（製作済）

耐候性
土嚢

1700
（製作済）

10200 #8 丸太 鉄パイプ 掛矢 3本 ﾄﾗﾛｰﾌﾟ ﾌﾞﾙｰｼ ﾄー 13個 φ110×2m 65㎝×65㎝
１ｔ土嚢 100㎏ φ15㎝ φ2㎝ φ5㎜ 1束 (3.6×5.4m) (2ｹ入) (6本入） 7箱 (100枚入) 2箱

60 3.0m     2本 1.2m　214本 大ハンマー φ10㎜ 13束 190 50㎝×47㎝
耐候性 2.0m  186本 1.5m　208本 (3.5㎏) φ10㎜ 200m巻 防炎シート φ150×2ｍ (50枚入) 4箱
大型土嚢 1.5m    22本 3本 14束 (3.6×5.4m) （3本入）1箱 50㎝×50㎝
（３年） φ10㎝ 麻ロープ 25 (50枚入) 7箱

170 4.0m  381本 玉掛けﾜｲﾔｰ φ10㎜ 4束 50㎝×50㎝
麻土のう 1.5m    70本 鉄杭 ﾘﾘｰｽﾌｯｸ PPロープ (100枚入) 5箱

4100 φ19㎜ 5t用　　 φ8㎜ 2束 38㎝×55㎝
土のう(PE) 木杭 1.5m  21本 1個 ロープ (50枚入) 3.5箱

10000 45㎜角 φ5㎜ 4束 のれん式（万国旗型）
0.6m    49本 5.0m/連×10連　7箱

　6.5m/連×10連　6箱
6.5m×4本入/13ｍ×2本入  2箱 

のれん式
50cm×23cm　3箱

0 マニラ　 20m/袋  13袋 （20m/箱）8箱

2巻(100m) 50cm×50cm(100枚入)1箱

65cm×65cm（100枚入）10箱

万国旗型

（6.5m×4本、13m×2本/箱）4箱
700 8♯ 木杭 掛矢　 　6 10m/m (3.6m×5.4m) 10 20m/袋  10袋 65㎝×65㎝　(100枚入)　7箱

100㎏ 45㎜角 (100m)6巻 90 65㎝×65㎝　(100枚入)　1箱
１ｔ土嚢 1.5m  60本 大ハンマー 50㎝×50㎝　(100枚入)　2箱

190  (3.5㎏)   5m/m 50㎝×50㎝　(150枚入)　3箱
鉄杭 2 (200m)6巻 67cm×35cm×1.5cm　72枚

１ｔ土嚢 φ19㎜ 20㎝×25㎝　(80枚入)　3箱
UV剤配合 1.5m  200本 玉掛けﾜｲﾔｰ 楕円型ネット　入り

340 ﾘﾘｰｽﾌｯｸ 25㎝×50㎝　(10個入)　3箱
12.5t用　　 のれん式（万国旗型)

耐候性 2 6.5m×4本、13m×2本/箱　5箱
大型土嚢 50㎝×50㎝（5m／連・10連）1箱

80 11㎝φ×2m/6本　2箱

袋詰玉石

袋材2t用

290
7,400 8♯ 丸太 鉄パイプ 掛矢　 　1 30m（3分） 14 20 65㎝×65㎝　（100枚入）　8箱

50㎏ φ10㎝ φ2㎝ 　　3巻 50㎝×50㎝　（100枚入）　2箱
１ｔ土嚢 1.0m  50本 1.2m　375本 50㎝×47㎝　（50枚入）　3箱

70 50㎝×47㎝　　　　　　　47枚
木杭 鉄杭 長尺物 50㎝×23m（50枚/1連）

45㎜角 φ16㎜ 2箱
0.9m  15本 1.5m   45本 のれん式

6.5m/連×10連　1箱
5.0m/連×10連　8箱

φ9cm×2m/1本　（12本入）　
3箱

1,000 8♯ 木杭 鉄パイプ 掛矢　 　4 20m（3分） 20m/袋   6袋 20㎝×25㎝　（80枚入）　2箱
50㎏ 30㎜角 φ2㎝ 　　1巻 50㎝×47㎝　　　　　　　34枚

0.5m   7本 1.2m　36本 大ハンマー
 (3.5㎏)   3 のれん式

6.5m/連×10連　1箱
耐候性
１ｔ土嚢 φ11cm×2m/1本 （6本入）　1箱

60
13,880 10♯ 丸太 鉄パイプ 掛矢　 　　4 9m/m ブルーシート 14 20m/袋  13袋 65㎝×65㎝ (100枚入)　8箱

200㎏ φ8㎝ φ2.2㎝ 2巻(300m) 107枚 65㎝×65㎝ (100枚入)　4箱
１ｔ土嚢 2.0m    7本 1.8m　 99本 大ハンマー 4m/m 防炎シート 30㎝×30㎝ (50枚入)　17箱

127 8♯ φ10㎝  (3.5㎏)   1 1巻(100m) 6枚
100㎏ 1.5m    8本 鉄杭 12m/m 50㎝×47㎝　（50枚入）　6箱

φ19㎜ 4巻(400m) 長尺物 50㎝×23m（50枚/1連）
木杭 1.5m   38本 2箱

40㎜角 粉末缶入り　9kg
1.2m   10本 のれん式

45㎜角 （6.5m×4本、13m×2本）　3箱

1.0m   37本 　6.5m/連×10連 　4箱
50㎜角

1.5m　 54本

55㎜角

1.5m　 31本

材　　　　　　　　　料　　　　　　　　　名管

理

者

保

管

場

所

土

の

う

袋

鉄

線

丸

太

等

鉄

パ

イ

プ

等

掛

矢

等

水

防

マ

ッ

ト

シ

｜

ト

ロ

｜

プ

小
瀬
川
出
張
所
長

小
瀬
川
出
張

所
倉
庫

可
部
出
張
所
長

可
部
出
張
所
倉
庫

オ

イ

ル

フ

ェ

ン

ス

吸

着

マ

ッ

ト

加

計
出
張
所
長

巴
町
倉
庫

香
草
倉
庫

施設
管理
課長

高瀬
分室
倉庫

大
芝
出
張
所

長

大
芝

出
張
所
倉
庫

己

斐
出
張
所
長

己

斐
出
張
所
倉
庫

草津
倉庫

別表第８ 国及び県の所有する備蓄資機材 
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２　国土交通省所有備蓄倉庫及び備蓄土　《太田川河川事務所》

水防倉庫

番　号

Ⅰ 己斐水防倉庫

Ⅱ 大芝出張所水防倉庫

Ⅲ 高瀬分室水防倉庫 広島市安佐南区八木５丁目

Ⅳ 可部出張所水防倉庫 広島市安佐北区可部２丁目

Ⅴ 加計出張所水防倉庫

Ⅵ 小瀬川出張所水防倉庫

備蓄土

（太田川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 土　　　量

１ 大芝 放水路 1/600附近 右 広島市西区己斐東 100m3

２ 大芝 太田川 大芝出張所構内 右 広島市西区大芝 1,500m3

３ 大芝 太田川 6/000附近 左 広島市東区牛田新町 6,000m3

４ 大芝 太田川 10/000附近 右 広島市安佐南区東野 10,000m3

５ 大芝 太田川 11/000附近 右 広島市安佐南区川内 3,200m3

６ 大芝 古川 2/200附近 左 広島市安佐南区中筋 250m3

７ 大芝 太田川 12/800附近 右 広島市安佐南区川内 160m3

（小瀬川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 土　　　量

８ 小瀬川 小瀬川 4/000付近 左 大竹市木野１丁目 150m3

９ 小瀬川 小瀬川 6/200付近 左 大竹市木野２丁目 150m3

１０ 小瀬川 小瀬川 7/500付近 右 岩国市小瀬字御堂原 500m3

備蓄土のう

（太田川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 　　数　　　量

① 大芝 放水路 1/600附近 右
広島市西区己斐東
（己斐水防倉庫）

耐候性大型土のう

660袋
土のう

15,000袋

袋詰玉石(2t)
80袋

② 大芝 放水路 C3/400 右
広島市西区草津港１丁目
（草津水防倉庫）

耐候性大型土のう

50袋
耐候性土のう

1700袋
※製作済

③ 可部 太田川 15/800附近 右 広島市安佐南区八木 500袋

④ 可部 太田川 23/000附近 左 広島市安佐北区可部町今井田 100袋

⑤ 可部 三篠川 0/000附近 左 広島市安佐北区深川 300袋

⑥ 可部 三篠川 2/150附近 左 広島市安佐北区深川 240袋

⑦ 可部 根谷川 3/450附近 左 広島市安佐北区可部東 500袋

⑧ 加計 太田川 46/800附近 左 広島市佐伯区湯来久日市 906袋

⑨ 加計 太田川 62/280附近 左 山県郡安芸太田町下殿河内 大型土のう 　20袋

⑩ 加計 太田川 70/850附近 右 山県郡安芸太田町戸河内（明神橋） 400袋

（小瀬川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 　　数　　　量

⑪ 小瀬川小瀬川 6/200附近 左 大竹市木野２丁目 300袋

⑫ 小瀬川小瀬川 7/000附近 右 岩国市小瀬字御堂原
300袋

50袋(耐候性大型土のう)

⑬ 小瀬川小瀬川 7/150附近 左 大竹市木野２丁目 200袋

岩国市小瀬

山県郡安芸太田町加計及び巴町

出張所水防倉庫 所　　　在　　　地

広島市西区己斐東１丁目

広島市西区大芝３丁目
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備蓄ブロック

（太田川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 数量・規格

Ａ 大芝 放水路
C2/000～
C1/700 左

広島市西区観音新町4丁目
（広島ヘリポート横）

ﾍﾟﾝﾀｺﾝ（立体型)
４t  ２８８個

Ｂ 大芝 放水路
C2/500～
C2/400 右

広島市西区扇二丁目
（西部水資源再生センター横）

ﾍﾟﾝﾀｺﾝ（立体型)
４t  ６５個

Ｃ 大芝 太田川 10/150附近 右
広島市安佐南区東野
（東野側帯）

ﾍﾟﾝﾀｺﾝ（立体型)
４ｔ  ５０個

Ｄ 大芝 古川 3/400附近 右
広島市安佐南区緑井１丁目
（Ｒ５４沿い資材置き場）

ﾍﾟﾝﾀｺﾝ（立体型)
４ｔ  ５０個

Ｅ 大芝 太田川 12/800付近 右 広島市安佐南区川内６丁目

方塊ブロック＿＿＿
　　　（□1000）107個

　　　（□900）13個
　　　（□800）34個

Ｆ 可部 太田川 16/100附近 左 広島市安佐北区可部南
4t根固めブロック　11個

異形ブロック（ﾃﾄﾗ）100個

Ｇ 可部 太田川 18/600附近 右 広島市安佐南区八木

2t根固めﾌﾞﾛｯｸ10個
4t根固めﾌﾞﾛｯｸ36個

方塊ﾌﾞﾛｯｸ（□1000）80個
　　　　　  　（□900）22個
　　　　  　　（□800）18個

Ｈ 可部 太田川 19/000附近 右 広島市安佐南区八木

ｽﾄｰﾝﾌﾞﾛｯｸ（突型)
１t  394個

4ｔ根固めブロック　48個
袋詰め玉石（2t）270袋

Ｉ 可部 根谷川 0/000附近 左 広島市安佐北区深川
ｸﾘﾝｶﾞー ﾌﾞﾛｯｸ（立体型)

４ｔ  ５０個

Ｊ 加計 太田川
46/800附近

左 佐伯区湯来久日市堤防裏
袋詰め玉石（2t） 15個
三連ブロック（4t） 12個

K 加計 太田川 64/000附近 左
山県郡安芸太田町上殿
（戸河内IC裏）

袋詰玉石　20個
三連ﾌﾞﾛｯｸ（4ｔ） 39個

方塊ﾌﾞﾛｯｸ（1m3型）16個
3t根固めﾌﾞﾛｯｸ　5個

Ｌ
加計 滝山川 0/200附近 左

山県郡安芸太田町加計
（巴町水防倉庫前）

連節ブロック
24cm×47cm　1,360個

M

加計 滝山川 1/600附近 右
山県郡安芸太田町加計
（川･森･文化交流センター裏）

袋詰玉石　60個
ダイヤカットⅡ型350（A) 912個
ダイヤカットⅡ型350（B) 52個

コーケンﾌﾞﾛｯｸ3単位（消波ﾌﾞﾛｯｸ） 26個
三連ﾌﾞﾛｯｸ 変形型 D型（3ｔタイプ） 8個

三連ﾌﾞﾛｯｸ（4t）  47個
方塊ﾌﾞﾛｯｸ（1m3型）99個

方塊ﾌﾞﾛｯｸ（0.5m3型）31個
ビーハイブブロック（根固め：4t）666個

I型ブロック（根固め：4t）253個

（小瀬川）

番　号 出張所 河川名 粁　　標 左・右 所　　在　　地 数量・規格

N 小瀬川小瀬川 7k100附近 右 岩国市小瀬字御堂原
ﾍﾟﾝﾀｺﾝ（立体型)4ｔ  116個

袋詰玉石2t　20袋

Ｏ 小瀬川小瀬川 7k300附近 右 岩国市小瀬字御堂原 方塊ｺﾝｸﾘｰﾄ172個
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３　県所有水防倉庫《広島港湾振興事務所・西部建設事務所》

土のう等 麻　　袋 シート な　　わ ロープ 杭・丸太 鉄 線

　 　 鉄パイプ

枚 　　　枚 枚 　　　巻 　　　ｍ 　　本 ｋｇ

出島

二丁目16

比治山本町

12-6

五日市町

寺田

行政区 所在地 管理責任者

備蓄品目（数量）

附図番号

400 － 20

－ 3,700 350 5

750

南　　区
広島港湾

振興事務所長
2,200 － 42 5

南　　区

西部建設事務

所長

6

佐 伯 区 5,300 100 43 － 200 8－

3533,675 －
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水防倉庫及び備蓄土位置図

　己斐出張所管内

Ⅰ己斐出張所水防倉庫

草津水防倉庫

1 己斐出張所構内
備蓄土 100m3

A 放水路左岸C2k～C1.7k
4ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 288個

① 己斐出張所水防倉庫
耐候性大型土のう 660袋

土のう 15,000袋
袋詰玉石(2t) 80袋

B 放水路右岸C2.5k～C2.4k
4ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 65個

② 草津水防倉庫
耐候性大型土のう 50袋

耐候性土のう 1700袋
※製作済

Ⅰ己斐水防倉庫

草津水防倉庫

1 放水路右岸1K600附近
備蓄土 100m3

A 放水路左岸C2k～C1.7k
4ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 288個

① 己斐水防倉庫 耐候性
大型土のう 660袋

土のう 15,000袋
袋詰玉石(2t) 80袋

B 放水路右岸C2.5k～C2.4k
4ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 65個

② 草津水防倉庫
耐候性大型土のう 50袋

耐候性土のう 1700袋
※製作済
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大芝出張所管内

Ⅱ大芝出張所水防倉庫

C 右岸10k150  ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

５ 右岸11k000 備蓄土 3,200m3

６ 古川右岸2k200 備蓄土 250m3

 右岸10k000 備蓄土 10,000m3

２ 大芝出張所構内 備蓄土 1,500m3

３ 左岸6k000 備蓄土 6,000m3

Ⅲ高瀬分室水防倉庫

D 古川右岸3k400

 ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

７ 右岸12k800 備蓄土 160m3

Ｅ 右岸12k800

方塊ﾌﾞﾛｯｸ（□1000） 107個

（□900） 13個

（□800） 34個

Ⅱ大芝出張所水防倉庫

C 右岸10k150  ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

５ 右岸11k000 備蓄土 3,200m3

６ 古川右岸2k200 備蓄土 250m3

 右岸10k000 備蓄土 10,000m3

２ 大芝出張所構内 備蓄土 1,500m3

３ 左岸6k000 備蓄土 6,000m3

Ⅲ高瀬分室水防倉庫

D 古川右岸3k400

 ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

７ 右岸12k800 備蓄土 160m3

Ｅ 右岸12k800

方塊ﾌﾞﾛｯｸ（□1000） 107個

（□900） 13個

（□800） 34個

 



 

 
 

483 

可部出張所管内

Ⅱ大芝出張所水防倉庫

C 右岸10k150  ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

５ 右岸11k000 備蓄土 3,200m3

６ 古川右岸2k200 備蓄土 250m3

 右岸10k000 備蓄土 10,000m3

２ 大芝出張所構内 備蓄土 1,500m3

３ 左岸6k000 備蓄土 6,000m3

Ⅲ高瀬分室水防倉庫

D 古川右岸3k400

 ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

７ 右岸12k800 備蓄土 160m3

Ｅ 右岸12k800
方塊ﾌﾞﾛｯｸ（□1000） 107個

（□900） 13個

（□800） 34個

Ⅱ大芝出張所水防倉庫

C 右岸10k150  ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

５ 右岸11k000 備蓄土 3,200m3

６ 古川右岸2k200 備蓄土 250m3

 右岸10k000 備蓄土 10,000m3

２ 大芝出張所構内 備蓄土 1,500m3

３ 左岸6k000 備蓄土 6,000m3

Ⅲ高瀬分室水防倉庫

D 古川右岸3k400

 ｔ根固めﾌﾞﾛｯｸ 50個

７ 右岸12k800 備蓄土 160m3

Ｅ 右岸12k800
方塊ﾌﾞﾛｯｸ（□1000） 107個

（□900） 13個

（□800） 34個

⑤ 三篠川左岸0k000

備蓄土のう 300袋
Ｉ 根谷川左岸0k000 ｸﾘ  ﾞｰﾌﾞﾛｯｸ4ｔ 50個

Ｆ 左岸16k100 

4t根固めブロック11個

異形ﾌﾞﾛｯｸ 100個

Ⅳ可部出張所水防倉庫

③ 右岸15k800
備蓄土のう 500袋

⑦ 左岸3k450 備蓄土のう 500袋

④ 左岸23k000

備蓄土のう 100袋

⑥ 左岸2k150

備蓄土のう 240袋

Ｇ 右岸18k600
2t根固め     10個
4t根固め     36個
方塊     （□1000）80個
方塊     （□900）22個

Ｈ 右岸19k000
         （突型)１t  394個
４ｔ根固めブロック 48個
袋詰め玉石（2t用） 270袋
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加計出張所管内
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別表第９ 消防機関の車両等《消防局施設課》 

１  消防局（ 署） 消防自動車等の配置状況 

                    （ 令和 6 年 4 月１ 日現在）  

区  別 中 区 東 区 南 区 西 区 
安 佐 

南 区 

安 佐 

北 区 
安芸区 佐伯区 

計 

局・ 署別 局 中 東 南 西 安佐南 安佐北 安芸 佐伯 

消防 ポ ン プ 自 動 車  6 9 12 10 9 13 10 11 80 

特 

 

殊 

 

車 

は し ご 車  2 1 1 2 2 2 1 2 13 

救 助 工 作 車  1 1 1 1 1 2 1 1 9 

化 学 車    1 1   1  3 

大 型 水 槽 車      1    1 

災害対応特殊車 1 3 1 1   1  2 9  

救 急 車  5 5 8 6 5 8 6 7 50 

輸 送 車 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 

指 揮 車 3 1 1 1 1 1 1 1 1 11  

広 報 車 1 1 1 2 1 1 2 1 1 11  

積 載 車    1    1  2  

査 察 広 報 車 1 1 1 1 1 1 2 2 1 11  

起 震 車 1    １      1  

機 関 員 訓 練 車     1 1  2  4  

研 修 ポ ン プ 車 1         1  

救 急 研 修 車     1     1  

マ イ ク ロ バ ス 等 1  1  2 1  1 1 7  

パ ト ロ ー ル 車         1 1  

そ の 他 の 車 両 9    3 1    13  

航 空 隊 電 源 車 1         1  

原 付 自 転 車 等  5 7 11 12 12 17 10 8 82  

消 防 艇    1      1  

救 助 艇    1      1  

ヘ リ コ プ タ ー  1         1  

無 人 航 空 機 1         1  

計 22 26 29 43 43 37 49 38 37 324  

 

２  消防団消防自動車等の配置状況  

                    （ 令和 5 年 4 月１ 日現在）  

区  別 中 区 東 区 南 区 西 区 
安 佐 

南 区 

安 佐 

北 区 
安芸区 佐伯区 

計 

団  別 局 中 東 南 西 安佐南 安佐北 安芸 佐伯 

消 防 ポ ン プ 車   1   3 14 9 5 32 

積 載 車  9 11 12 9 21 34 8 20 124 

連 絡 車 1         1 

計 1 9 12 12 9 24 48 17 25 157 
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別表第１０ 市有建設車両 

                             （ 令和３ 年４ 月１ 日現在） 

局・ 区 課 車  種 台 数（ 内 訳）   

環 境 局 

環 境 局 

環 境 局 

環 境 局 

環 境 局 

都市整備局 

都市整備局 

都市整備局 

中   区 

安 佐 南 区 

恵下埋立地管理事務所 

恵下埋立地管理事務所 

恵下埋立地管理事務所 

恵下埋立地管理事務所 

恵下埋立地管理事務所 

緑政課（ みどり 生き も の協会本部）  

緑政課（ 安佐動物公園）  

緑政課（ 植物公園）  

維持管理課 

維持管理課 

大型ダン プ  

大型ダン プ  

中型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

小型ダン プ  

１ （ 9. 2ｔ ）  

１ （ ８ ｔ ）  

１ （ ４ ｔ ）  

１ （ ２ ｔ ）  

１ （ １ ｔ ）  

１ （ ２ ｔ ）  

１ （ ２ ｔ ）  

２ （ １ ｔ ）  

１ （ ２ ｔ ）  

１ （ ２ ｔ ）  

 

  合計 １ １ 台 

                  小型ダ ン プ  ８ 台 

                  中型ダ ン プ  １ 台 

                  大型ダ ン プ  ２ 台 

 

 

 

 

別表第１１ 優先通行標識 
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別表第１２ 水防信号施設等 

 １  水防信号 

 
方法区分 警 鐘 信 号 サ イ  レ  ン  信 号 

 

 

第１ 信号 ● 休 止    ● 休 止   ● 休 止 
約 ５  秒  約１ ５ 秒  約 ５  秒 

●―    休  止    ●― 

 

 

第２ 信号 ●-●-●   ●-●-●   ●-●-● 
約 ５  秒  約 ６  秒  約 ５  秒 

●―    休  止    ●― 

 

 

第３ 信号 ●-●-●-● ●-●-●-● ●-●-●-● 
約１ ０ 秒  約 ５  秒   約１ ０ 秒 

●―    休  止    ●―   

 

 

第４ 信号 乱   打 
約 １  分  約 ５  秒  約 １  分 

●―    休  止    ●― 

 

 

備   考 

１  信号は適宜の時間継続する こ と 。  

２  必要があれば警鐘信号と サイ レ ン を 併用し 得る こ と 。  

３  危険が去っ たと き は口頭伝達を する こ と 。  

 

 （ 注）  

 

第１ 信号 

 

 

第２ 信号 

 

第３ 信号 

 

 

第４ 信号 

 

 

 

河川で は量水標が警戒水位、 海岸で は台風襲来時の危険風向き の風速が毎秒

20 メ ート ル程度に 達し 、 高潮のおそ れがあ る こ と を 知ら せる も の 

 

水防機関に属する 者が直ち に 出動すべき こ と を 知ら せる も の 

 

当該水防管理団体の区域内に 居住する も の全員が出動すべき こ と を 知ら せる

も の 

 

必要と 認める 区域内の居住者に避難のため立ち 退く べき こ と を 知ら せる も の 

 

  



 

 
 

488 

２  水防信号施設等 

（  中 区 ）  

設  置  場  所  

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

中消防署白島出張所 白島九軒町１ ２ -２ ０   ○ 

幟町中学校 上幟町６ -２ ９  ○  

広島そご う 百貨店 基町６ -２ ７  ○  

中央公園 基町１ ５  ○  

広島城跡 基町２ １  ○  

福屋百貨店 胡町６ -２ ６  ○  

東横イ ン 広島平和大通 田中町５ -１ ５  ○  

広島市消防局 大手町五丁目２ ０ -１ ２  ○ ○ 

中区役所 国泰寺町一丁目４ -２ １  ○  

広島市役所 国泰寺町一丁目６ -３ ４   ○ 

東千田公園 東千田町一丁目１  ○  

平 和 記 念 公 園  中島町１  ○  

吉島公園 羽衣町１ ６  ○  

中消防署江波出張所 舟入南六丁目２ -１   ○ 

   計  １ ４ 施設  １ １  ４  

 

（  東 区 ）  

設  置  場  所 

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

東区役所 東蟹屋町９ -３ ８  ○  

東消防署 光町二丁目１ ２ -６  ○ ○ 

牛田南一丁目集会所 二葉の里二丁目６  ○  

早稲田中学校 牛田早稲田四丁目１ ５ -１  ○  

新牛田公園 牛田新町一丁目８  ○  

矢賀小学校 矢賀二丁目１ ０ -６ ７  ○  

高天原墓園 矢賀町 ○  

東消防署戸坂出張所 戸坂出江二丁目９ -１ １   ○ 

戸坂運動広場 戸坂新町三丁目１ ９ １ ６  ○  

広島城北学園 戸坂城山町１ -３  ○  

中山西第一公園 中山西二丁目１ ４  ○  

中山上第四公園 中山上一丁目７  ○  

上温品小学校 上温品三丁目４ -１  ○  

馬木第五公園 馬木五丁目１ ４ ４ ０ -１  ○  

福木中学校 馬木九丁目１ -５  ○  

東消防署福田出張所 福田七丁目２ -１ ０   ○ 

  計  １ ６ 施設   １ ４  ３  
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（  南 区 ）  

設  置  場  所 

種  別  

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

広島駅新幹線口 松原町１  ○  

広島市民球場 ( マ ツ ダス ア ジ ア ム)  南蟹屋二丁目３ -１  ○  

南消防署青崎出張所 東青崎町１ ０ -２ ５   ○ 

南消防署 的場町二丁目５ -１ ４  ○  

比治山公園 比治山公園１  ○  

南区役所 皆実町一丁目５ -４ ４  ○  

広島工業高等学校 出汐二丁目４ -７ ５  ○  

渕崎公園 東雲三丁目１ ８  ○  

南消防署東本浦出張所  東本浦町２ ３ -６   ○ 

黄金山小学校 北大河町３ ５ -１  ○  

南消防署日宇那出張所  日宇那町３ -６   ○ 

出島福祉セ ン タ ー 出島一丁目３ ２ -１  ○  

出島西公園 出島二丁目２ ２  ○  

南消防署宇品出張所 宇品東二丁目１ -４ ６  ○  

広島みな と 公園 宇品海岸一丁目１ ３  ○  

南消防署水上出張所 宇品海岸二丁目２ ３ -３ ９  ○ ○ 

宇品海岸三丁目 宇品海岸三丁目２  ○  

広島競輪場東第二駐車場 宇品海岸三丁目４ -１ ２ ２  ○  

南消防署似島出張所 似島町字家下７ ５ ２ -７ ４   ○ 

  計  １ ９ 施設  １ ５  ５  

 

（  西 区 ）  

設  置  場  所 

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

大芝公園 大芝公園２  ○  

西消防署三篠出張所 三篠町三丁目１ ６ -２ ３   ○ 

横川駅前広場 横川新町１  ○  

西消防署 都町４ ３ -１ ０  ○  

西区役所 福島町二丁目２ -１  ○  

広島県総合グ ラ ウン ド  観音新町二丁目１ １ -１ ２ ４  ○  

観音新町四丁目 観音新町四丁目１ ３  ○  

西消防署己斐出張所 己斐中三丁目１ ４ -２   ○ 

西広島駅前広場 己斐本町一丁目１ １  ○  

庚午小学校 庚午中一丁目１ ５ -１  ○  

草津公園 庚午南二丁目３ ８  ○  

鈴が峰公園 鈴が峰町４ ６  ○  

中央卸売市場 草津港一丁目８  ○  

西消防署井口出張所 商工セ ン タ ー四丁目１ -１   ○ 

商工セ ン タ ー 五丁目 商工セ ン タ ー五丁目７  ○  

広島井口高等学校 井口明神二丁目１ １ -１  ○  

高須台第三公園 高須台五丁目６  ○  

古田台公園 古田台一丁目１ ２  ○  

  計  １ ８ 施設  １ ５  ３  
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（ 安佐南区）  

設  置  場  所  

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ー カ ー )  
サイ レ ン  

八木分団梅林車庫 八木三丁目２ -２ ４  ○ ○ 

細田山公園 八木七丁目１ ２  ○ ○ 

城南中学校 川内六丁目８ -１  ○  

安佐南消防署 緑井一丁目１ ０ -３  ○  

中須一丁目（ 大町駅）  中須一丁目４ ７  ○  

大町小学校 大町西二丁目２ ４ -１  ○  

安佐南区役所 古市一丁目３ ３ -１ ４  ○  

祇園東中学校 西原七丁目１ ６ -１  ○  

安佐南消防署祇園出張所 祇園二丁目４ ８ -１ １  ○ ○ 

広島経済大学 祇園五丁目３ ７ -１  ○  

山本第四公園 山本五丁目６ ７  ○  

安田女子大学 安東六丁目１ ３ -１  ○  

安佐南消防署上安出張所 上安五丁目８ -１ ４   ○ 

安西小学校 高取南二丁目１ ８ -１  ○  

若葉台中央公園 伴北七丁目３ ４  ○   

広陵高等学校 伴東三丁目１ ４ -１  ○   

沼田高等学校 伴東六丁目１ -１  ○  

沼田合同庁舎 伴東七丁目６ ４ -８  ○  ○ 

伴分団奥畑車庫 伴西五丁目１ １ ２ ６ -１  ○  ○ 

上奥畑集会所 伴西六丁目３ １ ０  ○  ○ 

沼田町伴桜ヶ 峠口 伴西六丁目５ １ ０  ○   

広島修道大学 大塚東一丁目１ -１  ○  

戸山分団阿戸車庫 沼田町大字阿戸１ ４ １ ６ -７  ○ ○ 

戸山小中学校 沼田町大字阿戸３ ７ ２ ２  ○  

戸山分団吉山車庫 沼田町大字吉山１ ３ ９ ３ -１  ○ ○ 

     計  ２ ５ 施設  ２ ４  ９  
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（ 安佐北区）  

設  置  場  所  

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

ふじ ラ ン ド 第一公園 口田南四丁目２ ８  ○  

口田分団矢口車庫 口田南七丁目１ ８ -２ ２   ○ 

中山公園 落合四丁目１ ６  ○  

安佐北消防署高陽出張所 真亀一丁目３ -６   ○ 

寺迫公園 真亀一丁目９  ○  

広島市総合防災セ ン タ ー  倉掛二丁目３ ３ -１  ○  

深川第二公園 深川四丁目８  ○ ○ 

小河原・ 上深川集会所 小河原町１ ６ ０ -１  ○  

狩留家集会所 狩留家町３ １ ４ ４ -４  ○  

明神公園（ 可部駅）  可部二丁目３ ７  ○  

安佐北区総合福祉セ ン タ ー  可部三丁目１ ９ -２ ２  ○  

寺山公園 可部東四丁目２ ８  ○  

安佐北消防署 可部南四丁目２ ６ -１ ３  ○ ○ 

北部こ ど も 療育セ ン タ ー  可部南五丁目８ -７ ０  ○  

亀山南小学校 亀山南三丁目２ ８ -２  ○  

亀山分団亀山西車庫 亀山西二丁目３ -１  ○ ○ 

三入公民館 三入五丁目１ ５ -９  ○  

桐陽台公園 三入東二丁目６  ○  

大林小学校 大林四丁目１ ４ -１  ○  

旧三入分団南原車庫 可部町大字南原２ ２ ６ -３  ○ ○ 

中河内集会所 可部町大字勝木５ ２ ０  ○ ○ 

久地分団幸ノ 神車庫 安佐町大字久地３ ８ １ -１ ０  ○ ○ 

宇賀神社 安佐町大字久地７ ６ ８ １  ○  

宮野神社 安佐町大字宮野６ １ -１  ○  

日浦分団筒瀬車庫 安佐町大字筒瀬５ ５ ９ -１  ○ ○ 

小河内分団小浜車庫 安佐町大字小河内６ ５ ９ -２  ○ ○ 

旧小河内小学校 安佐町大字小河内４ ７ ３ ４  ○  

鈴張分団東車庫 安佐町大字鈴張７ ６ ０ -３  ○ ○ 

鈴張小学校 安佐町大字鈴張１ ８ ９ ６  ○  

鈴張分団西車庫 安佐町大字鈴張４ ３ ６ ６ -４  ○ ○ 

安佐北消防署安佐出張所 安佐町大字飯室３ ０ ５ ２ -１   ○ 

久地南小学校 安佐町大字く す の木台５ ５ -１  ○  

日浦公民館 あさ ひが丘三丁目２ ３ -１ ３   ○ 

井原小学校 白木町大字井原８ ２ ５  ○  

志屋小学校 白木町大字志路３ ８ ９ ０ -１  ○  

志路第一調整池 白木町大字志路６ ０ １ ２ -１  ○  

白 木 中 学 校  白木町大字市川１ ４ ２ ８  ○  

安佐北消防署白木出張所  白木町大字市川１ ５ ３ ３ -５   ○ 

桧山集会所 白木町大字市川６ ３ ６ ３ -１  ○ ○ 

三田集会所 白木町大字三田２ ２ １ ８ －１  ○  

白木町三田福永地区 白木町大字三田５ ９ ６ １ -３  ○  

白木町三田弥谷地区 白木町大字三田８ ２ ６ ５  ○  

  計  ４ ２ 施設  ３ ７  １ ６  
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（ 安 芸 区）  

設  置  場  所 

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

安芸区役所 船越南三丁目４ -３ ６  ○  

畑賀小学校 畑賀三丁目２ ８ -１ ６  ○ ○ 

瀬野川中学校 中野四丁目２ ４ -１  ○  

安芸区ス ポ-ツ セ ン タ ー  中野東二丁目３ -１  ○  

みど り 坂第八公園 瀬野西三丁目２ ５  ○ ○ 

瀬野分団中原車庫 上瀬野一丁目１ ８ -１ ４  ○ ○ 

上大山集会所 上瀬野町１ ３ ９ -８  ○ ○ 

阿戸町弓張松 阿戸町１ ９ ３ ３ -１  ○  

阿戸生活改善セ ン タ ー  阿戸町４ ０ ２ ０ -１  ○ ○ 

安芸区役所阿戸出張所  阿戸町６ ２ ５ ７ -２  ○ ○ 

県立安芸南高等学校 矢野西二丁目１ ５ -１  ○  

安芸区役所矢野出張所  矢野東五丁目７ -１ ８  ○  

矢野ニ ュ ータ ウ ン 第六公園 矢野南三丁目３ ６  ○  

寺屋敷集会所 矢野町７ ４ ０ -３  ○  

寺屋敷団地自治会倉庫  矢野町７ ５ ２ -７ ４ ７  ○ ○ 

     計  １ ５ 施設  １ ５  ７  

（ 佐 伯 区）  

設  置  場  所 

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

石内南中央公園 石内南四丁目１  ○ ○ 

五月が丘小学校 五月が丘二丁目２ ２ -１  ○  

八幡分団美鈴が丘車庫  美鈴が丘南三丁目１ -２  ○ ○ 

五日市中学校 五日市中央六丁目４ -１  ○  

佐伯消防署 五日市中央七丁目２ ５ -１ ８  ○  

佐伯区役所 海老園二丁目５ -２ ８  ○ ○ 

海老山公園（ 五日市駅）  海老山町６  ○  

広島工業大学 三宅二丁目１ -１  ○  

廿日市高等学校グラ ウ ン ド  美の里二丁目７  ○  

彩が丘小学校 河内南二丁目１ ０ -１  ○  

河内公民館 五日市町大字上河内５ ３ ７  ○  

河内分団白川車庫 五日市町大字下河内１ ２ ３ ８ -４  ○ ○ 

杉並台公園 杉並台６ ４  ○  

津伏集会所 湯来町大字下５ ３ ０ -３  ○  

下地区集会所 湯来町大字下１ ２ ４ １  ○  

下五原集会所 湯来町大字下１ ５ ０ ３ -２  ○ ○ 

棡集会所 湯来町大字白砂５ ８ ３  ○  

八幡原中央集会所 湯来町大字白砂２ ７ ９ ８ -６  ○ ○ 
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（ 佐 伯 区）  

設  置  場  所 

種  別 

防災行政無線 

( 屋外ス ピ ーカ ー )  
サイ レ ン  

上多田集会所 湯来町大字多田５ ２ ３ -１  ○  

湯来町来栖根地区 湯来町大字多田１ ９ ２ ３ -２  ○ ○ 

日入谷集会所 湯来町大字多田２ ０ ７ ６ -１  ○  

湯来西公民館 湯来町大字多田２ ７ １ ２  ○  

湯来町葛原地区 湯来町大字葛原１ ４ ７ ３ -３  ○ ○ 

砂谷中学校 湯来町大字伏谷５ -１  ○  

大森集会所 湯来町大字伏谷１ ４ ９ ９  ○  

湯来東小学校 湯来町大字麦谷１ ８ ０ ３ -１  ○  

湯来中学校 湯来町大字和田１ １ ２  ○  

佐伯消防署湯来出張所  湯来町大字和田２ ２ ４   ○ 

下和田集会所 湯来町大字和田１ ０ ２ １ -３  ○  

  計  ２ ９ 施設  ２ ８  ９  
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別表第１３ 身分証票 
身  分  証  票 

 

  

 

  

 水 防 職 員 証   

    

  
令和  ・   ・    交付 

   

  
第          号 

   

  

 

  

  所 属 名 １  水防法第４ ９ 条第２ 項の規定に よ り 必

要な 土地に 立ち 入る と き は必ず 本証を 携

帯し 、 関係人の請求があ っ た と き はこ れを

提示し な け ればな ら な い 。  

２  本証は他人に貸与し 、 又は譲渡し て はな

ら な い。  

３   本証の記載事項に変動があっ たと き は、 直

ち に 返還し な ければな ら な い 。  

 

   

  職 名  

   

  氏 名  

   

  生 年 月 日  

   

  所属長氏名          印  

  

 

  

       （ 表）                   （ 裏）  
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別表第１４ 水防活動実績報告書 
水 防 活 動 実 績 報 告 書 

 
                       （ 作成責任者）            印 

 管 理 団 体 名  指定・ 非指 定の別   

 水防実施時の台風名・ 豪雨名  報 告 年 月 日 令和  年  月  日  

 
場    所 

     右 
    川 岸   地先    ｍ  
      左 

所 
要 
経 
費 

 
管  理 

団 体 分  
県支出分 計 

 

 

日    時 
自   年   月   日   時 

 
至   年   月   日   時 

人 
件 
費 

手 当     

そ の他    

 

出 動 人 員 数 

消防局 市 消防団員 その他 計 計    

 
人 

 
  人 

 
 人 

 
  人 

 
人 

物 
件 
費 

資材費     

 器材費     

 

水 防 作 業 の 
概 況 及 び  
工    法 

  工法     箇所    ｍ 燃料費     

雑 費     

計     

 合  計     

 

使 
用 
資 
材 

か ま  す 枚    枚   枚 
 

 Ｐ ． Ｐ 土俵 枚    枚    枚  

 む し  ろ  枚    枚    枚  

 
な    わ 巻    巻    巻 

 

 

水 
防 
の 
結 
果 

効 果 

堤防 田 畑 家 鉄道 道路 人口 
丸   太 本    本    本 

 

ｍ  ha ha 戸 ｍ   ｍ  人  
    

 

 

被 害 ｍ ha ha 戸 ｍ  ｍ 人 
    

      

 他 の 団 体 
よ  り  の 
応 援 の 状 況 

 
立 退 き の 状 況 及 び  
そ れを 指示し た 理由 

  

 
居 住 者 の 
出 動 状 況 

 
水防功労者の氏名・  
年 齢 ・ 所 属 及 び  
そ の 功 績 概 要 

  

 

警 察 の 
援 助 状 況 

 

堤防そ の他の施設等
の 異 常 の 有 無 及 び  
緊急工事を 要す る も
のが生じ た 時はそ の
場 所 及 び 損 傷 状 況 

  

 現 場 の 
指 導 者 
職 氏 名 

 
水 防 活 動 に 関 す る  
自 己 批 判 

  

 水 防 関 係 者 
の 死 傷 

 備 考 
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別表第１５ 水防活動実績報告書（作成例） 

 
作成例 

 
 

令和〇〇年台風〇号における水防活動 

（〇〇県〇〇市消防団・令和〇〇年〇月〇日） 

〇概要 

〇〇市消防団は、令和〇〇年〇月〇日、台風〇号の影響に伴う集中豪雨に際し、延

べ〇部隊〇名が出動。市内では、１時間雨量〇〇mm を超える豪雨により河川が増

水。各地で越水により床上浸水等の被害を受ける危険な状況の中、堤防への土のう

積みや住民の避難誘導、人命救助を行い人的被害の軽減のため活動した。  

活動時間 

〇月〇日～〇月

〇日約〇時間 

出動延人数 

〇人 
主な活動内容 

・土のう積み（〇袋） 

・排水作業〇件 

水防箇所実施地図 

水防活動または被害

状況写真 

 

 

 

 

 

 

〇川右岸 

積み土のう工 

水防活動または被害

状況写真 

 

 

 

 

 

 

〇地区 

浸水被害 


